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　全ては耳みみ刈かりネルリから始まった。


――コーチキン『耳刈ネルリの乱』より















　連邦文化英雄の作家Ａ・コーチキンはその著書『耳みみ刈かりネルリの乱』の中で、耳刈ネルリによって命を奪われた人の数を二〇〇～二五〇万人と概算する。もっと大きな犠ぎ牲せい者しや数（一千万人）をかかげる説も、逆にずっと少なく見つもる（数万人）説もあるが、耳刈ネルリの反乱が政治の混乱と経済の停滞をひきおこしたという点については諸家論を同じくする。

　コーチキンは、同時代の史料を丹たん念ねんに読みとくことで、そうした災いを通じて民衆が体得した積極的な態度を見いだす。







〔……〕その困難な時代においてわれわれ〔本ほん地ち民みん〕は、博愛の精神・自由の希求・自然との調和といった、現在では本地文化の特質としてあげられる性格の主なものを身につけた。それらは古くからこの地に根づいてはいたものだったが、目に鮮やかな美徳として花開くには、戦乱の季節を待たなければならなかったのである。







　その本をはじめて読んだころ、僕はネルリについて――正確にはネルリに出会ってかわってしまった自分自身について考えていた。

　部屋に置かれた机の下が僕の定位置だった。そんな狭せま苦くるしいところを選んだのは、寮りよう塔とうの個室の閉へい塞そく感かんから逃れるためだった。石の壁はその外にある世界の圧力をじかに僕の体に伝えてきた。それにくらべて、角材の脚に支持されてできた空間は僕にとってはるかにこころよい「閉じ方」をしていた。僕はささくれだった天板の裏を見あげるのをならわしとした。

　日が落ちると机の下にもぐりこみ、そのまま朝まで短い眠りをいくつかはさんで、身じろぎもせずにいた。春先と同じように上着を身にまとっていたが、それでも冷たい床はやすやすと肘ひじや膝から僕の熱を奪いとり、骨と肉のすきまに鈍い痛みを残していった。

　終わりのない競争と敗北のイメージ、失敗への恐怖、得え体たいの知れぬ不安が心にとりついて離れなかった。僕の頭の中は暗い泥どろに埋うめつくされていた。なまぬるいその泥はゆっくりとではあるが流れていた。故郷の村近くの湧わき水みずを源とするヨー川――その荒々しくたぎる瀬、清せい冽れつな闇やみをたたえる淵ふちが脳のう裏りにうかび、僕はみじめな気持ちの底に沈んだ。







　たとえば寮塔を出てすぐのところにある石いし畳だたみのへこみ。

　入学以来、うっすらと心のはしにひっかかっていた――あれは何かと人にたずねる気にもならないほどうっすらと。

　四月の終わりに嵐あらしが来た。

　大粒の雨に一晩中屋根を打たれ、うるさくて眠れやしなかった。僕らの部屋は塔の最上階にあった。

　朝になっても雨の勢いはいっこうにおとろえなかった。一階の扉を開くと、雨と風が激しく吹きこんできた。出ていくのをためらっている僕らに、二年生で寮塔委員のスチョーバが彼の定位置であるカウンターごしに声をかけてきた。

「こういう日には傘かさよりも雨あま合がつ羽ぱの方がいいと思うがね」

「たいした距離じゃありませんよ」

　とヘイジンが答えた。

「いちいち着たり脱いだり面倒くさいんで」

　そういってワジが傘を開いた。

「それに雨合羽って見た目がちょっと……」

　湿気で思いどおりにならない髪をなでつけながら、サンガさんは僕の方を見た。支給品の雨合羽を着ているのは僕だけだった。

「まあいいけどね」

　スチョーバはカウンターの上のランプを吹き消して立ちあがった。「僕はもう出る。君たちも早く行きたまえ。もうみんな教室塔に向かったぞ」

　僕たちは寮塔委員殿のいいつけどおりに戸をくぐり、外に出た。

　そこで頭から水を浴びた。

　雨合羽のフードがたたかれて、火薬の爆発みたいにバチバチ鳴った。傘にはねかえされた水の流れが勢いよく弾けとび、まわりのものをずぶ濡れにした。

「ナラー」

　とワジが母国語の悲鳴をあげた。

　あわてて屋根の下にひきかえした僕たちをスチョーバはせせら笑いで迎えた。

「先輩の忠告は素直に聞いておくものだよ、一年生諸君」

　彼は合羽を着ると、昼休みまでに返すように、といってカギを放ってよこした。僕たち四人は誰もいない寮塔にとりのこされた。

「こんな格かつ好こうじゃ、ご婦人方の前に出られないよ」

　サンガさんが濡れたシャツを肌からひきはがした。

「また上までのぼるの面倒くせえ」

　ワジが唇くちびるをふるわせて、水を吹きちらした。鳥の羽根の耳飾りからしずくがたれていた。

「助かったのはレイチだけか」

　眼鏡めがねを袖そででふきながらヘイジンがいった。

　僕は自分の雨合羽から落ちた水滴が床に作る染みを見つめていた。

　僕たちを濡れねずみにしたのは、地上十二階建ての塔の屋根から流れおちた水だった（あとで知ったのだが、この塔の雨あま樋どいは大むかしの寮生が雪下ろしをしているときにふみぬいてしまって以来、こわれたままなのだそうだ）。

　石畳をへこませたのも同じ水の力だった。長い年月、屋根から落ちつづけて、少しずつえぐっていったのだ。

　地面のわずかなへこみにも、水を落とす塔の高さが、雨を降らせる雲の高さが、この学校の経てきた歴史が、まだ見ぬ冬が――僕の知らないことがかくされていた。それは過ぎ去った時間の痕こん跡せきであり、僕を待ちうける未来のきざしだった。

　僕はへこみにいた。

　コーチキンの本が教えてくれた。僕は痕跡であり、きざしだった。

　そしてネルリがそばにいた。














　ネルリは僕と同じ農芸隊の隊員なのに花が嫌いだ。

　別に嚙かみつきゃしないだろ、というと、

「花を避けるのは我が国の伝統！」

　と食ってかかってくる。

　情けない！　それでも連邦中にその悪名をとどろかせた耳みみ刈かりネルリの末まつ裔えいか！　と挑発すると、とたんにごきげんうるわしくなる。ごきげんうるわしさのあまりに飴あめをくれる。

　ネルリが、甘いぞ甘いぞ、といってすすめてくるこの飴は、やたらと甘あま酸ずっぱくて、なめると唾だ液えきが口にあふれる。その飴をネルリは、甘い甘い、といってうまそうになめる。口の中で飴を転がしてころころと音を立てる。舌のつくりがちがうのか、ことばのしくみが異なるのか、僕にはよくわからない。







　校内の植木の剪せん定ていを農芸隊が請うけおうことになった。

　特別活動なんて個人のレクリエーションのためにあるものだと僕は思っていたが、我が校の自治委員のみなさんの考えはちがうようだ。







　特別活動隊は委員会の下部組織であり、公共の福ふく祉しに奉ほう仕ししなければならない。


（第八高等学校校則　第一〇〇二条）









　そういわれるとじっとしていられないのが「ミスおおやけ」「歩くまつりごと」ことシャーリック王国王位継承権者二世ネルリ殿下ちゃんである。体育着姿で背負いかご背負って、火ばさみを手たばさみ、ご愛用の麦わらぼうしと軍手とゴム長なが靴ぐつを装備したロイヤル落おち穂ぼひろいスタイルに早がわり。

「公共心の欠けつ如じよがまねいた対応の遅れ」

　といって、先輩たちと剪定区画のうちあわせをする僕をせっついた。

　おことばですが殿下、あなたさまの拾いなさる枝はいったい誰が切りおとすんでしょうかね。現場を知らない人間はおとなしくガーデニング・ピラミッドの底辺をはいずりまわってろってのボケが。

　僕が大小の植木ばさみを手に歩きだすと、ネルリはバーベキューの肉にたかるハエのごとき勢いで追いかけてきた。護衛のナナイさんが携帯に不便なサイズのはしごを持ってそれにつづいた。彼女はネルリとセットでこの学校に送りこまれた軍人女子である。目のまわりに黒くぬられた魔よけの化け粧しようが印象的だ。むしろ本人が一番悪魔っぽい。

　五月初旬のこの時期には、おもに春の花が終わった木の剪定を行う。無駄に伸びた枝を切って、来年の花に向けて栄養が行くべきところに行くようにするのだ。

　塔の群れの外周部をめぐる道路――通称「外がい環かん路ろ」を僕たちは歩いた。この石いし畳だたみの道にそって建つのは学生の住む寮りよう塔とうである。我が第八高等学校は全寮制の学校で、四三二名の学生が十二ある寮塔に分かれてくらしている。

　第七曜日の午後になると、校内は活気と倦けん怠たい感かんのいりまじった不思議な空気に包まれる。授業は午前中で終わりだし明日は休日だ！　という週末特有の高こう揚よう感かんが厳しい外出制限によりおしこめられて、やり場もなく漂う。この時期、学生たちは寮塔の個室から出て、塔のまわりの芝生しばふにござを敷しいたり椅い子すを置いたりして、思い思いにひなたぼっこを楽しむ。夏の短い本地ではこうした光景はめずらしくない。みんな貴重な太陽の光を貪どん欲よくに浴びようとする。中には水着姿で寝そべる人たちもいる。これはとりわけ日光浴の好きな連邦北部出身のものか、さもなくば大だい胆たんな先輩たちである。長なが袖そでを着て湯気の立つマグカップを大事そうに抱えているものもいる。おそらく温暖な南方か西部沿海諸国から来ているのだろう。

　八はち高こうは活動体連邦に属する王国から王族の子し弟ていがやってくる特殊な学校だ。僕と同じ本地民は全体の四分の一しかいない。異国の支配者層と、「自由・調和・博愛」の精神を尊ぶ人民との間で激しい対立が起こってもよさそうなものだが、それなりに仲良くやっている。あるいは、永遠につづいていきそうなこの暖かい昼下がりのまどろみの中で、そうした立場のちがいを忘れてしまったのだろうか。

　僕はおだやかに熱せられた石畳をふんで進んだ。第十一寮塔の向かい、外環路に内接する形で浅せん棠どうの低い木が生いけ垣がきになっていた。僕の剪定することになっている区画だ。

　道路をはさんだ地点から木々の姿を観察した。

「どうだね」

　いつの間にかとなりに来ていたネルリが、麦わらぼうしのつばを指で押しあげながら僕の顔を見あげた。

「ああいう枝を――」

　いいかけて僕は、手にしたはさみをしっかり握りなおし、道路を横断した。花の落ちた枝をひとつつまむ。

「花のあったところから葉二、三枚を残して、その先を切りおとすんだ。ここに養分が行っても花は咲かないから」

「うん。汝なんじのよきにはからえ」

　ネルリはかりそめの上じよう意い下か達たつスマイルをうかべた。

　僕は枝にはさみを入れた。石の路面に落ちた枝はみずみずしく跳ねて転がった。それをネルリが火ばさみですばやくつかみ、背中のかごに放りこんだ。

「次！」

　彼女の合図は無視して、僕は木の姿をとっくりながめた。ただ切っていってもしょうがない。枝ぶりの全体的なつりあいと今後一年間の生長を考慮に入れて、落とす部分を選んでいく。植木の剪定とは人間と植物の交感とでも呼ぶべきこころよい作業なのだ。

「早く早く、次！　次！」

　背後で火ばさみを歯は嚙がみさせるものがあった。血も涙もないネル工こう船せんのネルリ船長だ。あまりに耳ざわりなので、僕は根元近くに落ちてなかば土に返りかけている浅棠の花をあるかぎり、彼女の背負いかごに投げいれた。

　彼女は、

「ナラー」

　と母語で叫び、飛ぶように逃げていった。

　彼女の国では土のタブーがあるという。地面の下は死者を葬ほうむる世界なので触れてはいけない。木や草や実は無生物的なのでまだだいじょうぶだが、花はその手触りや色が人の衣を連想させるので不吉なのだそうだ。

　道の上に散らばった花弁はかつての輝くような容色を失っていた。その光景は季節の無常を僕に痛感させ、あのたとえようもなく暗い春に天へと還かえっていったひとりの美しい少女の魂たましいとともに失われた僕の心の天と地がひっくりかえって、僕はずでんどうとあおむけに転倒した。

　ん？

　どこでひっくりかえったの、僕のウソ恋バナ？

　顔をあげると、護衛少女ナナイちゃんが気きつ風ぷのいい消防団の若い衆みたいにはしごをかまえて立っていた。地面に横たわる僕は彼女の影の中にいた。目の黒い化粧がいっそうまがまがしく映る。

「殿下への無礼はすなわち我が国に対する挑戦と知れ」

　それは剣と呼ぶにはあまりに大きすぎた（※　はしごです）。あれで足払いを食わされたらしい。とりあえず、植木ばさみを渡さないでおいてよかった、と思った。ラブ＆ピース＆持ちこませず――非武装の三原則である。

「我が国ならそんな木はひっこぬいて焚たきつけの材料！　ももんがーのなづけおや！」

　護衛の背後にかくれながら、ネルリが個性的なスラングをはいた。







　胡えびす梅うめの方も僕ひとりで手を入れた。

　はしごにのぼって柄えの長いはさみを伸ばす僕のはるか下方で、ネルリはしきりに「危ない！　危ない！」と叫んだ。彼女は土だけでなく高いところも苦手なのだ。

　切りおとした枝の断面から発散される生木の香りがむせかえるほどにたちこめた。余計な枝を払ったおかげか、あるいは目がなれたのか、枝の間の暗がりでも温帯から帰化した木の広がるさまを見わたすことができた。外からでは知ることのできない巧こう妙みような枝の重なり、幹の分ぶん岐き、ざらりとした樹皮の手ざわりが僕の心を優しくほどいた。

　仕事を済ませた僕は植木ばさみを肩にかついで、ゆっくりとはしごをふみおりた。

「スタンベクの交響曲第六番」

　ネルリは地上で謎なぞのハトポッポ運動をしていた。

「交響曲？」

「聞こえないのか、楽器の音が」

　ナナイが左耳の羽根飾りを指で撫なでた。

　それは彼女らの国の流りゆう儀ぎだった。耳を切りおとすことが忠君のあかしになるのだ。本地民の僕らから見れば、それは後進性のしるしでしかない。傷跡を覆いかくす装飾が華やかであればあるほど、そのかげにひそむ野や蛮ばんさがあらわになる。

「これはラジオでもレコードでもない。生演奏である」

　小刻みに胸をつき出しながらネルリがいった。

「ちょっと見に行きましょうか」

　耳刈と被耳刈みみかられの労使コンビは、まるでここが野の良ら仕事の現場ではなく宮殿の舞ぶ踏とう会かいででもあるかのごとく軽やかに外環路を南へ歩いていった。




　そのステージを見たとき、担任のモリー先生のいっていた「演劇大祭」が僕の知らぬ間に始まっていたのかと思った。

　本地ではアマチュア演劇が盛んである。人目につくことが大嫌いなこの僕でさえ、故郷の村で舞台に立った経験がある。童話『ひらめになった王子さま』の王子さま役だ（ひらめパート）。

　本地の演劇の特徴は、野外の舞台で行われることと、その舞台が上かみ手て側のいわゆる「舞台」と下しも手て側の「回かい廊ろう」とに分かれることだ。いま僕たちが音に導みちびかれるままにたどりついた舞台は、本地の標準的なスタイルにのっとってはいたが、僕の故郷のそれとはくらべものにならないくらい大きなものだった。「舞台」上では人民舞踏の稽けい古こが行われていたが、十人の群舞が横一列に並んでも両サイドにまだ余裕があった。

　その稽古を二十人くらいの学生が本番さながらの熱心さで鑑賞していた。役者と観客の近さは本地演劇の特徴だが、そこまで近づかなくても……というくらい舞台にかぶりついている。

　その女子が上手から登場すると、群舞の踊おどり手ては舞台奥に蹴けちらされた。

　実際のところは振ふり付つけどおりに動いただけなのだろうが、ただの二、三歩で軽々と舞台中央におどりでた彼女によって物理法則の乱された世界からはじきだされたかのように錯さつ覚かくした。

　舞台奥の楽がく人じんが演奏を始めると、彼女は片足を高く上げ、跳ちよう躍やくし、回転した。上体の姿勢はまるで天から糸でつられているかのように美しく保たれていた。

　観客たちは彼女の一挙手一投足に歓声をあげた。離れて見ている僕とネルリも思わず拍はく手しゆをした。

「ひとつひとつのポジションが正確だし、音のとらえ方が繊せん細さい。よい踊り手である」

　ネルリが短い手足で振付を真似しながら意外にも通っぽいことをいった。

「手足が長く、バネもあります。よく鍛きたえられています」

　とナナイがコメントした。

　舞台上では男子のダンサーが登場し、その女子が跳びあがったり回ったりするのを支えた。

「むむむ、技術だけではなく、情感の表現もうまい。見よ、あの表情！　あ、今の目線！」

　ネルリが跳びあがって指さす先に、ナナイは目をやって「さすが殿下」といちいち見当ちがいの感想をもらした。

「本地の人民舞踏にもよき踊り手がいることよ。ゆかいである」

　二人のダンサーが踊りおえるとネルリは拍手して、軍手のほこりを盛大にまきちらした。

　舞台は外環路の内側に建てられていた。舞台袖から裏にかけて作られるはずの楽屋はまだなく、幕なども一部しかとりつけられていなかったので、舞台上が後ろから見とおせた。

　舞台裏の楽がく人じん所どころに楽器を持った学生たちが座っていた。指揮者が演奏者数人を集めて何やら話しあっていた。他の学生たちは各自のパートをばらばらに演奏しはじめた。

　チェロを弾く学生のひとりに――より正確にいえば、その女子のかぶっている頭ず巾きんに見おぼえがあった。額のところから顔と同じくらい大きな菱ひし形がたのオブジェが飛び出している。

　同じクラスのイ＝ウさんだ。

　ネルリが手を振ると、彼女もこちらに気づいて手を振りかえしてきた。

「イ＝ウも弾いていたのか」

　ネルリは楽人の席へかけていった。

「舞踏隊のダンスに曲をつけるの」

　イ＝ウはネルリのあとから歩みよる僕たちに視線をよこした。「あ、レイチ、どうしたの？　草刈り？」

「枝刈りだ。まったく退屈な仕事だった」

　ナナイがため息とともにはしごを持ちあげてみせた。何の仕事もしてない奴にかぎって他人の仕事を低く見るものだ。

「スタンベクの中でも六番は特に好き。踊りによく合っていた」

　ネルリが口ぶえを吹きながら、さっきのハトポッポ運動を再開した。

　イ＝ウはそれを見て苦笑した。

　彼女は僕らと同じ一年十一組の学生だ。連邦の極西部、ベイン教国連合からやってきている。頭にかぶった◇冠かんむりはそこの習俗だ。大きなかぶりものを保護するように、彼女はいつもゆったりと優ゆう雅がに行動する。生活態度はまじめで勉強もよくできる。そのあたり、頭にネのつく某不ふ逞てい外国王女さまにも見ならってほしいものだ。

「ねえネルリ。あの先輩のダンス見た？」

　イ＝ウの視線の先には舞台上で華麗なダンスを披露した女子がいた。他のダンサーたちと並んで立ち、大きな身ぶりをつけておしゃべりしている。

「うん。見事な踊りだった。他とくらべてとびぬけてうまい。名のある踊り手だろうか」

「三年生のチェリ・チェリョームハ先輩。連邦の賞をいくつも取ってるそうよ」

　イ＝ウがいうと、ナナイが黒くふちどられた目を細めてその先輩を見た。

「そういえばどこかで見たような……」

　それまで仲良くおしゃべりしていた先輩がいきなり相手に手の甲を打ちあてるような仕し草ぐさをした。

「チェリ先輩は学外でも有名だけど――」

　イ＝ウはみずからのささやき声が恥はずかしくて仕方がないといった風にうつむいた。

「私たちの間ではとても……何というか、マイペースなことで有名」

　要するに性格極悪ということらしい。

「芸術家とはそういうもの」

　ネルリがわけしり顔でいった。

　話しあいが決裂したとおぼしきチェリ先輩は、踊りのつづきのような軽やかなステップで僕たちの方にやってきた。

「あらっ？　あなたたち……」

　チェリ先輩が地面に落ちて広がるレースのハンカチを思わせるふわりとした動作で歩みを止めた。「一年のネルリと、それからレイチ？」

　強い光を持った瞳がまっすぐに僕を射た。きのこの笠かさみたいな形に切りそろえられたつややかな髪の先に、汗の玉がいくつもできていた。

　すてきな髪型だなあ。

　どこがすてきって、似合ってるのかどうなのか僕のような凡ぼん俗ぞくには断言できないあたりがすてきだ。どうして僕の名前を知っているのか、という平凡な疑問は頭の中から吹きとんでしまっていた。

「踊りを拝見しました。シャーリック王国王女二世ネルリと申します」

　ネルリが軽く膝ひざを屈してあいさつすると、背負っているかごの中の枝ががさりと鳴った。

「シャーリック王国親衛隊、ナナイと申します」

「レイチ・レイーチイチです」

　僕は邪法具「双破樹鋏ダブル・ガーデニング・シザーズ」をチラリと見せてワイルドな自己紹介を演出した（結果、無視）。

「ベロウース王国アンチャール公の娘、チェリ・チェリョームハです」

　チェリ先輩はダンサーが舞台上でよくやるように片腕をくるりと回して一礼した。彼女が体を曲げると、薄うす手での練習着の襟えり元もとから胸の谷間がのぞいた。

　僕のわがままボディのわがままなエリアがわがままな感じになった。

「先輩、あの、どうして僕たちの名を？」

　一いち縷るの望み――ことばにすれば陳ちん腐ぷだが、このときの僕は全ての勇気をそれに賭とした！　「だって、レイチのことずっと見てたんだもん」という片思いサーキットブレイカー発動の可能性に！

「同じクラスのセンミ・センミョーカから聞いたわ。『今年の一年生にはすごく生意気なのがいる。その名もレイチとネルリ』って」

　第一印象どころか先入観の段階で大幅なマイナス。先輩に不戦敗。

　センミ・センミョーカというのは八高自治委員会の委員長だ。もとは別の学生がその座にあったのだが、彼は僕とネルリによる政治工作の犠ぎ牲せいとなって職を追われた。その後あと釜がまにうまいこと収まったのが現委員長のセンミだ。彼女がいまのポストにあるのは僕たちの暗あん躍やくがあったおかげなのだから、感謝までは行かなくてもそれなりに評価してくれているものと思っていた。それなのに「生意気」って……。好意を持ってくれていると信じていた人に陰口をたたかれるのは本当につらい（例：「ねえママ、来年からレイチはパーティーに呼ばなくてもいいでしょう？」ウワァア！　「えー、だって先生に『お前の班にレイチを入れてやってくれ』っていわれたんだもん。あーあ、私、遠足休もうかなあ」ウゥワァアアアアア！）

　僕がおのれの傷と向きあっている間に、チェリ先輩とネルリはにらみあい、猛烈な勢いで口げんかを始めた。

「先の発言をとりけしてください」

「何のこと？」

「人のことを生意気などと！」

「ああ……合ってるじゃない」

「合ってない！」

「そういう、自分だけが正しいって考えがむかつくんだけど」

「だって私は正しい！」

「まちがってるかもしれないでしょ」

「まちがわない！」

「絶対？」

「絶対！　王はまちがいをしない！　ただウソをつくだけ！」

「じゃあ、その命題がまちがいじゃないという根拠は？」

「ぐぬぬ……ギギギ……」

　チェリ先輩はさんざんにネルリをからかって気が済んだらしく、手を振って去っていった。

「そもそも人民舞踏など下げ劣れつ！」

　ネルリはじだんだをふみながらジャンル全体を否定した。

「その他にお芝居もやるのよ。今度の演劇大祭では優勝候補だって……」

　イ＝ウのことばをネルリの「ナラー」という奇声がかきけした。

「芝居！　あの無礼者が数奇な運命に翻ほん弄ろうされる乙女おとめを演じたところで、誰も胸を痛めぬであろう！」

　僕もネルリの意見に賛成だ。初対面の相手を「生意気」呼ばわりするなんてひどすぎるガニ～（はさみを振りあげながら）。

「ちょっぴり美人でスタイルがよくてどこかの誰かより大人の色気ではるかに勝っているからって調子にのりやがって……」

　僕は底辺生物ならではの怒りをブクブクと口から噴ふきだした。

「レイチ、よくぞ申した」

　ネルリが火ばさみで僕をさした。「あれにはいずれ一泡吹かせてやらねばならん。演劇大祭とやらが楽しみだ。彼き奴やつが舞台に立ったところを毒矢で……」

「つまり勝負は舞台の上で、ということでございますか」

　ナナイがたずねると、ネルリは、左様、といってうなずいた。イ＝ウが椅い子すから身を乗り出してきた。

「演劇大祭に出るの？　クラス参加？」

「それも辞さぬかまえ！」

　ネルリは火ばさみを振りかざして力強く宣せん言げんした。ナナイが王女さまの気まぐれに拍手で賛意を表した。

　ネルリが……舞台化……？

　目の前にぶらさげられた釣つり餌えに僕もパクリと食いついた。

「僕も出るよ。むかし王子さま（が悪い魔女の呪いでひらめに姿をかえられてしまう、そのひらめ）役をやったことがあるんだ」

　僕のことばにナナイとイ＝ウは「どの面つらさげて？」的な笑いをうかべたが、ネルリは跳びあがらんばかりに喜んだ。

「よし。では汝が王子さま、私がお姫さま役で決まり」

　こうして愛の力で人外の役から脱出した王子さまは、お姫さまと結婚していつまでもいつまでもしあわせにくらしたそうな。めでたしめでたし。







　といった具合に話が終わっていれば僕のひらめ的日常もおびやかされずに済んだのだろうが、現実はそんなにおめでたくはなかった。

「はあ？　私たちが演劇大祭にクラス参加？　ムリムリ」

　自治委員のカミレはそういって手にしていた分厚い手帳を机の上に投げ出した。

　僕とネルリとナナイは、チェリ先輩への反感から演劇大祭への参加を思いたったのだったが、よく考えたら参加申しこみの方法を知らなかった。そこで、こういうことに詳しそうな一年十一組代表の自治委員・カミレを探して校内を徘はい徊かいした。

　カミレは委員会塔の二、三階を占める大会議室にいた。

　彼女は都みやこグネドコ出身の本地民学生だ。いかにも本地の優等生といった感じのすきのない身のこなしと油断ない眼光で周囲に威圧的なオーラを発散している。髪型は活動に貢献する本地民女子にふさわしい軽やかなショートカットで、大会議室の中でもひときわ目を引くオサレぶり。

　八高にあるふたつの同心円状の道――寮塔をつなぐ外環路と、教室・研究塔を連絡する内ない環かん路ろ――の中心という象徴的な位置に、委員会塔はある。校内の他の塔と同じく地上十二階建て。全フロアが自治委員会およびその傘さん下かにある諸委員会によって使用される。

　自治委員会は学内最高の意思決定機関である。連邦でいえば中央活動委員会に当たる。中央活動委員会が連邦内の全ての王国を監視下に置いているのと同様に、この八高自治委員会にはたとえ相手が王族の出であろうともその行動を統制する力があった。

「そんなことより、そののんきな格かつ好こうは何なの。場ちがいだと思わない？　私たち、いま修しゆ羅ら場ばなんだけど」

　カミレはそういうと、机の上に積まれた封筒を数えた。

　彼女のことばどおり、大会議室の中では大勢の学生たちがデスクワークに従事していた。委員会の会議に用いられる階段状のホールで黙々と作業をこなす委員たちの姿は、ニュース映画で見た公営の紡ぼう績せき工場を思いおこさせた。

「今日と明日で、演劇大祭に招待する来らい賓ひんとＯＢ全員にプログラムを郵送しなければならないの。その数ざっと七千人」

　カミレは手を大きくひろげて胸を張った。委員会活動に打ちこむものにしばしば見られる、ある種の誇こ大だい妄もう想そう的ビジネス観――経済十五カ年計画とか大陸横断超特急とか「適合者」の少年少女を「機関」に集めて大祖国防衛戦争とか――は彼女の心にも巣食っているのだった。

　ネルリはあたりを見まわして満足げにうなずいた。

「汝らのそうした地道な努力があってこその私の芝居だと思っている次第である」

「ちょっと……本気で舞台に立つ気？」

　カミレはポスティング・マトリックスから強制ログアウトされて驚きの表情をうかべた。

　ネルリがうなずく。「むろん本気である」

「ねえ、私の話を聞いてた？　プログラムはもう印刷してあるの」

　カミレは相手の顔をのぞきこんだ。

「かまわない」

　ネルリは平然と答えた。「私の登場は観客にとってうれしいサプライズとなるであろう」

　カミレは頭を振った。

「あのねえネルリ、八高の演劇大祭は伝統と格式のある行事なのよ。観客は全てうちのＯＢ――つまり各国の王族や高官たち。目の肥えた彼らを納得させるため、在校生に要求されるレベルはとても高い。演劇専門誌が特集を組むほどなのよ」

「すばらしい。ますます出たくなった」

　ネルリは動じる気配もない。

「参加するのはみんな三年生で、去年から稽古を積んできてる。私たち一年には無理。大祭まであと一月もないのよ」

「やってみなければわからない」

　ネルリのへらず口にしびれをきらした自治委員どのは声を荒らげた。

「今回は我らが連邦文化英雄勲章受章者、Ａ・コーチキン氏が審査員としてやってくるの！　お試し気分で出てもらっては困るの！」

　コーチキンと聞いて、僕の脳裏に国語の教科書の肖しよう像ぞう画ががうかんだ。

「それって『自由・調和・博愛』の歌詞を作った人？」

「詩人・小説家・劇作家にして思想家」

　カミレは一息に我らが文化英雄の肩書きを並べてみせた。「彼は連邦でもっとも高名な芸術家よ。その彼が高校の演劇祭の審査員をするなんて、いままでになかったことだわ。それだけ八高の演劇大祭は世間から認められているの。おわかり？」

「うん、わかった」

　ネルリは快活にうなずいた。「やはり志あるものはこの機会に臆おくせず出場すべきである」

　カミレがネルリのかごの底を蹴った。ネルリは驚いて「ナラー」といなないた。

「とにかく絶対に出ちゃダメ！　自治委員の名においてあなたたちの参加を禁ずる！」

　彼女の怒気におされたネルリは「めぎつねのむこうずね！」と謎なぞの捨てゼリフを放って逃げ去った。

「ナナイとレイチ、あなたたちがついているんだから、こうなる前に止めてよね」

　カミレはため息をひとつついて仕事にもどった。

　僕とナナイは顔を見あわせた。

「君が止めろよ。王女さまの護衛が君の役目だろ」

　僕がいうとナナイは暗い目でにらみつけてきた。

「貴様が悪い」

「僕？　なんで？」

「貴様が、王子さまがどうした、などとくだらんことをいうから、殿下は乗り気になられた」

　彼女は鼻をひとつ鳴らすと、当惑している僕を残して大会議室を出ていった。







　ネルリの異常ともいえる自じ負ふの源は彼女の名前に関係がある。

　彼女の名前――二世ネルリというのは「耳刈ネルリ」と仇あだ名なされる彼女のご先祖さまに由来する。この耳刈ネルリはいまからおよそ二百年前に、連邦の前身である共和国に対して反乱を起こした女武将である。「耳刈」というのは彼女の採用した戦略（あるいは呪じゆ術じゆつ的てき儀ぎ式しき）である。耳刈ネルリは捕ほ虜りよの片耳を切りとって目印にし、自軍の手ごまに組みこんだ。これによって耳刈ネルリの反乱軍はイナゴ的な大膨張をとげ、共和国の軍隊を大いに破った。本地において「耳刈ネルリの乱」として記憶される一連の戦争は、二世ネルリの母国シャーリック王国では「東とう征せい」と呼ばれる。共和国の西部にあった彼らの「故地」から、極東の現領土へ長大な殺さつ戮りくの旅を繰りひろげた祖先を、ネルリたち現代のシャーリック人は「大ネルリ」と尊称する。

　大ネルリはもちろんとうのむかしに死んでいるけれど、現代に生きる僕たちをどこか暗いところからじっと観察している。たとえば二世ネルリが臣下の耳を切りとった（切りとらせた？）とき、彼女は自分の心の一部を大ネルリに明けわたしてしまっていたといえる。ネルリだって僕と同じひとりの現代人だ。甘いものが好きで、美しい音楽を聞けば感動する。そんな彼女が一方で、信じられないほど残ざん酷こくな行為に手を染めている。僕はそれを彼女自身の資質によるものだとは考えたくない。

　大ネルリさまが見てる。いまを生きる人々を。魅み入いられたもの同士はお互いが姉と妹になったような連帯感をおぼえるが、異質なものを徹底的に排除するようになる。

　もしかしたら僕もどこかの死人に心を見すかされているのかもしれない。そう考えるとあまりいい気はしない。知らない誰かに自分の自然な感覚を操られてたまるものかと思う。

　だが大ネルリは音もなく僕らの教室に忍びこんできた。







　モリー・モルチューン先生は八高のＯＧである。

　うわさでは、どこかの国のお金持ちのお嬢さまだという。

　別のうわさでは、母国で政略結婚をさせられそうになって逃げてきたのだという。

　八高七不思議のひとつ、「十三番目の寮塔」の謎を追究する地じ獄ごく先生だという説もある。

　とにかく若くて美人でういういしいものだから、みんな好奇心をかくしきれないのである。

　そんなモリー先生が担任になったのでクラスの男子は色めきたった。

　とりわけいちじるしい反応を示したのがネルリの従者ワジ・ワジーチである。

　彼は母国の慣習により幼いころに片耳を刈られてしまった悲しき奴ど隷れいボーイなのだが、それをうらみに思う様子もなく、犬みたいにネルリになついている。

　王女ネルリの遊び相手として宮廷に入った彼は、彼自身のことばを借りれば「上流階級のご婦人や女官たちにかわいがられて育ったから、甘えられる大人の女性が好き。あと殿下が好き」とのこと（このときすぐ横にネルリがいたので情報にノイズがまじった）。

「俺おれ、あんな優しい先生に教えてもらったの生まれてはじめて」

　これがモリー先生の旧共和制語の授業を最初に受けたワジの感想であった。

　彼は生まれてはじめて勉強の楽しさに目ざめた。学校に到着したその日から学校嫌いを公言していた彼がいまや、ネルリにじゃれつくｏｒボールを追いかける（彼は蹴しゆう球きゆう隊たいに所属している）以外の時間を全て旧共和制語の勉強に費やしているのだから驚きだ。

　その日も、一番に指名されたワジははりきって教科書を朗読した。

「男、あやしがりて言ふやう、なぞ我が文ふみ破やりたまひけるぞ。初うひ記きなど読みてつらつら書きてたてまつりけるを。女、答へて言ふやう、初記引きたる文は情けなし。うしろめたくも。男、恥ぢ入りて、病みて失せにけり」

　板書をしていたモリー先生がふりかえった。

「よく読めました。ではそのまま訳してください」

「はい！」

　ワジはノートをめくった。「え～、男が不思議に思っていうことには『どうして私の手紙を破ってしまわれたのか。ウィキなどを読んで苦心して書いてさしあげたのに』。女の答えていうことには『ウィキを引用した手紙は興ざめです。ソースがなくて不安ですから』。男は面目を失って、病気になって死んでしまった」

「はい。たいへんよくできました。『うしろめたくも』のところをうまく訳せましたね」

　先生にほめられて、ワジは照れくさそうに笑った。

「ところで、この故事をもとにした小説があるのを知っていますか」

　先生はチョークのついた手を小さくあげて、挙手をうながした。

　十二人のクラスメイトの内、手をあげるものはひとりもいなかった。

　塔と塔の間をすりぬけてきた風が窓をかたかた揺らした。東側の窓からさしこむ太陽の光がやわらかく空気を暖めた。一年十一組の教室は第四教室塔の六階にあった。ひとつの階に教室はひとつで、黒板のすぐ裏が階段になっていた。他のクラスの気配がないので、教室の外の世界が僕たちを残してどこか遠くに行ってしまったかのような錯覚をおぼえることがよくあった。

　僕の前の席に座るネルリが毛づくろいをするような指ゆび遣づかいで辞書を繰った。日だまりになった席でナナイが船を漕こいでいた。ミッカが体を伸ばしてネルリのノートをそっとのぞきこみ、また離れた。

「いないようですね。とてもよい小説なのですが……残念です。『黒の歴史』という題名の短編で、作者はＡ・コーチキンです』

　先生のことばにネルリのページをめくる手が止まった。コーチキン……前週の第七曜日にカミレから聞かされた名前だった。

「最近の若い人にはコーチキンはあまり読まれていないようですね。私や私より少し上の世代にはとても身近な作家だったのですけれど。このところ作品を発表していないようですし、仕方のないことなのでしょうか」

　モリー先生は軽く首を傾かたむけて、指から落ちていくチョークの粉を見つめた。僕から見ても先生は充分「若い人」だけれど、それを指摘すると先生は「みなさんより十とお以上年上なのですよ」とちょっと怒ったようにいう、そのへんがカワイイ！

「コーチキン氏は詩人・小説家・劇作家にして思想家です。演劇大祭の審査員として八高に来ることになっています。とても光栄なことです」

　ネルリが起立して、受け売りの知識をえらそうに披露した。カワイクナイ！

「そうですね、ネルリ。先生も楽しみにしています」

　先生はほほえんだ。

「私たち、演劇大祭でお芝居をやろうと思っているんです。でも……」












　ネルリはぐねぐね体を動かし、うつむいた。

「何か問題でも？」

　先生がたずねると、ネルリはいっそう身を縮めた。

「主催者側にしめだされてしまったのです。おそらく自治委員会主導の陰いん謀ぼうです」

「まあ、かわいそうに」

　先生は眉まゆをひそめた。

「ちょっとネルリ！」

　カミレが椅子を蹴って立ちあがった。「人聞き悪いこといわないでよ。あなたの申しこみが遅かったからいけないんでしょ」

「やる気になるまで時間のゆとりが必要だった。参加者募集の告知が行きとどいていなかった。担当者の応対が横おう柄へいだった！」

　二世ネルリあらため後ごネルリはゴネた。全身を使った感情表現が行きすぎて、おしっこを我が慢まんしているような格好になっていた。

　先生が教科書を教卓に伏せた。

「ネルリ、あなたのその情熱さえあれば、誰かに用意された舞台なんて必要ないと私は思います」

　明らかに先生はネルリに心動かされている。先生が純真すぎるのか、ネルリの演技力が優れているのか……。

「この八高にはいくらでも場所があります。あなたはそれを使えばいいのです。私の代の演劇大祭でも、そういったゲリラ上演をする劇団がたくさんありましたよ」

「殿下、先生のおっしゃるとおりになさいませ。臣わたくしも参加いたします」

　ワジがいった。

「僕たちもぜひ参加したい」

　とサンガさんがさわやかに割りこんできた。「ねえショナ、僕の美しい人、君にも出てほしい」

　彼に手を取られたショナは芝しば居いがかったそぶりで顔をそむけた。

「陛下は私に、みなの目の前で他の男性にまみえよとおっしゃるのね？」

「もちろん君の相手役は、夫であるこの僕がつとめる。それ以外の役を与えられたら、仕方ない、そのときは降板するさ」

「お兄さま、ミッカも、ミッカも、お芝居、出る～」

　ミッカがサンガさんの腕にすがりついた。

　サンガさんとその妻ショナ、および異母妹のミッカはマルマイチ王国という、本地にほど近い国から来ている。以上の説明でおわかりだろうが、サンガさんは一言でいえば「勝ち組」である。

「いや、だからムリだって……」

　カミレが発しかけたことばを本地民男子のヘイジンがさえぎった。「それで、演目は決まってるのか」

「それはまだ。希望としては、冒険ありロマンスあり耳刈ありの大河ドラマ」

　ネルリはクラスメイトの反応がよいので上機嫌だ。

「コーチキンの『動乱』なんてどうでしょう。耳刈ネルリの乱を題材にとった小説です」

「耳刈ネルリ！」

　先生のことばに、ネルリは耳をそばだてた。「先生、その話に大ネルリは出てきますか」

「ええ、出てきますよ。本地の小説にしてはめずらしく、耳刈ネルリの人物像が描かれています」

「すごい！　殿下が聖君・大ネルリ役に挑戦！　我が王国に衝撃走る！」

　ワジがいうと、「大ネルリ」からくだること二百年の小ネルリちゃんは、

「気が早い！　まず大ネルリの役をもらえるかどうかが問題！　クラス全員がライバルである！」

　としかりつけた。

　この瞬間、ネルリが倍率一・〇倍の競争をくぐりぬけて耳刈ネルリ役に内定した。

「いや、だから出場はムリだって……」

　というカミレのことばをヘイジンがさえぎった。「それで、原作読んだことのある奴はいるのか」

　ネルリも周囲にたずねたが、みな一様に首を振った。

　僕の隣に座るイ＝ウが机を近づけてきて、ささやいた。

「王子さま役、あるといいね」

　僕は作り笑いでこたえた。

　い、いえない……。

　王子さまどころか、舞台にうつぶせになって擬ぎ態たいするだけの役だったなんてとてもいえない。しかもクラスの「さかな博士」を自称するバカに「ギョギョ～ッ？　頭がそっち向きなら、かれいですよ～」っていわれてむかついて下校途中で待ちぶせして川につきおとしたために、そのひらめ役すらクビになりかけたなんて絶対にいえない。

「ナナイが王子さま役やらないかなあ。きっと似合うと思う」

　イ＝ウの向こうに座る○冠の女子がつぶやいた。彼女の名はハツー。イ＝ウと同じベイン教国連合の出身だ。

　その後ろの▽冠の女子がつぶやいた。

「王子さまと王子さまがやらないかなあ。やりまくらないかなあ」

　これは同じくベイン教国のソック。いっていることの意味はよくわからない。

「みなさん、がんばってくださいね。先生はみなさんを応援します」

　先生がいうとネルリは「ネルリの『動乱』！　ご期待ください！」と先ほどまでのイジケっぷりがウソのような（たぶんウソ）威勢のいい決めゼリフをはいた。







　こうして僕たちはしるしをつけられた。

　大ネルリの刻印を。

　彼女はそっと忍びより、僕たちの耳をかんで、跡を残した。彼女の領土に入ったものを他と区別するために。僕たちを争いにかりたてるために。

　それに気づいたのは翌朝のことだった。

　一年十一組の学生たちはいつも全員集まって食事をとる。食堂にいる他の学生たちは三、四人くらいのグループを作っているものが多い。僕たちも入学当初はバラバラの席で食べていたのだが、どういうわけか十二人の会食が習慣となってしまった。祖父母とその子どもたちの家族がひとつ屋根の下でくらす大おお所じよ帯たいで育った僕にとって、狭せま苦くるしくて騒がしいこの食卓は懐かしい感じのするものだった。

　クラスメイトたちは芝居の話を中心にけたたましくしゃべっていた。

「で、結局申しこみしてくれたんだ」

「委員会に話を通しておかないと、あとあと面倒だからね」

「お義ね姉えさま、牛乳、こぼれた」

「まあミッカさま、これで袖をおふきになって」

「僕は野外での上演にこだわらなくてもいいと思う」

「でも屋内でいい会場ある？」

「できるだけ大きな舞台がよい」

「ネルリ、そこのバター取って」

「図書館に行って『動乱』借りてきたのは誰？　イ＝ウ？」

「ごめんなさい。それがあいにく全部貸出中で……」

「大ネルリに興味を持つ学生が増えているのは喜ばしいこと」

「ネルリ、ジャム取って」

　ホントみんなよくしゃべるなあ、とジャムバタートーストを食べながら思った。

　食堂は委員会塔や図書館と並んで八高の中心地に建っている。その入り口前は校内でも人通りが特に多いところだ。学生への連絡にはそこに設置された大掲示板がよく使われる。だから食堂を出た僕たちが物見の人だかりに行く手をはばまれたのも、そのときはそれほど不思議なこととは思われなかった。

　だがその日は何か変だった。その違和感を最初に口にしたのは、○冠のハツーだった。

「ねえ、どうしてみんな私たちを見てるの」

　こちらに気づいた学生たちがさりげなく道を明けてくれたので、僕たちははからずも大掲示板正面に誘い出されることとなった。

　共和国の解体をまねいた第二維新の余波はまだ僕たち学生の心に及んでいた。集団の調和を乱すものの名前を書き出したり印刷して配ったりして糾きゆう弾だんするという活動委員会のようなやり方が八高ではまかりとおっていた。それは殺さつ伐ばつとしていながらもどこか明るい光景だった。一方的におしつけられた情報の前で、誰もが一度は足を止め、話しあった。無関心とか見ないふりとかでごまかすべきではないと広く信じられていた。

　だがその朝、大掲示板に張られていた『八高スポーツ』の広告は、できれば見なかったことにしたい種類のものだった。
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「ナラー」

　とネルリが抗議の声明を発表した。

「同じ演目……？　どういうこと？」

「申しこんだのカミレだったよな」

「事前に確認しなかったの？」

　クラスメイトの目がカミレに集まる。

「ち、ちょっと待ってよ。そもそもどうして私たちの演目が外部にもれてるわけ？　おかしいでしょ」

　カミレは肝かん心じんの演目かぶりからみんなの注意をそらそうとしたが、その試みは失敗に終わった。

「とりあえず委員会の担当者に会って、どういうことなのかきいてくる」

　そういって彼女が立ち去ろうとしたときだった。ホホホ、という高笑いとともに人ごみの中からひとりの女子が姿を現した。彼女はカミレの前に立ちはだかった。

「悪いことはいわないわ。可か及きゆう的てきすみやかに演目の変更の手続きをした方がよくってよ。演劇大祭の舞台で恥をかきたくなかったらね」

「はあ？　変更するとは一言もいってませんが？」

　カミレは相手をにらみつけた。「ていうか、あなた誰？」

「三年一組、ヴェーラ・ヴェールヌイ。チェリさまの使いよ」

　見しらぬ先輩は上から目線の笑みをうかべた。「優勝候補の我がクラスとくらべられたら、さすがにかわいそうだわ。せっかく一年生が勇気を出して出場を決めたというのにねえ」

「それくらいにしておきなさい、ヴェーラ」

　その声の主は、ざわめく学生の間を優雅に歩いてきた。まるで踊りの振付のように。

「自治委員どのがすごい顔でお前をにらんでおいでよ。それにあちらの王女さまも」

「チェリ・チェリョームハ！」

　ネルリが叫んだ。

　ヴェーラがふりかえった。

「あら、チェリさま。何のご用？」

「何のご用とはごあいさつ。お前がかわいい一年生を泣かしていやしないかと見に来たのよ」

　チェリ先輩がヴェーラのかたわらに来て、おたがいの視線をからませた。周囲の学生から「チェリ！」「チェリ先パーイ！」「八高に咲く可か憐れんな花！」と声援が飛んだ。その矢や面おもてに立たされたカミレは立たち往おう生じよう。相対的な育ちの悪さがうすっぺらな背中ににじみ出てしまっている。

「それで、あちらの主役は誰だって？　この自治委員の子？　それとも……」

　僕たちをゆっくりとながめわたすチェリ先輩の目はとてもなまめかしかった。

「そういえば、それを確かめに来たのでしたわ」

「しっかりしてちょうだいよ」

　ヴェーラとチェリは笑った。たいしておかしくもないのに、あたりの学生たちも頰ほおをゆるませた。

　絵になるふたりだなあ、と思わず感心してしまった。

　そこへ「チェリ・チェリョームハ！」と呼びかけながら無造作に近づいていったのが「辺境セレブ」「キレイめ小動物」ことネルリちゃんである。彼女は先輩に握手を求めた。

「十一組の主役はこの私。あなたと同じ大ネルリを演じるものです。お互いがんばりましょう。そしてすばらしい演劇大祭に――」

「何ネボケたこといってんの、おチビさん？」

　ヴェーラがネルリの手首をつかんでねじりあげた。「チェリさまがネルリ役なんかやるわけないでしょ」

「主役が耳刈ネルリって……あなたたち、原作をバカにしてるの？」

　チェリ先輩がネルリの頰をぽちゃぽちゃたたいた。

「ナラー」

　ネルリが鳴くのを合図に護衛のナナイが突進した。「その手を離せ、無礼者！」

　チェリ先輩のとりまき連中がそれを阻そ止ししようと立ちはだかる。ワジ、サンガさん、カミレがクラスメイトの加勢に行き、先輩たちと激しく衝突した。あっという間にネルリの小さな体が人の波にのまれて見えなくなった。オネルリさまへの感謝の思いをこめてネルリを川に流すネルリ流しの季節が今年もやってきたのだなあ、と僕は空を見あげながら時の流れの速さをかみしめていた（つまり巻きこまれないように部外者のふりをしていた）。

　○▽◇の冠トリオが身を寄せあっていた。

「相手は三年生だよ。みんなやられちゃうよ」

「ソック、何とかして」

「よし、私にまかせておいて。ガツンといってきてやるから」

　▽は至近距離でにらみあうふたつの勢力の間にトリックスター的動きで割ってはいり、ナナイの肩に手を回した。

「優勝候補とあがめたてまつられてる人間はこっけいだねえ！」

　彼女はチェリ軍団ではなく周囲のギャラリーの方を向いて怒鳴った。

　ギャラリーからは笑いと罵ば声せいが返ってきた。

　▽はつづける。

「こちらの芝居も見ずにああだこうだと……本当は私たちに負けるのが怖いんじゃないの？」

「何だと？」

「貴様ッ！」

　チェリ一派のハネッかえりクンたちが▽に襲いかかった。ナナイがそれを突きとばした。ワジが突きとばされた。カミレが拳を握ってかまえた。▽は逃げだした。

　小こ競ぜりあいが始まったのに、まわりからは誰も止めに入らない。むしろ、もっとやれって顔をしている。

　僕は唇を嚙んだ。

　どうしてこんなことになってしまったんだ……。

　▽は、その表現こそ誤解をまねきかねないものだったが、とてもいいことをいっていた。

　つまり、芝居を観てくれってこと。

　そう、僕らは芝居をやろうとしてるんだ。ケンカじゃない。演劇って観る側はもちろん、やる側も楽しむべきものなんだ。ひらめ役だって、みんなは笑うだろうけど、演じてる方は楽しかったんだ。

　みんなに伝えたい……この思い……。

「やれやれ、こんな人たちの芝居をありがたがってるようじゃ、演劇大祭とやらのレベルもたかが知れてるな」

　僕はいつもどおりの自然体でポツリとつぶやいただけだったのだが、周囲からは厳しい意見が相次いだ。

「一年がチェリのクラスに宣戦布告だ！」

「何さまのつもりだテメー」

「えらそうにしやがって」

「演劇大祭なめてんじゃねーぞ」

　僕のメッセージは完全に誤解をまねいてしまっているようだ。あわててフォローのことばをつけくわえる。

「本番を楽しみにしていてください。三年一組なんかよりはるかに楽しい芝居をごらんに入れますよ」

　一部の学生が「オオー」と声をあげた。だがそれは本当にほんの一部にすぎず、残りの反応はブーイングだった。

　ナナイと奥襟の奪いあいをしていたヴェーラが跳びすさった。

「みなさん、お聞きになった？　こちらの一年生たちが私たちのクラスよりもすばらしいお芝居を見せてくださるそうよ」

　そういって彼女は僕をにらんだ。「あなた何者？」

「フフ……『水底を這うものネガテイヴ・クリープ』とでもいっておきましょうか」

　そう答えて僕は沈ちん黙もくした。ヴェーラは不審者を見る目で僕を見た。

　密着マークするサンガさんを振りきったチェリが僕を指さした。

「あなたはふたつの高こう邁まいな精神を侮ぶ辱じよくした。ひとつは我が校の演劇大祭の精神。そしてもうひとつは文化英雄コーチキンの精神よ。このつぐないは必ずしてもらうからね」

　そういうと彼女はきびすを返した。「行きましょう、ヴェーラ」

「ごきげんよう、みなさん」

　ヴェーラが薄笑いを浮かべながら、深々とおじぎして去った。とりまき連中もそれにならった。

　あとには僕たち十一組の面々とわずかな野や次じ馬うまだけが残った。

「レイチ、よくぞ申した」

　ネルリは暴徒たちに奪いとられた靴くつをけんけんして拾いに行った。「演劇大祭当日が勝負である」

　僕は靴を履はく彼女に肩を貸した。

「ああ、そうだな」

「あのじゃじゃ馬が公女だって？　まったく、我らが殿下の淑しゆく女じよぶりを見ならってほしいもんだ」

　とワジがいった。

「ああ、まったくだ」

　僕は彼の肩をひとつたたいた。

「あいつら調子コイてるけど、私の地元だったらいまごろコレモンよ？」

　カミレがてのひらに拳こぶしを打ちあてた。

「ああ、ソレモンだな」

　僕は調子を合わせた。

「チェリ先輩ってすてきだな」

　サンガさんがいった。

「ああ、すてきだ」

　僕は彼と握手した。

「レイチ、アッハッハッハ、アッハッハッハ」

　最初にケンカ売ったのを棚にあげて、▽が笑った。

「アッハッハッハ、アッハッハッハ」

　僕も笑った。

　僕の故郷の芝居では、冷酷な王さまや意地汚い役人が善人に倒されて下人の行くえはだれも知らないおしまいというパターンが多い。必ず勝ち負けがはっきりつく。負ける奴は負けるために舞台にあがる。負ける奴だと一目でわかるように、派手だったり、黒一色だったり、とにかくみんなとちがった衣装を着る。

　耳刈ネルリにとりこまれた僕らは演劇大祭における明確な役割を与えられた。

　みんなのアイドル・チェリ先輩に負けること。

　僕は祭りが嫌いだ。祝福される側はいつも決まっている。それなら日頃からそうやっておけばいいのに、と思う。

　ネルリは、

「祭りはまつりごとに通じ、すなわち政治の要かなめ！」

　とその重要性を主張する。

　政治なんてどうでもいい、僕はただ日常生活を無事に送りたいだけなんだ、と僕がいうと、彼女はごきげんうるわしくなった。

「庶民の日常生活を守ること、それすなわち政治の目的」

　そういって僕に飴をくれた。








（幕の間）




　　　コーチキンの手記




　五月八日




　あらゆることばが死んでいく。

　殺したのは、そのことばを湯水のごとく浪費してきたもの――つまり我々である。

　我々はその死し骸がいを売り買いして生活をなりたたせている。




　かつてこの地の支配者はこういった。

「死んだ活動家がよい活動家である」

　いま私は次のようにいいなおそう。

「死んだ活動の精神がよい活動の精神である」




　連邦制は「愚かさ」の謂いいである。

　人民を舌先三寸で操るペテン師がそれだけ多くいるということなのだ。




「援助者」から連絡があった。

　計画は順調に進んでいる。














　Ａ・コーチキン『動乱』は耳みみ刈かりネルリの乱という激動の時代を舞台とした歴史小説である。

　――主人公のオリガは本地南部の山村で生まれそだった気立ての優しい娘である。彼女は村に駐ちゆう屯とんする本地防衛隊の若き士官・リューリクと恋に落ちる。将来を誓いあうふたりであったが、耳刈ネルリの魔の手は彼らのすぐそばまで迫っていた。

　リューリクの部隊に賊ぞく軍ぐん追つい討とうの命がくだる。恋人たちは泣いて別れる。

　婚約者の無事を願うオリガの祈りも空むなしく、リューリクは敵の手にとらえられてしまう。あろうことか、彼は花はな婿むこ候補として耳刈ネルリの前へ引き出される。耳刈ネルリの好色そうな目があやしく光り――

「ナラー」

　ネルリが叫さけんだ。「大ネルリは他人の婚約者を奪うようなまねはしない！」

　敬愛するご先祖さまを侮ぶ辱じよくされたことに抗議しようとしてか、彼女はふところから編みかけの毛糸を取り出すと、力まかせに編目をほどきはじめた。

　うなり声のような音が廊下を通りすぎていった。書籍運搬用台車の車輪の音だ。一対の男か女かわからない眼が扉の小窓から僕らをのぞいた。

　イ＝ウがテーブルの上のコーチキン全集版『動乱』を開いた。三年一組の学生が独占して借りていたのをナナイがたのんで回してもらったものだ（彼女は「たのんで」を強調した。だからきっとウソだ）。

「非常にいいにくいことだけど……この作品の中では――この物語に限っては、耳刈ネルリって悪……いえ、かたき役よね」

　イ＝ウは慎重にことばを選びながら、クラスメイトたちの話しあいを再開させようとした。ネルリは毛糸を指で編みはじめ、顔もあげなかった。

「そりゃそうよ。本地の小説だもん」

　カミレがイ＝ウから本を奪いとって、奥の方のページを開いた。

「でも意外な切り口だね。ネルリが婿取りなんてさ」

　サンガさんが笑った。

「つまり要約すると、耳刈ネルリはエロい人だったと……」












　▽頭巾のソックが小型の黒板に白はく墨ぼくで「ネルリ＝エロい」と書いた。

「ぜんぜんちがう！」

　ネルリが頭を振った。「大ネルリは私情のために兵を用いたりはしなかった」

「ネルリ、でもね――」

　▽は「エロい」を丸で囲った。「女王の婿選びが私情によるものと決めつけるのは安直じゃない？　むしろ私はそこに政治的な判断が多く含まれるはずだと考える。外がい戚せきとか後継者の問題とかね。あなたが女王になったらどう？　耳刈ネルリの身になって想像してみて」

　こうやって理屈っぽいことを述べているときの▽はきれいな髪と涼しげな目元の美人優等生って感じなんだけど……なぜか僕は彼女の脳みそが腐くさってるんじゃないかと疑ってしまう。

　ネルリが顔を毛糸でかくした。

「そんなこと……まだ早い」

　▽は「早すぎる性」と板書した。

「ソックのいうとおり、王の結婚は政治的判断の産物だよ」

　サンガ・サンガニチがよく通るおだやかな声でいった。彼の肩書きは「マルマイチ王国旧王」である。幼少時に実権のない国王として即位した経験を持っている。マルマイチ王国は擬ぎ似じ的な議院立法制で、彼は上院議員に当たる「参議」の席を得ることを期待されている。

「相手選びも国益第一。情欲に惑わされてはいけないんだ」

　彼はそういって、妻であるショナ・ショナヌカの顔をのぞきこんだ。「ね？」

　ショナは恥ずかしげにうなずいた。

　サンガさん、説得力ないです……。

　ネルリは唇くちびるをとがらせた。

「でも……でも……」

　▽が「とまどい」とチョークで書いた。

　何だかとてもじれったい。

　僕たちはクラスで上演する芝居の方向性を話しあうために、図書館の地下一階にあるこの集団閲えつ覧らん室に集まった。こうしている間にもチェリ先輩のいる三年一組は『動乱』の稽けい古こを進めているはずだ。別に彼らがどれだけ稽古をしようと関係ないし、彼らが僕たちのクラスと同じ演目をやることも、ネルリがチェリ先輩をかってにライバル視していることも知ったこっちゃないのだが、僕のなにげない一言がチェリ先輩を怒らせてしまったことについては早さつ急きゆうに手を打たなければならない。最終的には「センパイ……お互い第一印象は最悪だったッスね。センパ……何だ、眠っちゃったのか…………おやすみ、チェリ」って感じの後日談につなげていきたいと考えている。

「原作は改変していこう。僕らなりの『動乱』を作りあげるんだ」

　僕が提案するとネルリは「それだ！」といって毛糸を指からぬきとった。

「うん、ヴィジョンがうかんだ」

　▽が腕を組んで黒板を見つめた。「脚本は私が書く。テーマは政治の暗部・歴史の裏側・渦巻くエロス」

「それは大ネルリの歪わい曲きよく！」

　ネルリは椅い子すの上でエビのように跳はねた。

「なるべく個性的なものをね。三年一組とのちがいが明確になるように」

　とカミレがいった。

「原作をいじりすぎるのも困るな。作者が観に来るんだから」

　とヘイジンがいった。

「観ている誰もが楽しめるものを」

　と○。

「演じる側も楽しめるものを」

　とイ＝ウ。

「私も、出られる、もの」

　とミッカ。

「原作なんか関係ねえよ。この際どんどんかえていこうぜ。極端な話、大ネルリがふつうの高校生にあらせられた、という設定でもいいと思うんだ、俺は」

　とワジ。「王であることをかくしておいでの大ネルリは、クラスでも目立たない女の子。そんなある日、宇宙から来た謎なぞの……」

　原作物のスポイルされていく舞台裏をかいまみた気がした。

　ナナイが手て提さげ袋ぶくろをテーブルにのせた。

「私からは特にいうこともないが、資料を持参したのでよかったら参考にしてほしい」

　そうそう、まず資料がなくちゃね。「楽しもう」とかしょせんガキの寝言。具体的なデータを見せてもらわなきゃ動かんのよ、オトナはね。

　テーブルの上にカラフルな冊子が積みあげられた。『小さざ波なみ』『紅こう緑ろく』『未み明めい』……いずれも本地で発行されている女の子向けファッション雑誌だ。

「チェリ・チェリョームハに関する記事がここに」

　ナナイが開いたページには「おしゃれ王族モデルのカバンの中身大公開！」という見出しとともに、私服姿のチェリ先輩の写真が掲けい載さいされていた。

「王族モデル、略して『王モ』だと……？」

　女子たちは各自雑誌に手を伸ばし、一心不乱に読みはじめた。

「『お部屋見せて！　ファッションプリンセスのワザありインテリア』だと……？」

「『王モも予約済み！　注目ブランドの春夏新作アイテム一〇〇』だと……？」

「『王モ大集合！　連邦絶品スイーツ誌上品評会』だと……？」

　彼女たちの話を総合すると、チェリ先輩はおしゃれセレブとして同世代の女子の熱い支持を受けていることがわかった。

　僕も目の前の雑誌を一冊取って、パラパラとながめてみた。

「これどうしたの。ナナイの私物？」

　僕がたずねるとナナイはうなずいた。「そうだが何か？」

「いや、こんなの読むんだなあって思って……」

「現代の戦争は情報戦だ。脅きよう威いが存在すれば、それに関する情報をできるかぎり集める。しかるのちにそれを排除するための戦術・戦略を決定するのだ」

　とかいってるけど、表紙に「三月号」と書いてある。入学前に買ってるだろ、これ。高校デビューしようなどとは、軍人のくせに大それた野望を持ってやがんのな。

「ねえ見てよ、チェリ先輩の靴くつ箱ばこ。この人、靴何足持ってんの？」

「生活感なさすぎ。こんな部屋ヤじゃない？　何か落ちつかない感じがする」

「お義ね姉えさま、チェリさん、オリジナルブランド、立ちあげ、だって」

「ミッカさま、どうせこんなのは本人がデザインしていないんですよ」

「ベイン教国にもこのショップってある？」

「『学校ではすっぴん』などまっかなウソ！　あの夏色つやめきリップが動かぬ証拠！」

　ネルリはそのページの角を折った。「男子はだまされることなかれ！」

　ヘイジンとワジがおそるおそる誌面をのぞきこんだ。

「こういうの普段読まないからよくわからんな」

「殿下がこんなチャラチャラした格好をなさったら国民が泣くぜ」

　サンガさんが僕の脇腹をひじでつついた。

「レイチ、見てみろよ。ダンスの稽古着だって」

　テーブルの下で彼がひろげたページには、床の上で一八〇度開脚をするチェリ先輩の写真が！　硬かたい床の上にじかに座る女の子のお尻しりフェチの僕のハートにロングテールでベストヒット！

「ちょっと～、サンガさんエローい。エロい目で見る～」

　僕がご注進に及ぶとサンガ嫁が雑誌を没収した（やがてそれは僕のふんわりエッチ資料集に収められることになるのだが、それはまた別のお話）。

「どうだろう。参考になっただろうか」

　ナナイが問うと、▽はことさらに難しい表情を作った。

「我が軍は圧倒的に不利な状況にある。主力決戦兵器であるネルリが知名度、話題性ともに相手方を大きく下回ることが判明した」

　ネルリが雑誌から顔をあげて、目を大きく見ひらいた。

「話題性がない？　ネルリがネルリを演じるというのに？」

　僕は頭を振った。

「ネルリの影響力はしょせんローカルどまり……」

「中央との距離が明暗を分けたな」

　とサンガさんがため息をついた。

「ならばこちらは夢の夫婦競演で対抗よ！」

　▽が黒板に「リアリズム」と大書きした。「ヒロインのオリガ役にショナ！　その婚約者リューリクにサンガ！」

　この大だい抜ばつ擢てきに、クラスメイトたちは雑誌を読みながら片手間に拍はく手しゆした。サンガさんとショナは抱きあった。

「リアリズムって何？」

　僕がたずねると▽は、

「精神があり肉体があるってこと。昼があり夜があるってこと。つまり、ものごとの自然なあり方」

　といって黒板に「サンガ＝（営いとなみ）＝ショナ」と記した。







　農芸隊の畑は、外がい環かん路ろをはずれて林道を西へしばらく行ったところにあった。放課後の喧けん騒そうも、遠くの森でコーラスをする鳥の声ほどにしか聞こえなかった。林をかけぬける風に吹かれて、敷地の大部分を占める麦畑がざあっと音を立てた。かきいれどきの蜂はちが耳のすぐそばをあわただしく通りすぎた。塔とうの間にいたときとは空の明るさもちがって見えた。日ざしが夏のものになりつつあった。

　話題性重視・キャスト先行型企画の常として、脚本作りは遅ち々ちとして進んでいなかった。植木の剪せん定ていをした日――チェリ先輩の踊おどりをはじめて見たときから一週間がたっていた。

　ネルリは花が嫌いだが、なぜか水やり作業をことのほかお気に召し、自分のひょうたん畑だけでなく僕の都みやこ菖蒲あやめにも水をまいてくれる。四月のはじめに植えたひょうたんは、そのころにはネルリの背丈ほどまでつるを伸ばしていた。上の葉にも水をかけてやろうと、彼女は特大のじょうろを胸に抱えて、うねの間を行き来した。

　僕は彼女の分まで雑草を引いた。蒸れた土のかおりを胸いっぱいに吸いこんで、酔ったような気分になった。

　ネルリの口ぶえが聞こえた。日ざしの中を漂うゆるやかなメロディに、ときおり鋭い音がまじる。あぜ道にとまった小鳥に彼女は何かの合図を送っていた。帽ぼう子しも取って親愛の情を表したが、小鳥はあたりを注意深く見わたし、飛び去った。

　農芸隊の本拠地である温室の方から、大工道具を手にしたナナイと、日ひ傘がさをさした女子が歩いてきた。

「ソックが見学に来た」

　ナナイが自作の椅子を木かげに運んだ。▽頭ず巾きんは傘を閉じてそこに腰かけた。

「シナリオ作りで行きづまっててさ、気分転換にね」

　そういって▽は頭巾の下のおでこをハンカチでぬぐった。

　彼女の目を意識してるんだかわからんが、ネルリはさっきまで片手で持っていたじょうろを「ふうふう重い、ふう重い」とつぶやきながら抱えもった。

　僕は畑のはしに寄り、雑草をあぜ道の上に投げた。

「耳刈ネルリが農芸に目ざめる『耳刈ネルリ春の祭典』ってのはどう？　舞台上に本物の土をしきつめてさ」

　僕の非現実的な提案に、彼女は薄笑いで首を振った。

「ネルリの作ってる『ヒョウタン』って何？　食べられるの？」

「実を乾かして中をくりぬくと水筒がわりになるんだ」

　僕の説明を聞いた▽は「へえ」とつぶやいてメモを取った。

「本地には便利なものがあるのね」

　ネルリも同じことをいっていたのを僕は思い出した。

「ナナイのは、何あれ？　あそこに住むつもり？」

　▽の視線の先にはナナイのぶどう畑があった。ぶどう棚を作っている最中で、畑というより工事現場のようだった。自分で組んだ足場にのぼったナナイがこちらに手を振った。

　ネルリは口ぶえを再開した。やがてそれは鼻歌にかわった。彼女は葉につく害虫をつまんで落とし、ふみつぶした。虫への耐性は農家の娘レベルである。

　▽が声をかけた。

「ねえ、その曲は何て名前？」

「『春の野辺』。大ネルリの筆によるもの」

　ネルリの返答に▽は腰をうかせた。

「大ネルリ……？　耳刈ネルリは作曲もしたの？」

「大ネルリはシャーリック音楽の始祖」

　ネルリはうねを跳びこえた。「現代に伝わる作品はその数、実に三百曲以上！」

　彼女はニャコニャコ聞こえる別の歌を歌いだした。

「耳刈ネルリの歌……ネルリの歌……」

　▽がひとりごとをいった。「歌う耳刈ネルリ……歌うはネルリ……」

「本当かなあ。別人の作もまじってるんじゃないの？」

　ネルリが語る大ネルリ伝説って眉まゆ唾つばなものが多い気がする。

「見つけた。ネルリの演じる耳刈ネルリ……」

　▽が立ちあがった。「いまなら書ける！　私たちの耳刈ネルリを！」

　彼女はネルリとナナイに手を振ると、かけ足で塔の方へもどっていった。

「何だ、最後まで聴いていかないのか」

　ネルリがあきれたようにいい、僕を見た。僕は肩をすくめた。みんなのやりたいことがひとつになることってなかなかないものだな、と思った。

　ナナイがガツンガツンと金づちで釘を打ち、林の中の鳥たちが一斉に飛びたった。







　新企画の概要は週明け第二曜日の教室で発表された。

「タイトル『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』！　ラッシャラーイ！」

　はしゃぎすぎた▽はお国のことばで歓声をあげた。彼女は教卓をひとつたたいてクラスメイトたちをながめわたした。

「原作のストーリー大幅カット！　花婿大増量で七人！　そしてミュージカル化！　作者涙目！」

「『七人の花婿』ってベイン教国の民話よ」

　イ＝ウが僕にささやいた。

「ネルリと七人の花婿が歌って踊る、笑いあり涙ありのスーパーエンターテインメント！　オッケラーイ！」

　昨晩寝ないでシナリオを書きあげたという▽のテンションは危険な域に達していた。

「うちのクラス、男子四人しかいないんだが……どうするんだ、その『七人の花婿』ってのは」

　ヘイジンがいうと、▽は教卓に飛びのった。

「何ィ？　ならばこれでどうだ！」

　彼女は○を手まねきした。「ハツー調べ！　第二寮りよう塔とうの女子四十人にきいた『ネルリの花婿になってほしい一年十一組の学生』ランキング！　ユーザーの声にいますぐＳＴＡＹステイ　ＴＵＮＥＤチユーン！」

　○が磁石を使って黒板にグラフの書かれた紙を張った。

　十一組の学生たちはその調査結果を見て「オオー」と声をあげた。

　ナナイ首位！

　そして僕……十一人中十一位……最下位…………。花婿ランキングなのに女子にも負けてんの？　生物学的には一応男なんですけど……。

「一位ナナイ、十四票獲得」

　○がメモを読みあげた。「投票した人たちのコメント。『第一印象はあまりよくなかった。ただ背が高いだけの子って感じで。でもそれがまちがいだと気づくのに長い時間は必要なかったわ。つまり彼女があの奇妙なメイクアップを落とすまでの話よ（笑）。いまではナナイに夢中：D』（二年）。『ヘイ、正直にいうわ。私は彼女の手が好きなの。指が長くて、きれいで、とってもセクシーに動くのよ。あの手で頭をなでられたら、きっと私は失神してしまうでしょうね。ナナイＬＯＶＥ』（三年）。『彼女は私によく似ているの。きっとそれが彼女にひかれた理由ね。私もマイペースで、自分の決めたルール以外には従わないってタイプだわ。それに髪の毛の色もいっしょなのよ（笑）』（一年）」

　僕は耳をふさいだ。

「二位イ＝ウ、八票獲得。『ショートカットが似合っててカワイイ』（三年）。『男なの？　女なの？』（二年）。『好き好き好きっ』（一年）」

　僕は心の中の「もしも世界が百人の女の子だったら村」に帰省した。

「三位ワジ、五票獲得。『ちょっとわがままなところが母性本能をくすぐる』（二年）。『笑顔がカワイイ』（一年）。『彼を見ていると実家で飼っている犬を思い出す』（一年）」

　僕とサンガさん（ランキング四位）、ヘイジン（同十位）はアイコンタクトにより「ワジ暗殺団」を結成した。

「最下位のレイチは一票のみだったけど、投票者以外から印象的なコメントが寄せられた。『挙きよ動どう不ふ審しん』『無表情』『たぶんマザコン』『生物学上男、などといいだしかねないキモさ』などなど」

　尾てい骨の下あたりが冷汗でビッショビショになっているのを感じた。

「以上の結果により――」

　▽が表を指でたたいた。「花婿役は女子の上位三人――ナナイ、イ＝ウ、カミレと男子四人に決定ね。賛成の人は拍手」

　クラスメイトたちは手をたたいた。

　カミレが「え～私ムリ～」とかいってる。対する僕は人界にこれ以上長居することがムリ。

「村娘役にショナ！　ネルリの侍女役にミッカ！　ネルリ役兼音楽監督、ネルリ！」

　▽に呼ばれたものたちは互いに握手をかわした。

「美術・衣装、ハツー！　そして脚本は私、ソックが担当します。それからレイチは脚本助手ね」

　意外なところで名前を呼ばれて、僕は驚いた。

「脚本……？　そんなの書いたことないけど……」

「だいじょうぶ、歌と歌の間のつなぎを考えるだけの簡単なお仕事です！　それにレイチいってたでしょ？　私たちなりの『動乱』を作ろうって」

　▽が教卓から身を乗り出してプレッシャーをかけてきた。僕はうなずくしかなかった。

　でも本当にだいじょうぶだろうか――と思っていたらモリー先生が教室に入ってきて黒板に張られたグラフを見て「こういうものを作ると傷つく人がいます」と▽と○を叱りつけて、「レイチ、あなたはいじめられていませんね？」ときかれたから「だいじょうぶです」と答えたので、たぶんだいじょうぶなんだろうと思った。







　ネルリがミュージカル『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』で使われる楽曲全てをひとりで用意してきたと聞いて、僕はひょっとしたら彼女がこれを足がかりに王権の強化と人権の抑圧に乗り出すのではないかと危き惧ぐしたが、ナナイとワジに笑いとばされた。

「考えすぎだ」

「たとえそんなことになっても、俺みたいな一般人には関係ないよ」

　彼らが粛しゆく清せいされる間際に僕のことばを思い出して後こう悔かいしますように、と走馬灯の神さまに祈った。

　ネルリは十一組の面々を第一教室塔の予備音楽室に呼び出した。

「まず私が手本を見せる。一曲目、『いくさっていいな』」

　そういって彼女はグランドピアノの前にちょこんと座った。鍵けん盤ばんの上に彼女が指をのせると、畑で聞いたメロディが静かによみがえった。

　ミッカが「ネルリ、じょうず」といって小さく手をたたいた。ネルリは僕たちにほほえみかけると、澄んだ声で歌いはじめた。







　　いくさっていいな

　　いいな　いくさって

　　いくならいくさ

　　いまこそ




　　いくさはじゆう

　　どこへいくにも

　　なにをするにも

　　もやすもうばうも　おもいのまま

　　おやつのじかんも

　　おふろはいるのも

　　いつだっていいんだ

　　だっていくさだもん







　あの小さな体のどこから出るのかと驚かされるほど豊かな声量だった。圧倒された僕たちは、彼女が歌いおえたにもかかわらず、しばし拍手を忘れた。

「さすが殿下」

「お見事」

　ワジとナナイがおべんちゃら丸出しの調子で主君の歌をほめたたえた。

　その卑ひ屈くつな表情をネルリは、

「喝かつ！」

　と気合だけでかきけした。

「お客さん気分では困る！　汝なんじらも歌うのだ！」

　ネルリは僕たちを教室の後ろに立たせた。

「私につづいて歌うこと。胸を張って勇ましく」

　彼女の伴奏で僕たちはその奇妙な節回しの歌を歌いはじめた。

「はい、『いくさっていいな』！」

「いくさって～い～い～な～」

「『いいないくさって』！」

「い～い～ないくさって～」

　一コーラス目を歌いおえたところでネルリは演奏をやめ、僕たちの前へやってきた。

「ぜんぜん声が出ていない。そんなものでは客席の最前列にも届かない」

　彼女は手をたたいて「もう一回！」と怒鳴った。

　僕らはおたがいの顔を横目で見た。まわりからういてしまったら嫌だな、というみみっちい自意識が邪魔をして、思いきった歌声が出せないのだ。

　それを見すかしたのかネルリは、

「ひとりひとり歌ってもらう」

　といってナナイをピアノのそばに呼びよせた。

　ナナイの歌はひどいものだった。

　声はかすれる、歌詞はとぶ、おまけに説教されている最中にくしゃみをするなどして、ネルリの怒りにたっぷり燃料を注いだ。

「汝、やる気がないのか？　故く郷にに帰るか？」

　ネルリが冷ややかにいった。ナナイは恐縮しまくって、しまいにはふるえだした。

「みんなが見ているので緊張してしまって……」

「バカモノ！　本番では何千何万もの瞳が汝を見る！」

　ネルリはピアノの椅子から立ちあがった。「さあ、おなかから声を出すのだ！　私に聞こえるように！」

　彼女は腰を曲げると、タックルするような格好でナナイの腹に耳を押しあてた。ナナイが苦しげにうめいた。

「さあ歌え！」

「いっいくさって……いい……」

「もっと出せる！」

　ネルリはドスンドスンとボディに頭ず突つきを食らわせた。

「い……いな……いく……さ……」

「聞こえない！　ぜんぜん聞こえない！」

　ネルリがナナイの胴体にドスンドスンとぶちかますたび、ナナイの歌声はとぎれた。逆効果だよね、これ。

　ミッカが「ネルリ、こわい」といってアニヨメにすがりついた。







「あれはクラス全員に雷かみなりを落とすかわりにやったこと。汝が特に悪いということではないのだ。つまり避ひ雷らい針しんというか、寄よらば大たい樹じゆというか……」

　ネルリは家臣にいっしょうけんめいフォローのことばをかけた。しかしナナイは、

「いえ、いいんです。どうせ臣わたくしなんて……」

　とだけいって畑の方へ行ってしまった。彼女はがっくりとうなだれて、逆さにした釣り針みたいな姿勢になっていた。

　心配なのでついてきてほしいといわれて、僕はネルリのおともをして畑に出むいた。

　ナナイはぶどう棚の屋根に腰かけて空を見あげていた。うっすらと暮れかかる夕空に体育座りのシルエットがさびしくうかんでいた。

　ネルリがぶどう棚の柱に手をかけてのぼりはじめた。三人乗るのは強度的に無理だろうと思って僕はためらった。だがのぼってみると、ナナイの大工仕事の確かさがわかった。

「ナナイ、さっきは悪かった。許しておくれ」

　ネルリは格こう子し状じようになっているぶどう棚の屋根をそっとつたった。

「いえ、臣が全て悪いのです」

　ナナイは隅の方に逃げた。「臣なんか……臣みたいなものが……」

　僕も励はげましのことばをかけた。

「ナナイ、元気出せよ。例の投票結果を見たろ？　みんな君のことを見たいといってくれているんだよ」

　本当ならあちらから僕を励ますべきだろう。誰にも求められていないのに舞台にあがらなくてはならない悲しさ。踊り子さんの前座をつとめる芸人の気分だ。

「私は汝の優しさに甘えていた。多少厳しくいっても怒らないだろうと思っていたのだ。だが汝は誇り高きシャーリックの軍人であった」

　ネルリはナナイの隣に腰をおろした。「おぼえているか、はじめて会ったときのこと」

「……はい」

　ナナイはうつむいたまま答えた。

「あれは私の立太子を記念する軍事パレードの日だった。ドゥヴォバート市の目抜き通りを行進する我が兵の中で、ひときわりりしかったのが汝だ。『王の子』幼年学校の総代として、千人を指揮していた」

「はい、殿下」

「私はパレードが終わってから汝を宮廷にのぼらせ、親衛隊に取りたてた。拝命の際にも表情ひとつかえない汝を見て、大だい胆たんなものだと感心した」

「実はとても緊張していました」

　ナナイははにかむような笑いを見せた。「それに、とても晴れがましい気持ちでした。殿下にお目見えするという夢がかなったのですから……。それを表に出さないようにするので必死でした」

　ネルリは笑った。屋根の縁からたらした足が揺れた。

「汝は公務の際にいつもそばにいてくれた。私が宮廷の中にいるときは、外を警備してくれていた。その間、親しく声をかけることもなかったが、忘れたことはなかった」

　遠くで雷が鳴った。ネルリは目をあげてかなたの空をながめやった。ナナイは地面を見つめていた。

「こうしてともに高校に来たいまでも、汝にあの日のりりしい武者姿を重ねてしまうのだ――沿道の群集に見まもられる中、ピカピカに磨いた長ちよう靴かを高く振りあげ、後ろにつづく生徒たちに号令をかける汝の姿を。あのときの汝には、できないことが何もないように見えた。汝を手に入れれば私は絶対的な力を得られると信じた。だがいま汝は私のクラスメイトである。クラスメイトに万能を期待するのはまちがったことだ。だってできないことだらけの私と同じクラスメイトなのだから」

　王を持たない本地民の僕にはナナイの気持ちがわからない。

　生まれてからずっとすりこまれてきた敬意の対象がとなりに座っていて、お互いにかわることのない人間だといって手をさしのべてきている。

　僕だったらその手を取れるだろうか。

　その手を取るまでは簡単に行っても、強く握りしめてその柔らかさを知ってしまったら、かえって二人の距離を思いしらされて、つらくなってしまうのではないだろうか。

　ナナイは主君の小さな手を取った。

「レイチ」

　ネルリが僕にふりむいた。「脚本からナナイの歌をはずしてもらえるよう、ソックにたのんでくれないか。かわりに私が歌うから」

「殿下……」

　ナナイは主の顔を見あげた。正確には背の高いナナイが見おろしていたのだが、その視線にこめられた尊敬の念がネルリを高みへと運びあげていた。

　何だかおもしろい。

　小さなネルリがうやまわれる。ネルリの演じる大ネルリはすべての人々に恐れられる。神さまでも怪物でもない女子をみんなが持ちあげたり遠ざけたりする。

「ナナイには歌ってもらう。歌ってもらわなきゃ困る」

　そう僕は答えたが、困るっていったい何？　僕が困ったところで誰も困らないのに。脚本助手ともあろうものが何て自分勝手なんだ。

　でも僕はナナイのネルリに対する気持ちを知りたいと思った。知らなければならないという切迫感をおぼえた。

　僕は困惑している様子のナナイにつづけた。

「ナナイ、君には歌うべきことがある。ネルリに対して――芝居の中では初代ネルリだけど――君が抱く気持ちは他の誰ともちがう。それを歌にできないのなら、僕らがミュージカルをやる意味なんてないよ」

　ネルリがナナイの顔をのぞきこみ、ささやいた。

「私も本当は汝の歌が聞きたい。きっと私の知らない歌を歌えるはずだ」

　ナナイはじっと遠く空を見つめ、やがて主君に向きなおった。

「聞いてくださいますか、臣の歌を」

　ネルリはうなずいた。彼女の手にそっと口づけてナナイは立ちあがった。

「レイチ、貴様にはわかるまい。殿下の御前で私のようなものが歌うということがどれほどおそれおおいことかを。何しろ貴様はなれなれしい奴だからな」

　彼女はいつもの毒々しい表情で僕を見おろした。

「ああ、わかんないね」

　座ったまま僕は答えた。ナナイは得意げに笑った。

「貴様がいると緊張感がそがれる。まあ、いまの場合にはそれがちょうどいい」

「ああ、それでいいよ」

　僕は答えた。

　ナナイはうなずき、ネルリの方をふりかえった。

「さて、これから臣がお聞かせする歌はとても下げ賤せんな歌でございます。どれほど下賤かと申しますと――」

　彼女はぶどう棚から飛びおりた。「教官に叱しかられてしょげている幼年学校の新入生たちでさえ、これを聞けば笑いだすという代しろ物ものでございます」

　ネルリが拍手をした。ナナイはひょうたん畑へ歩を進めた。

「仮にいま、殿下の慈いつくしみを受けたこのつる草を、王国の尖せん兵ぺい――我らが『王の子』の新入生だといたしましょう」

　手を後ろに組んだ彼女はうねの間を闊歩した。

「このひよっこどもはいま疲れはてています。一日の厳しい教練が終わってようやく宿舎にもどってきたところなのです。臣は彼らを整列させ、こういいます。『貴様らに本日最後の命令だ。いまから私が歌を歌うから、貴様らもそれにつづいて歌え。この歌は私の先輩が歌い、私もまた歌ったものだ。貴様らもおぼえて歌え』」

　彼女は拳を振りあげ歌いだした。一本調子の節をがなるだけの乱暴な歌だった。歌詞は彼女の国のことばで、「ニコニャーコ」とか「ニシニャーシ」などと聞こえた。ネルリが手をたたいて笑った。

「そうだそうだ。ノルビュタ人はぐずでなまけものだ。同じだけ歩く間に、シャーリックの倍は水を飲む」

　歌詞の内容はエスニックジョークらしい。

　ナナイは閲兵をするようにひょうたんの株ひとつひとつの前で立ちどまり、「腹から声を出せ！」「聞こえんぞ！」と怒鳴りつける小芝居を入れた。

　ネルリは笑いつづけた。

「アハハハ、ピルマト人の変へん態たい人種ぶりときたら」

　一転して歌にメロディが加わった。

　ナナイは拳をつきあげ目をつぶって思いいれたっぷりに歌いあげた。ネルリが跳びあがった。

「誰が『おねしょ姫』か！　あれは小さいころのこと！」

　本物のフォークソングは反体制の志向を含んでいるものである。

　歌いきったナナイはひょうたん畑を見わたした。

「さあ、ひよっこども、砂漠の殺し屋、おねしょ姫の守り人たちよ、この歌を忘れるな。病めるときも健すこやかなるときも殺すときも泣くときも、この歌を思い出し、歌え。そして全てを笑いとばしてやれ」

　彼女はそういうと王女さまに向かって敬礼した。

　僕は拍手をした。ネルリはスカートのすそを払った。怒りの感情を表現するジェスチャーだ。

「王女太子を笑いものにする兵士たち！　教育のあり方が問われる！」

　雷の音が先ほどよりも近づいた。風に湿気が香った。

　やがてぶどう棚の木目に黒い染みをつける大粒の雨が落ちてきた。

「ナナイ！　手を貸せ！」

　ネルリがいうとナナイは飛んできて、ぶどう棚の柱をこわごわおりる主君の体を支えた。

　僕は芝居のことを考えた。

　ネルリの権威を笑いとばす兵士。

　大ネルリをコケにする武士。

　とらわれの身になっても相手をあざわらう不敵なナナイの姿が目にうかぶ。

　耳刈ネルリと奪われた花婿たちの関係。それは人それぞれだ。

　書けるかもしれない。

　僕らのための脚本を。

「レイチ、濡れるぞ。早くおりて参れ！」

　ネルリが叫んだ。彼女とナナイは木のかげで雨宿りしていた。

　僕はしのつく雨を浴びる畑を見おろして立っていた。雷が満場の喝かつ采さいのように鳴りわたった。







　耳刈ネルリの花婿を演じるクラスメイトたちから、この学校に来るまでのことをききとった。

　とらわれた花婿たちは、耳刈ネルリを討つために故郷を離れ、従軍した人々だ。彼らはきっと僕らに似ている。僕らも連邦のあらゆるところからやってきて、何の共通点もないままいっしょにいる。

　七人の花婿たちは僕らの心の中にいる。

「はっきりいって俺は悩んだよ。学校自体にはこれっぽっちも魅力を感じなかったし、異国でのくらしに不安もあった」

　ワジは椅子の背もたれを抱えて座り、教室のクラスメイトたちを見わたした。「でも殿下は連邦のきまりに従って八はち高こうに進学なさるおつもりだった。だから俺も覚悟を決めた。殿下に連れていかれるなら仕方ない。俺はいつだって殿下のご命令どおりに動くんだ」

　ネルリが憤ふん慨がいした様子で頭を振った。

「暗い顔して私のもとへやってきて『仕方がないのでおともします』といったのはどこの誰だったかな。ついてこいともいわぬのに早はや合が点てんして」

　ワジは主人のぐちを笑いとばした。

「臣と殿下はご縁があったということでございますよ」

「ならば私に連れてこられたなどと申すな！」

　ネルリは怒っているが、ワジの話の表面だけをなぞると美談っぽく見える。よし、採用。

「私は父と母がここの卒業生だから。小さいころからずっとあこがれてて……」

　とイ＝ウが切りだした。

　すると▽と○が、

「出会ったのもここでね」

「それで卒業してすぐ結婚。あこがれるねえ、そういう展開」

　とまぜっかえした。イ＝ウは顔を赤らめた。

「そういうところにあこがれたんじゃない。それに私はたとえいい相手が見つかっても、大学を出るまでは結婚しないでおこうって決めてるの」

　なぜか彼女は僕に向かって力説してくる。僕ってインタビュアーに向いてるのかな？　それはともかく、前半の「親の代からの因縁」みたいなのは使えるな。イ＝ウの物語はこれで行こう。

　前の授業の板書を消しているカミレにサンガさんがたずねた。

「君はどうして八高に来たの。都みやこグネドコって他にも公立高校があるんだろ」

　カミレはふりかえりもせずに答えた。

「特に理由はない。私には他人に話して聞かせるようなことは何もないわ」

　そういうと彼女はチョークでまっしろになった黒板消しを持って教室を出ていった。サンガ嫁が、よけいなことをいうなという顔つきで夫をにらんだ。

　僕は頭の片隅に「カミレ＝何もない」と刻みこんだ。「たまに男子にはわからない理由で機嫌の悪い日がある」という設定も思いついたが、演出の都合でカットした。

　僕も自分には何もないと思っていた。

　本当のところは一夜にして村人全員が惨ざん殺さつされた「血の一月」事件でただひとり生きのこったという忌いまわしき記憶があるのだが、それをルポルタージュ風に記録してあったノートを従妹いとこに見つかり村の活動委員会に通報されて「こんなもの書いてたらロクな大人にならない」と半日説教されたので、何もない。むしろこの件自体が忌まわしき記憶である。

　そんな僕がこの学校に来て、いろんな国の「何か」である人や、何でもありな人に囲まれている。彼らの間で「何にもない」存在でいることは難しい。地味で目立たないけれども自分が「何か」であると自覚せざるをえなかった。

　たとえばチェリ先輩に取材が来たときだ。

　講堂のそばで写真撮影をしているというので僕たちは見に行った。

　芝生の上に立つチェリ先輩をカメラマンが囲んで、次々にフラッシュをたいていた。電球が吹きとぶ音と光、野次馬たちのざわめきがまじりあって火事場みたいな騒ぎになっていた。

　ネルリ殿下におかれましては、

「低俗メディア世にはばかる！」

　と格言めいたことをいって極めてご不興にあらせられたが、僕を含め十一組の面々は、撮影風景がめずらしいのとポーズをとるチェリ先輩がオシャレカワイイのとで、吸いよせられるように現場に近づいた。

　カメラマンの列の後ろで記者のインタビューに答えていた「チェリ先輩のとりまき」先輩が僕たちに気づいて手を振ってきた。

「見てごらんなさい、この取材陣。『週刊演劇人』誌、『自由舞台』誌、それに『小波』誌。みんなカバーストーリーでチェリさまをとりあげる予定なんですって」

　ネルリが「ふん」と鼻を鳴らした。

「それからこれ、我が国の新聞。演劇大祭をラジオ中継することが決まったという記事」

　チェリとりまき先輩が自慢げに見せびらかしてきた新聞の一面には、あちらの民族衣装に身を包んだチェリ先輩の写真が大きく掲載されていた。

　ネルリは「ふんふん」と鼻を鳴らした。

「こっちだって騒がれてますよ」

　と僕が適当にいいかえすと、チェリまき先輩はバカにするような口調で「あら、そうなの？」といった。

「そう！」

　と負けん機きネルリは機械的に答えた。

「寡か聞ぶんにして存じあげないんだけど、ちなみにどちらのメディアかしら」

　とりまきはいやみったらしくたずねてきた。ネルリは答えた。

「大手各社！」

「あ、そうなんですか」

　とワジがのんきな顔でいったので、王女さまは下僕の眼前で手を振っておどかした。

「汝はアンテナが低い！」

「それはよかったわねえ。あなたの国の『大手各社』じゃたいしたことないでしょうけど」

　とりまきは高笑いとともに立ち去ろうとした。

　コナクソ！　我慢の限界ぜよ！　僕は維新の剣客のように彼女を追いかけて、背後から飛びかかった。

「いまおっしゃった雑誌って取りよせできますか？」

　厳しく問いつめた結果、出版社から直接郵送してもらえて、しかも代金をとりまき改めヴェーラ先輩に立てかえてもらえることになった。ティーンズファッションマガジン『小波』毎月五日発売！　詳しくはお近くの書店で！







　その雑誌よりも先にクソッタレのネルリ新聞が届けられた。

「ネルリ新聞」というのは仮の名で、正式名称はシャーリック何とか新聞とかいうのだったが忘れてしまった。向こうのことばで書かれていて読めなかったのだ。

　ネルリ新聞はとにかく薄くて、全部で四面しかなかった。一面をかざるのは大きなネルリの写真だ。「写真が大きい」というよりも「ネルリが大きい」のだった。両手をななめ上に上げてＹ字型になっているドアップややピンぼけ気味のネルリが全段ブチ抜きでかかげられていた。

「レイチにもあげる」

　といってネルリは自分が大写しになった新聞を僕にくれた。

　それ自体はかなりしょぼかったが、速報性と、本地にまでひろがった配達ネットワークに驚かされた。さすが腐っても近代国家である。

「これ何て書いてあるの？」

　僕がたずねると、ネルリはワジに目で合図して本地標準語に訳させた。

「『二世ネルリ殿下、大ネルリ役にご挑戦か？』とある」

「確証も得ずにこの紙面構成。まったく下世話なゴシップ根性」

　そういってネルリはなぜかくすぐったそうに笑った。

「『ミュージカルの全ぜん貌ぼうはまだ不明ですが、大ネルリの御作を十数曲フィーチャー、さらに本地のスタンダードや殿下の書きおろし新曲もとりあげられるそうです（事情通）』とある」

「どこから情報がもれたのだ。とにかく大衆の好奇心には勝てんよ」

　そういってネルリは新聞をばたばた振った。

　何となく予想はついたが、リークしたのはネルリ自身だった。あとでナナイが教えてくれた。

「殿下がロビーに行って母国に電報をたのんだことを確認した。あの王家べったりの『シャーリック日にち々にち々につ報ぽう』に飛ばし記事など書けるわけがない」

　スケールが大きいんだか小さいんだかよくわからない悪だくみだ。

「でもどうしてそんなことしたんだろう」

　僕がすなおに疑問を呈ていすると、ナナイはあきれたように口を開けた。

「それは決まっているだろう。貴様がチェリ・チェリョームハのくだらん雑誌などほしがるからだ」

　チェリ先輩？

　彼女とネルリ新聞にいったい何の関係が？

　事情がのみこめない僕にナナイはさらに二部、ネルリ新聞をおしつけて去った（布教用と保存用だそうだ）。

　白黒のＹ字ネルリが三体並んで、妙に真剣な眼で僕を見つめていた。気味が悪いので内側に折りたたんで持ちかえることにした。







　ネルリの母国からの反響はそれにとどまらなかった。

　チェリ先輩のところにまけじと、十一組の芝居がシャーリック王国でラジオ生中継されることが決定した。

　同じころ、演劇大祭の決定版プログラムが発表された。












　おいおい誰だよ、チェリ先輩のクラスのあとに落書きした奴……と思ったら僕らの芝居のタイトルだった。にしてもヒデエなこの配列。同じ原作のものをふたつ並べたら、ネタバレしてる分、あとから出るほうが不利だ。

「完全に私たちをつぶすためのプログラムじゃない。運営サイドは恥を知るべきよ」

　掲示板の前で▽が怒りの声をあげた。あなたの考えたタイトルもなかなかのものですよ。

「申しこみが遅かったから最後に回されたのよ。夜中の十二時開演だって」

　とカミレがつまらなそうにいった。

　ネルリは、

「我が国との時差に配慮してのものだろう」

　と胸を張った。本地が十二時だとあちらは次の日の朝七時ころに当たるそうだ。学校や仕事に行く仕し度たくをしている人が僕らの芝居の実況を聞いてどんな気分になるんだろう、とぼんやり考えた。

　さらに都グネドコのシャーリック王国大使館から、密入国者が二人くらいかくれていそうな大きさの箱が届けられた。

　中には時代物の胸当てが入っていた。

　添えられた書状によれば、これは耳刈ネルリが使用したもののレプリカであり、都グネドコの連邦歴史博物館に寄き贈ぞうしてあったものだそうだ。

　そのうっすら曇くもった輝きにクラスメイトたちは「リアル！」と賞賛の声をあげた。

　みんなの注目を集めたネルリは、有う頂ちよう天てんでご先祖さまモデルのよろいを身につけた。

　驚くべきことにサイズはぴったりだった。ワジとナナイは「絵から飛びだしてきたかのよう」とコスプレ王女をほめたたえた。

　そのよろいは僕が想像していたものよりずっと簡素なものだった。耳刈ネルリというのは機動力を武器とする騎兵の頭領だったのだ。

　だがそんな軽装備も現代っ子の徒と歩ほ姫ひめネルリには重すぎたようだ。彼女は二、三歩進んだところでバランスをくずして、前のめりにばったり倒れた。うつぶせのまま彼女は「リアル！」と叫んだ。

　二人の家臣に助けおこされた彼女は、

「本番までこれを着て生活する。役作りのため」

　と主張したが、鬼おにの形ぎよう相そうのナナイに死ぬほど怒られて断念した。

　一方、僕への反響はなかった。当然のことだ。僕は平凡な本地民なのだから。

　だが僕の動向に注目している人がたったひとりだけいた。

　チェリ先輩が表紙の『週刊演劇人』と『小波』が届いたので、僕はロビーへ受けとりに行った。

　通信委員のカウンターで、雑誌が入った大きな封筒の他に手紙サイズの封筒を渡された。

　それは下の兄からだった。

　僕はロビーに置かれた応接用のソファに腰かけて中身を読みはじめた。







　　　　　レイチへ




　お前の悪いくせだ。催さい促そくするまで手紙をよこさない。元気でやっているのか？　元気でやっているという前提で書くぞ、悪ガキめ。

　八高の演劇大祭で芝居をやるそうだな。友人に『自由舞台』に出入りしている奴がいて、そいつから聞いた。







　そこまで読んで僕は頭をあげた。人気のないロビーに天てん井じよう近くの窓から光がさしこみ、埃ほこりの舞うさまをうかびあがらせていた。

　不安が心をよぎる。まさかお兄ちゃん、観に来るとかいわないだろうな……。あの人は僕の兄とは思えないほど行動力がある。







　お前から報しらせてこないということは、ひょっとして舞台に立つんじゃないか？

　前にもそんなことがあったな。あれはお前が小学校の学芸会でひらめだかうつぼだかの役をやったときのことだ。あらかじめ知らせておかないから、俺たちは「あれがレイチじゃないか」って、舞台のはじっこで寝転がっているお前をよく見ようと観客席の中を移動したっけ。

　お前の考えはお見とおしだ。

　絶対観に行ってやるからな。大学生なめんなよ。時間はいくらでもあるんだ。







　やっぱり……。さすが兄。僕の親友であり最大の理解者。







　兄貴にも連絡したけど、仕事があるから行けないそうだ。すごく残念がってたよ。

「いつものレイチらしさを忘れずにやれ」と伝えてくれとさ。







　上の兄は都グネドコで女学校の先生をしている。彼はむかしから勉強がよくできて、人望もあって、家族の誇りだった。僕にとっては単なる兄弟ではなく、遊びのリーダーであり、父親がわりであり、教師であり、最高のお手本であった。彼が観に来ることになったら僕は本当に緊張してしまって、開演前に逃亡するかもしれない。







　おふくろには一応手紙を書くつもりだけど、たぶん観には来ないだろうな。八高は遠すぎる。伯お母ばさんたちの目もあるし。

　親おや父じは知らん。連絡先もわからん。四月にふらっとやってきて兄貴と三人でメシ食ったけど、あんまりかわってなかった。そんな感じだ。

　最後に俺の近況も書いておこう。友人が「いま渓けい流りゆうがアツい」っていうから釣りの話かと思ってついていったら、沢登りだった。バカみたいに濡れるし寒いし疲れるし帰りに車はエンストするしで最悪だった（そいつは自分の車を持ってるんだ。信じられるか？　俺たちの村にはそんな奴いなかったよな）。都会者の考えることはよくわからん。でも楽しかったよ。







　普段の兄はおだやかで無口な人だが、手紙だと饒じよう舌ぜつだった。彼が語ると、どんなできごとでもゆかいに感じられた。僕は少しずつではあったが、大学生活へのあこがれをいだきはじめていた。

「楽しそうね」

　楽しそうだろ？　僕もがんばって勉強すれば兄と同じとはいわないまでも、どこかの大学に、って――

「何ニヤニヤしてるの」

　カミレが通信委員のカウンターに寄りかかってこちらを見ていた。驚いた僕はソファの上でひっくりかえりそうになった。

「あ、兄から手紙が来たんだ」

「ああ、グネドコ理科大学に行ってるっていう……」

　彼女は郵便物を受けとると、僕の前の椅子に腰をおろした。

「君はどうしたの」

「演劇大祭がらみでいろいろと」

　封筒を裏返してチェックしていた彼女が顔をあげた。「お兄さん、観に来るって、演劇大祭？」

「あ、うん」

　ぼくは兄の手紙を封筒にもどした。「君のところは？」

「家族総出で来るってさ。わざわざお店休みにするのよ。おおげさすぎ」

「カミレんちってお店やってんの？　何屋さん？」

「クリーニング屋」

　彼女は急に口をつぐんだ。「……これ脚本に使うつもりでしょう」

「いや、きいてみただけだよ」

　彼女は僕の顔をじっと見ていたが、やがて口の片端をゆがめてほほえんだ。

「あなたのお父さんって中央活動委員よね？　どんな仕事をなさっているのかしら？」

　なるほど、今度はそっちが質問する番ってわけか。

「伝聞だけど、文化保全室というところで働いてるって」

「文化保全室……？」

　カミレは声をひそめた。「それ、防諜関係の組織だよね。しゃべっちゃまずいんじゃないの？」

「確証はないんだ。ただ祖父がそういってた。密告とか裏切りとかを奨しよう励れいする恥知らずの集団だって」

「確かにそういう風にいう人もいるらしいけど……うーん、でもやっぱりよく知らない。連邦に貢こう献けんできるすばらしい仕事だと思うわ。何をしてるかは知らないけど」

　カミレの歯切れが悪くなった。この話をすると相手の態度はふたつのパターンで変化する。ひとつは彼女のように、関わるのを嫌がって話をそらそうとするタイプ。もうひとつは故郷の村の人たちのように、あからさまな敵意を向けてくるものだ。

「父がどこにいるのか、家族でさえも知らないんだ。僕が生まれてから二回くらいしか家に帰ってきたことがないらしい。一度僕の通っていた小学校に父が任地からラッコの剝はく製せいを送ってよこしたことがある。同級生たちは父が北極の収容所に入れられてるってうわさしたよ」

　僕が笑うとカミレも調子を合わせて笑った。

「そんな感じの村だったから、僕と二人の兄は孤立してた。いつも三人で遊んでいたような気がする」

「私も兄や姉とは仲良しだったわ。私は五人きょうだいの末っ子なの」

　彼女はわずかに表情をゆるめた。「五人で路地裏を仕切ってた。どんな悪ガキ相手でも私たち五人でかかれば負けなかった。私の両親が移民だからって、からかう奴らがいたのよ。そいつらを呼び出して石ぶつけたり、落とし穴にはめたり。誰も大おお怪け我がしなかったのが不思議なくらい派手にやったわ。うん、まわりからすれば私たちが一番の悪ガキだったかもね」

　僕らは薄暗いロビーで故郷のことを教えあった。雪深い山間の道、冬でも暖かいクリーニングの機械の排気、集団で登校する着ぶくれした子どもたち、三角公園の決闘、馬小屋のにおい、ワイシャツの糊のりの香り――。

「でもやっぱり平凡で退屈だわ、私の話なんて」

　カミレは広い天井を仰ぎみた。

「それが君で僕なんだよ。平凡っていってしまったらそれでおしまいだ。ネルリが自分のことを平凡な人間だといいだしたら、ウソつけって思うだろ？　でも彼女は自分の存在をそれほど不思議に思ってないんだぜ？」

　僕がいうとカミレは「ナラー」とネルリの口真似をして苦笑した。







　舞ぶ台たい稽げい古こは各クラス割り当ての時間内に行わなければならなかった。

　夏が近づき、太陽の沈む時刻が遅くなっていた。強いライトに照らし出された舞台の上に立てば、濃こい紫色の空にまっくろな塔のシルエットがうかんで見えた。

「ならぬ！」

　ネルリが叫んだ。「汝は我が花婿となるのだ！」

　片膝をついたワジが胸に手を当てた。

「いかに陛下が偉大な方であっても、私は姫さまに忠誠を誓ったもの。姫さま以外のどなたからの命令にも従うわけには参りませぬ」

「このものは、ちゅうぎの、しです」

　侍じ女じよを演じるミッカが二人の間に割ってはいった。

　ネルリは苦々しい顔を作ると、そっぽを向いて腕を組んだ。

「忠義者には勝てぬ。もうよい、好きにするがいい！」

「はい、いったん止めて～」

　クラスメイトたちとともに舞台下で見ていた▽が台本を丸めて舞台に歩みよった。

「ワジ、もっと情感をこめて。耳刈ネルリの求婚を断るシーンなのよ。殺されるかもしれないという恐怖と、それにうちかつ覚悟を表情に出してちょうだい」

「むずかしいなあ」

　ワジは首をひねった。「そこからだと、どうせ顔なんて見えないだろ」

「見えるよ」

　イ＝ウがいった。

「表情も作らずに真に迫った演技ができるかバカめ」

　とナナイが怒鳴りつけた。

　ネルリはミッカの小道具である扇おうぎを借りてあおいでいる。よろいが重いので、稽古のはじめから彼女はずっと汗まみれだった。

　僕たちは台本を囲んでワジの演技について話しあった。

「振付をかえようか」

「もっと舞台の縁に近づいて客席に訴えかけるようにしたら？」

「いや、逆に抑え気味の方が……」

「思いあまって襟えり元もとから服を引きさくってのはどう？」

「ネルリにも問題があるわね」

　おっ、客観的な意見。逆転の発想だな、と思って声の主を見たらチェリ先輩だった。

「げえ、チェリ・チェリョームハ！」

　舞台上のネルリが跳びあがって叫んだ。

「ねえ、ちょっと私にネルリ役やらせて。そこの君はそのまま花婿をやって」

　あっけにとられている僕たちを尻目に、チェリ先輩は膝くらいの高さしかない本地特有の舞台に飛びのった。

「ちょっと場所空けてね」

　彼女はネルリとミッカを手で追いはらった。「歌終わりからね。準備はいい？」

「は、はい」

　下僕の習性か、ワジはおとなしく先輩の命令に従った。

　ネルリがスカートのすそを払い、何かいいかけたが、スタンバイしたチェリ先輩の無言の圧力に負けて、ブサむくれ面のベクトルを僕たちに振りむけた。

「見事であった！」

　チェリ先輩演じる耳刈ネルリは客席に向かって一歩進み出た。その声があまりに大きいので校内の物音が一瞬消えたように錯さつ覚かくした。

「私は歌が大好き。よき歌を歌った汝にほうびを授けよう。何なりと申すがよい」

「では、陛下――」

　ワジが片膝をついた。「私を戦場で別れ別れになってしまった姫さまのもとへ帰してください」

「ならぬ！」

　チェリネルリはふりかえった。制服姿のままなのに、よろいを着たネルリよりも重々しく、それでいて切れのある動作だった。

「汝は我が花婿となるのだ！」

　ワジは気け圧おされた表情で黙りこんだ。だがすぐに高ぶる思いが口をついて出た。

「いかに陛下が偉大な方であっても、私は姫さまに忠誠を誓ったもの」

　ワジはチェルリを力のこもった眼で見つめかえした。「姫さま以外のどなたからの命令にも従うわけには参りませぬ」

　チェリ先輩がひとつ息をついて、ワジのそばに寄った。

「いまのよかったわ。この感じ、忘れないで」

　ワジはあわてて立ちあがり、「あ、ありがとうございました」といって頭をさげた。

「ネルリもわかった？　もっとネルリの気持ちを理解するのよ」

「私が演じればそれがネルリ！」

　ネルリは体をぴんと伸ばして叫んだ。

　チェリ先輩は顔をしかめた。

「あなた本当に『動乱』読んだの？　同じ作者の『耳刈ネルリの乱』は？　あっちは歴史書だけど。あなたネルリネルリ連呼してるだけで何もわかってないじゃない」

　先輩の厳しいことばにネルリはたじろいだ。

「じゃあ、あとはよろしく。みんながんばってね」

　彼女は僕らに手を振って舞台をおりた。立ち去る彼女に僕たちは頭をさげた。

「やっぱりすごいな、チェリ先輩」

「静と動のメリハリがあるのよね」

「あの人いつの間にセリフおぼえたの？」

「俺、本当に大ネルリに怒られてる気分になったよ」

　舞台上のワジがそういって笑った。

「汝はネルリならば誰でもよいのか！」

　とネルリが下僕を難じた。

「ネルリはネルリの方がいいよ。だってチェリ先輩のネルリだと、僕らが求婚を断る理由がなくなってしまう」

　僕がいうとネルリは、

「ネルリよりネルリらしいネルリなどあってなるものか！」

　といってこまみたいにぐるぐる回った。

　そのころには舞台の屋根もとりつけられていた。夜になるとスポットライトのテストが行われて塔の森を照らし出した。大祭気分が校内に満ちてきていた。学生たちの話題もそのことで持ちきりであった。一番関心を集めたのはどのクラスが優勝するかということだったが、中には深夜に外環路をさまよう小さなよろい武者が目撃されたという不気味なうわさもあった。日常と非日常をへだてる壁が徐々にくずれてきている気がした。

　都みやこ菖蒲あやめの花が終わると、僕は何となく空虚な気持ちになり、次に手がける花の見とおしも立たなかった。足を着けておくべき場所から自分が少し浮きあがっているように感じた。夕方、照明の下でソロパートの稽古をしていて、舞台の縁から向こうは虚こ空くうで同じ平面上にいるのはクラスの仲間たちだけだと想像すると、ふだんなら出ない量の声が出て、届くはずのないところまで届いていきそうな気がした。

　父から電報があって、大祭当日に観覧に来ること、そのことは他言無用であることをしらせてきた。僕はいいつけどおりにその電報をビリビリに破いてくずかごに捨てた。いいたいことはいろいろあったが、黙っておくことにした。口に出すと思いのほかに響きわたって人の耳に入ってしまいそうだった。

　舞台稽古は佳か境きように入った。

　管弦楽隊から一年生だけの急造ブラスバンドが派遣されてきて楽がく人じん所どころについた。場面はクライマックスのリアル夫婦再会であった。

　抱きあう二人を見てネルリはじだんだをふみ、よろいをガチャガチャ鳴らした。

「えい、仕方がない。約束は約束じゃ。楽人どもよ、奏かなでよ。若い二人の門かど出でをかざれ」

「めでたい、めでたい！　結婚じゃ」

　侍女役ミッカがハンディサイズの銅ど鑼らをたたいた。バンドがネルリのテーマを奏でる。僕たち花婿役は踊りまわった。「ネルリ陛下、ばんざあい」

「はい、いったん止めて」

　▽が舞台にあがった。「銅鑼のあと、花婿たちが前に出るでしょ？　『ばんざい』といってからその場で一度ターンして隣の人と手をつなぐ。ＯＫ？　そのまま輪になって讃サン賀ガと初シヨ名ナを囲む。祝福の踊り。モタモタしないですばやく次のフォーメーションに移る。ＯＫ？」

　僕たちは目くばせをして立ち位置を確かめあった。

「ねえみんな、モリー先生が来たよ」

　○が舞台袖から顔を出すその後ろから、モリー先生がやってきた。舞台の上を見わたしてしきりにうなずいている。

「ずいぶん熱が入っていますね。まあ、二人は恋人役になりきって」

　ショナは先生の目を気にして夫から離れた。

「先生に見てもらいましょうよ」

　カミレがいうとナナイが同調した。

「みんなの出番があるシーンがいい。殿下、いかがでしょうか」

　ひとり離れて台本を読んでいたネルリが「あ、うん」と気のない返事をした。

「じゃあ、第一幕第三場『とらわれの花嫁』行きましょう」

　▽が手をたたいた。「楽人所、曲は『婿取りはよりどりみどり』よろしく」

　楽人たちがピカピカ光る楽器やドラムスティックをあげて答えた。

　ネルリが舞台中央の椅子に座る。

　ミッカ演じる侍女が回廊をしずしずとわたった。ネルリの前で片膝つき、うやうやしく水牛の角でできた杯をさしだした。

「陛へい下か、本日の戦果やいかに」

　ネルリは杯を取り、ぐいと干した。

「うむ、今日も大いに勝ったわい。破った城はその数五つ、落とした町は十有三、奪った馬が六百に……」

「そんなことより、気になりますは、陛下のその荒々しい、狩りの獲物となりはてた、あわれなあわれな雄お雉きじたち。その美しい羽根模様――」

　ミッカがセリフにつまった。舞台袖のサンガさんが祈るように手を合わせた。

「――盗み見るのが私の役得。陛下の寝ね屋やに運ばれて、むしられてしまうその前に、一度でいいから見たいもの」

「こやつめ」

　ネルリが高笑いして手を打った。

　ホッとした表情のサンガさんを残して、僕たち花婿役は舞台におどり出た。

「名をなのり、私に顔を見せるのじゃ」

　ネルリが立ちあがって恐ろしい声こわ色いろを作った。

　僕たちはすくみあがり、平伏した。

「傭よう兵へいの南ナ鳴ナイでございます」

「防衛隊従卒、倭ワ士ジと申します」

「防衛隊銃じゆう士し、平ヘイ人ジンである」

「義勇軍司令官、意イ＝云ウと申す」

「その子分、麗レイ智チ」

「同じく華カ観ミレ」

　ネルリがふくみ笑いをした。ミッカが僕たちのまわりを回った。

「まあまあ、よくもそろえた見み目めよき男子。六人ともに美しい。これだけおればおこぼれを、期待するのが人のさが」

「駄だ目めじゃ駄目じゃ、これはみな私の花婿」

　ネルリが次々に花婿の手を取って立たせた。「汝などには分けてやらぬ」

　楽人たちの前奏につづいてネルリが歌いだす。








　　女の子に狩られた　男の子って

　　シュンとしてるけど　そこがカワイイの

　　ねえ胸を張って　だいじょうぶ

　　私が結婚してあげる









　ネルリは頭のてっぺんに手を当ててナナイと背丈をくらべたあと、ハンカチを取り出してワジの顔をぬぐった。








　　女の子だからって　バカにしないで

　　勇気を出せば　弓だって引ける

　　あなたの心に　ささった矢は

　　真実の愛のメッセージ









　ネルリはくるりとターンしてヘイジンの髪をなでつけ、イ＝ウのあごをそっと持ちあげた。








　　ずっとあこがれてた　甘い生活

　　神さまにだって　邪魔させないわ

　　満月の夜に　光る刃は

　　誰かれとなく斬りさくから









　ネルリはひとり飛ばしてカミレの唇を奪おうと抱きついた。振りほどこうとするカミレの手がハンマーパンチとなって僕のあごにヒット。僕はあおむけに倒れた。

　身をかわしたネルリは両手をあげて例のＹ字ポーズを取った。

　芝生しばふの上に立ったモリー先生が拍手をした。

「ネルリ、あなたは歌って踊って大活躍ですね」

　ほめられ玄人くろうとネルリちゃんはなぜかうかない顔をしていた。

「いいえ、まったくダメです。こんなものは大ネルリではありません。嗚あ呼あ、大ネルリがつかめない！」

　彼女は芝居がかった調子で天を仰いだ。ミッカが手にした銅鑼をジャーンと鳴らした。







　第十寮塔の最上階十二階は四部屋全て一年十一組の男子によって占められていた。

　深夜、僕らは誰かの部屋に集まって、夢中になってカードをやった。

　特別奥の深いゲームではなかった。何かを賭かけているわけでもなかった。階下の学生を起こさないよう声をひそめてしゃべるのが楽しいだけだった。サンガさんの猥わい談だん、ワジの寝言、ヘイジンの皮肉、僕の陰いん謀ぼう論ろん妄もう想そうが暗い部屋に飛びかって、いつかその中からそのときの僕らにしか思いつけない斬ざん新しんなアイデアが飛び出す気がしていた。

　彼女のことをいいだしたのは、いつもどおりサンガさんだった。

「ネルリは何に悩んでるんだ。いい演技だと思ったんだが」

　サンガさんの切ったカードにワジが首を振った。

「俺にはわからん。むかしから殿下は俺の理解できない難しいことで考えこまれるお方だったよ」

「たとえばどんな？」

　僕がコールすると、ワジは舌打ちしてカードをベッドの上に放った。

「ご公務のこととか、ごきょうだいのこととか、陳ちん情じようし申しあげる奴らのこととかでさ」

「レイチの脚本が悪いんじゃないのか」

　ヘイジンがカードをシャッフルした。

「どういう意味だよ」

「脚本がネルリのキャラに合ってないんじゃないかと思ってさ」

　彼は自分で配ったカードを手に収めると、口ぶえを吹いた。「花婿を七人集めようとか、そういうことしそうにないタイプだよね、彼女って」

「ネルリは恋愛面ですれてないっていうか、いまどきめずらしく奥ゆかしい部分がある。僕はそこが好きだな」

　サンガさんのことばにワジが「ナラー、いやらしいこというな」と声を荒らげた。その声は石造りの壁や天井に響いた。僕らはあわてて彼の口をふさいだ。

　彼らの意見は脚本助手として耳に痛かった。確かにネルリはその手の話題を口にすることがない。耳刈ネルリ役なら何でもありだろうと僕は思っていたけど、本当は役柄と自身のギャップに悩んでいたのだろうか。

「困ったな。まったく困った」

　僕は山からカードを引いた。

　脚本助手としてできることを考えた。役者のキャラが脚本に合っていない場合、やるべきことはただひとつ――役者をギュウギュウに押しこんで無理にでも脚本にはめこむことだ。

「こちらからしかけるか……」

　僕は牽けん制せいとしてペアを場にさらした。

「しかけるって？」

　ワジが合わせてペア切りしてきた。

「ネルリにハーレムのすばらしさを教えてやるのさ。ある朝、目がさめたらクラスのみんなから思いを寄せられていた。さあ、君ならどうする」

　僕はさらにトリプルを切った。

「どうするって……そんなの困るよ、いきなり」

　ワジがパスしたところで僕はトリプルの追撃をくらわせた。

「いいや、うれしいはずだ！　そしてよりどりみどりな女王さまの気持ちを理解する」

「それをネルリに？」

　サンガさんがカードを切った。ヘイジンが頭を振った。

「その思いを寄せるってのは、僕らがやるのか？」

　サンガさんはニヤリと笑った。

「あくまでも芝居で、だけど」

「わかってるよ」

「本気の方がいいかな」

「君じゃあるまいし」

「勝負しようか。一番ネルリの気を引けるのは誰か」

「やめとくよ」

　サンガさんとヘイジンが二人だけでゲームを進めて、僕とワジはおいてけぼりだった。

「よし、あがりだ」

　ヘイジンが手をオープンした。ワジは「早いよ！」といって床に伸びた。カードを回収しながらヘイジンは満足げに笑った。

「まあ、芝居は舞台の上だけで充分だ」







　急がば告こくれ、恋は機動なり、と古こ人じんはいった。

　翌朝、さっそくニューチャレンジャーが出現ヒア・カムズした。

「ネルリ、大事な話がある。放課後、ちょっといいか」

「べ、別にかまわないが……」

　ネルリはちょっとあわてたそぶりでヘイジンの誘いを受けた。

　ワジがノートに「早いよ！」と書いて僕に見せてきた。

　まったく早い。早すぎる。それは二時間目が終わったばかりの教室でのことだった。クラスメイトは全員そろっていた。女子たちは「え、何？」って顔で興きよう味み津しん々しんだが、当人たちのやりとりがあっさり終わってしまったのでそれ以上つっこめないでいる。ここがうまかった。他の男子三人は動きづらくなった。ヘイジンがこっそりネルリにいいよったのなら、あとでこちらもこっそりしかけられただろうが、いまやネルリは女子たちの好奇心厳げん戒かい態たい勢せい下にある。うかつに手は出せない。

　そして放課後、ヘイジンとネルリは食堂のオープンテラスに席を取った。

　折からおだやかな日ざしの下、さわやかな風が吹く絶好のシンプルデート日和であった。

「ヘイジンあンの野郎ゥゥウウウ話が違うじゃねえかぁぁぁぁああ」

　僕が故郷から持ってきたエッチウォッチング用の双眼鏡をのぞきながら、ワジは歯嚙みした。彼と僕とサンガさんはエッチジャッジとしてネルリ＆ヘイジンのハニカミミーティングを植えこみのかげから観察していた。

「まさか彼が最初に動くとはな。油断してた」

　サンガさんは寮塔の外壁にもたれかかった。「だが次は僕の番だ」







　夕食後のテーブルにサンガさんが持参の箱を置いた。

「これ、僕の国のお菓子。食べてみてよ」

　甘いもの大好きなネルリをはじめクラスメイトたちはその黒いゼリーのようなお菓子を口にした。

「ンマーイ！」

　口のまわりをべたべたにしたネルリが歓声をあげた。

「うん、すっきりした甘さね」

「お茶によく合う」

「これ原料は何なの？」

　女子たちが文字どおり入れ食い。やるなあサンガさん。

「豆のペーストから作るんだ。材料はシンプルだけど、飽きの来ない甘さだろ」

「これはおいしい。輸入も視野に入れたい」

　と王国甘かん味み大使ネルリちゃんはほっぺたニア・ドロップの笑顔をうかべた。

「そんなにおいしいですかねえ……」

　ワジは不満顔だ。彼は、ネルリとの密談からもどったヘイジンをつかまえて問いつめたところ、

「チェリ先輩に話しかけるにはどんな話題がいいか、相談してた」

　と証言して、それをサンガさんが「親しい女友達に恋の相談というのは距離を縮める上策」

　と評したので、

「殿下にそんなこときくな！　殿下への思いだけをお伝えしろ！」

　とわけのわからないキレ方をして、それからずっとごきげんななめなのだった。

　ナナイの分まで食べているネルリにサンガさんがささやいた。

「今度はもっとたくさん持ってくるよ。君だけのために」

「私だけのために？」

　ネルリは王女としてのプライドをコチョコチョされたようだった。「そ、そうなるとこちらもあらゆる便べん宜ぎをはからざるをえない」

　彼女は指についたべたべたをぺろぺろなめた。







　ワジは性格的に粘ねん着ちやく質しつではないので、僕らへの怒りもすぐに解けてしまった。

「まあ、お前らが殿下に熱をあげるのも無理ないよ。殿下って絵に描いたようなシャーリック美人にあらせられるからな。その美しさが異国に伝わっていくのは一臣民として誇らしいよ」

　蒸し風呂に入ってたっぷり汗をかき、それを冷水でさっぱり洗いながした彼は、身も心も三割増しくらいの男前になっていて、クラスメイトの不敬ＬＯＶＥアプローチにも寛かん大だいな見けん解かいを示した。

　浴場を出たところで、女湯から出てきたクラスの女子たちといっしょになった。

　湯あがりの女の子のかわいさは異常である。濡れた髪、石せつ鹼けんの香りとあいまって魅力が三倍増しくらいになる。

　そのためについ出来心が生じたのか、ワジがネルリに寄りそい、震える声でいった。

「あの……殿下、少し歩きませんか」

　青から緑、ところによってはオレンジ色に移りゆく夏の夜空は、恋人たちならずとも立ちどまってしばらくながめていたくなるほど美しかった。女子たちは「オオー」と声をあげて、並ぶ主従を冷やかした。

「べ、別に自然なことである」

　そういってネルリはワジとともに人通りの少ない内環路へと向かった。僕たち男子はあとをつけた。

「むかしのことですが、おぼえておいででしょうか」

　ワジがネルリと微妙な距離を保ちながら切り出した。「臣がソプカ家の四男に、奴隷の子、とからかわれて泣き出してしまったときのことを。あのとき殿下はとてもお怒りになって、あのものを遊び仲間から追い出してしまわれました」

「幼いころの話だ。私もまだ子どもだった」

　ネルリは束ねた洗い髪を握って水気をしぼった。

「あの日、いつもの遊び場から帰る道で、殿下は臣と手をつないでくださいましたね」

「うん、そうだった」

「久しぶりに手をつないでくださいませんか」

　ワジの願いに、ネルリは驚いて彼の顔を見あげたが、やがてさりげなく彼の手を取った。

　手をつないだ二人はそれまでよりリラックスしたムードになり、沈まない太陽や暗い教室塔をながめながらゆっくり進んだ。

「殿下が大ネルリという大役を無事にはたされますようお祈りしております」

「ありがとう。汝の倭士ワジも楽しみだ」

　これまでともにすごしてきた時間を嚙かみしめるように、ネルリとワジは静かに歩いていった。

「幼なじみっていいなあ」

　サンガさんは遠ざかる二人の姿に目を細めた。

「この勝負、ワジの勝ちだな」

　と僕はいった。

「待てよ。いいだしたのレイチだろ」

　ヘイジンは僕の肩をたたいた。「君もチャレンジするんだ。一応な」

　僕はそういうのが苦手だ。理想の恋愛パターンは、異世界系おしかけ女房か、宿命系パーティ結成の二択。完全に受身の人間なのだ。だがクラスの雰囲気は「次はレイチ」的な感じになってきていた。

　放課後の舞台稽古までの待ち時間が針のむしろに感じられた僕はスケッチブックを持って林へと逃避した。前から目をつけていた小さな丘にのぼると、薄暗い林の中でそこにだけ日光がさしこんでいた。花はな雪ゆき栗ぐりの群生はそのわずかな圏けん内ないでせいいっぱい子孫を増やしていた。おそらく数十年前にはこの光をさえぎっていたであろう倒木に腰をおろし、僕はその小さな花をスケッチした。自然のデザインはどんな芸術よりも合理的で、同時に神秘的だ。僕は夢中になってその造形美を紙に写しとった。

　スケッチを終えて寮塔にもどる前に、畑に寄っていこうと思った。林の中を通って農芸隊の敷地へ行くと、ネルリがひとりで畑にいた。彼女は鼻歌を歌いながら雑草を取っていた。移植ごてを使って土ごとすくいとっている。乱暴なやり方だが、土嫌いの彼女にしてはたいした進歩だ。

　いたずら心を起こした僕は、木のかげにそっとかくれて彼女の様子をうかがった。彼女が歌っているのは初シヨ名ナと讃サン賀ガが婚約する場面で歌われる『愛の一生』だった。








　　愛にかぎりがあるのなら

　　見きわめたいな

　　あなたといっしょに

　　あなたといっしょに









　ネルリは二人の合唱パートをひとりでシャウトしていた。トランス状態におちいった彼女は移植ごてを使って謎のエア弦楽器、エア客いじり、エアダンス（ペア）とやりたい放題で、完全にあちら側にイキっぱなし。

　それを見た僕のハイパーいたずらタイム発動！　うなれデイドリームクラッシャー！

　僕はエア舞台前のエア警備員をふりきり、ネルリのもとへエア乱入した。ネルリはエアびっくり。

「な……ちょ……これはちがう……」

　オーディエンスに見たてた麦畑に振っていた手を背後にかくして、まっかな顔をしている。僕は叫んだ。

「つづけて！」

　讃サン賀ガと初シヨ名ナはともに歌い踊る。愛を確かめあうために。








　　一生そばにいてほしい

　　手を取りあって

　　心をひとつに

　　心をひとつに





















　僕とネルリは手を取りあって踊った。ステップをふみ、うねを跳びこえて。林をぬける風の中に伴奏の音色が聞こえる気がした。

　あぜ道の交差するところで僕たちは見事フィニッシュした。ネルリは息をついて僕の胸に頭をもたせかけた。彼女の髪が僕の鼻先をくすぐった。冷たい小さな手に僕のてのひらの熱が伝わっていく。僕たちは麦畑のざわめきを聞きながら余よ韻いんにひたっていた。

「まだドキドキしている」

　しばらくしてネルリがいった。

「踊りまくったからね」

　と僕がいうと、彼女は軽く体を離して僕の顔を見あげた。

「そうではなくて、汝が急に出てきて驚かせたから！」

「あ、そうか」

　僕は彼女が眉み間けんに寄せるかわいいしわを見て笑った。「僕もドキドキしてるよ」

　そのことばに偽りはなかった。ネルリの澄んだ瞳やすべすべした肌を見ていると、僕の胸は高鳴った。

　これが……恋……？

「抱きあってる！」

「あんなところで」

「ズルイ！」

　いちいちごもっともなエア野や次じだなあと思って目をやると、リアル男子のお三方が林道をかけてきていた。

「ナラー」

　ネルリはあわてて飛びのいた。

「君たち！　けしからん！」

　サンガさんの目はマジだった。

「ちょっと、も～、からかわないでよ～」

　僕は先手必勝とばかりに彼らにかけより、ポカポカたたいた。

「もう恋のダンスはこりごり！」

　ネルリが畑中に響きわたる声で叫んだ。

　モ～、こいつらホンット最高。毎日ハプニングの連続。





いま思えば

このときすでに

血ち塗ぬられた惨さん劇げきの

幕はあがっていたのだ。

僕らはそれに気づかず

無邪気に笑っていた。






　部屋の机に手紙が置いてあった。舞台稽古が終わったあとのことだ。

　寮塔の部屋の扉には鍵がない。その気になれば誰でもしのびこめる。

　どうせまた病気の少年がどうとかいうチェーンレターだろ、と思いつつ一応中身を見てみた。




[image: ]




　僕はすばやく室内をクリアリングし、ドアの外の様子を確認した。

　次に、やれやれ参ったな、と窓際に飾った蓬ほう萊らい香こうの花に向かってつぶやいた。

　ベッドに倒れこみ、そう来ましたか、ともいった。

　急に思いたって日記をはじめることにした。タイトルを「愛されて十五年」としたところで飽あきてノートをかたづけた。

　それから少し眠った。

　目ざめたら十二時十分前だった。

　全時空の追い風が僕のために吹いていると感じた。恋のマジックポイントは満タンだ。

　僕は同じ階の三人を起こさないよう、そっと部屋からぬけでた。

　はやる気持ちをおさえながら暗い林の中を進んだ。変に期待してはいけないと思った。そもそも大事な話＝告白と決めつけるのは早計ではないか……。いや、逆に「大事な話って愛以外にあるのかな。この広い宇宙で」という先制攻撃でキメる！

　僕は一直線に温室をめざした。

　温室には明かりがともっていた。

　入り口から中をのぞくと、ネルリがうつむき加減で椅子に座っていた。

　僕がそっと入り口のガラス戸をノックすると、彼女は手まねきした。僕は戸を開けた。

「やあ、ネルリ大事な話って――」

　花壇のかげからあやしいかげがおそいかかってきた。あやしいかげはふしぎなひざげりをはなった！　こいのＭＰがゼロになった。ついでに呼吸ができなくなって僕はダウンした。

　あやしいかげあらため「魔王の影」ナナイさんが僕の手首を縛しばりあげた。

「うう……レイチ」

　どこからかうめき声がした。

　ネルリの座る椅子の近くに、同じく縛られた人間が三人転がされていた。

「サンガが全てしゃべった」

　ナナイが僕の襟首をつかみ、引っぱりあげた。「貴様ら、よくも殿下にくだらんちょっかいを出してくれたな」

「レイチすまん。母国にお菓子を発注したらショナに見つかって……」

　頭をあげたサンガさんをネルリがつきとばした。

「このウソつきどもめ！」

　彼女は「ごまのはえのさかえ！」とはきすててナナイにすがりついた。ナナイは主君を抱きしめると、僕をにらみつけた。

「許さんぞ貴様ら。いったい誰が首しゆ謀ぼう者しやだ」

「ぼ、僕の相談は本物だ！」

　ヘイジンがサンガさんの体を使って上体を起こした。「悪いのはレイチ」

「僕のお菓子も本物だ！」

　サンガさんが顔をゆがめた。「悪いのはレイチ」

「臣の思い出も本物です！」

　あおむけのワジが声をあげた。「悪いのはレイチ」

「ああ、ウソだぜ！　だが耳みみ刈かりネルリ役のヒントは見つかったようだな」

　僕はひらきなおって叫んだ。仲間三人がリタイアしたいま、僕に「防御」の選せん択たく肢しはない！　攻撃あるのみ！

「見つかるか！」

　ネルリがわら束をけっとばした。

「ぬか喜びさせちゃったか」

「喜んでなどいない！」

「悪いが全部芝居だったんだ。君はそれにまんまとひっかかったというわけだ」

「芝居……」

　ネルリがナナイの腕の中で硬直した。

　あ、ヤバイ。さすがに調子にのりすぎたか。

「いや、その……芝居……芝居のための芝居というか……」

「芝居……そうか、この気持ち……芝居……」

　ネルリは全身をけいれんさせた。「これだ！　これが大ネルリの気持ち！　いま私は大ネルリを心で理解した！」

「ネ、ネルリ殿下ばんざあい」

　ワジが諸もろ手てをあげ、そのまま縄を解いてもらえるようおねだりした。

「ナナイ、このものたちを自由にしてやれ。これから稽古に入る。いまの感覚が消えない内に早く！」

　ネルリが命ずると、ナナイが不承不承僕たちのいましめを解いた。

　こうして僕らは温室の中で大汗かいて歌ったり踊ったりしながら、ネルリ演じる耳刈ネルリと血塗られた惨劇の一夜をともにした。







（幕の間）




　　　コーチキンの手記




　五月三十日




　計画を実行に移すのは演劇大祭の当日と決まった。

　校内に入ってしまえば、あとは大過なく事を運べるだろう。




　自由・調和・博愛




　活動の精神が導かんことを。













　ネルリは激げき怒どした。

「ナラー」と激怒した。

　自分の両親であるシャーリック国王夫妻が公務のため演劇大祭を観に来られないのに、劇にも出ない他クラスの学生の親が観に来ると聞いて、その理り不ふ尽じんに怒った。ネルリとて人の子である。

　慰なぐさめようと思って僕が、ラジオ中継されるんだからいいだろ、というと、

「声だけでは伝わらないものもあるよ」

　とさびしそうにいった。

　ところが他のクラスの女子たちに耳みみ刈かりネルリの衣装とメイクをほめられたとたん、あっさり機嫌を直した。

「汝らも芝居をやればよかったのに。舞台の楽しさ、これにはそこに立ったものしか味わえぬものがあるよ」

　そういって、鏡に映った自分の姿をうっとりとながめた。

　演劇大祭当日の午前中、第二寮りよう塔とうの中は混乱の極みにあった。

　本来は寮生の共有スペースであるはずの二階ラウンジが仮設のメイク室になっていた。各国の様式の鏡台が運びこまれ、鏡のバーゲンセールみたいだった。白粉の香りが顔を照らすライトの熱で暖められていっそう濃こく甘く漂った。

　演劇大祭に出場する一年十一組と三年六組の女子たちがこの日のこの部屋における支配者だった。他のクラスの寮生たちは彼女たちのメイクを手伝っていた。

「ちがうちがう。ブラシにそんな力こめない。軽くのせてあげる感じ」

「はい、カーシャさん、メイク終わりました」

「お疲れ～。次は誰？　急いで！」

「ちょっと設定表見せて。ここって青でいいの？」

　化け粧しよう品ひんや手鏡、ヘアピンなどが彼女たちの間をめまぐるしく流通していく。美の支配する世界って闇やみ市いちに近いんだな、と思った。

　僕たち男子は衣装を着て女子寮塔に集合、といわれていたのだが、着いてみると先輩に「あんたら、邪魔だからそのへん座ってて」とあしらわれる二に束そく三さん文もん状態だった。

「ネルリかわいい！」

　という声がしたので見ると、メイクを終えたネルリが手鏡をのぞいて後ろ髪をチェックしていた。首までべったり白塗りで、唇は血のような赤、目の端にも赤がさしてあって、色街に夜な夜な出没するお化けババア系の怖さがあった。太い眉まゆも白で塗りつぶされ、その上に黒で描かれた小さな円が並べられている。

　かわいい……のか？

　彼女はツノのついたかぶとをかぶると、部屋を横切ってこちらにやってきた。いつもは頭の上で結っている髪を、いまは二本の長いみつ編みにしてたらしていた。

　女優さんのご機嫌をとろうと、男子は口々にほめあげた。

「ネルリ、今日は一段と美しいね」

「大ネルリがよみがえったようでございます」

「早くも戦闘モードだな」

　ネルリは衣装を見せびらかすようにくるりとターンして僕の前に立った。

「どうだ。すなおな感想を申してみよ」

「いつもとちがって、何だか（本能的にヤバくて）近づきがたい感じだ」

　僕が答えるとネルリは照れくさそうに笑いながら、壁に立てかけてあった矛ほこをつかみ、

「私が本気を出すと男子はすぐにこれ！　いつもどおりでいいのだぞよ」

　といって矛先のふさふさを指でくしけずった。

　ナナイが化粧を終えて立ちあがると、部屋中の女子が歓声をあげた。

「ナナイすてき！」

「がんばってね！」

「絶対観に行くから！」

　マントを肩にひっかけたナナイは旅の武芸者といった感じのいでたちだった。かざり気のないケープからむきだしの腕をつきだし、手にはごつい手袋をはめていた。下はスパッツに汚れたブーツ。腰には長剣。髪はひっつめて後ろで簡単に結ってあった。

　僕たちすっぴん＆雑ぞう兵ひよう姿の男子を見ると、彼女は、

「変じゃないかな？」

　といっておずおずと進み出た。僕たちは口々にほめあげた。

「かっこいいよ」

「俺たちよりよっぽど強そうだな」

「早くも女子たち釘づけだ」

「（ズバッ！　ハラリ……『き、君は……女だったのか』『黙れ！　勝負には関係ないだろう！』『いや、女は斬らん主義でね。それに……』『な、何だ……やめろ！　それ以上近づけば斬る！　やめっ、んっ……』的な展開が）理想的だ」

　ネルリが彼女に腕をからめて「これはいい花はな婿むこ」といった。ナナイファンたちはブーイング。「ズルイ！」とか「離れて！」とかさんざんにいわれたネルリは「こういうお話！」と叫さけんで、ストーリーに介かい入にゆうしようとする狂信者たちを追いはらった。

　◇冠をはずしたイ＝ウは半ズボン＋詰つめ襟えりという軍国膝小僧な仮装をしていた。頰ほお紅べにをうっすらのせていて、いつもより幼く見えた。

「やっぱり恥ずかしいなあ」

「ハハハ、よく似合うぜ、兄弟」

　といって彼女の肩を抱いたのは、すでに男役に入りこんでいるカミレ。こちらは髪にたっぷり油をつけて分け目をつけ、なぜか眼帯を着用した兵隊やくざスタイルだ。

「お義ね姉えさま、きれ～い」

　ネルリメイクをおとなしめにしたような塗ぬりのミッカがため息をついた。

　胸のあたりからふわりとひろがるワンピースを着たショナが僕たちの前に姿を現した。

「髪をおろすの久しぶりだから、何だか変な感じ……」

　彼女は指で髪をかきあげ、耳にかけた。

「すてきだ。結婚前を思い出すなあ」

　サンガさんが手を伸ばして、妻の頰にくっついた髪をそっと離した。見慣れた夫婦のおのろけ風景だが、相手がいつものショナではなくて本地式のほっこり系村娘姿なので何だかドキドキする。

　男子が化粧する番になった。鏡の前に座った僕を数人の先輩がとりかこんだ。

「何か顔色がさえないから明るめのドーランね」

「何か口元がさえないからリップの輪りん郭かくはっきりめにね」

「毛根に生気がないから動きをつけてあげる感じで」

　無数の手でレタッチされて、鏡の中に理想的な美少年が誕生した。

「これが……ボク……？」

　男の子ってお化粧ひとつでかわれるんだ……。これで今日からモテ……いや、もはや女子いらねえな。美少年が美少年を愛する、そうやって世界の円環が閉じていけばいい……。

「お化粧するのはじめてだから、何だか変な感じ……」

　といってはじらうピュアボーイをともなって僕らだけの新しい世界へ旅立とう！　……と思ったが、僕のまわりは記録的なピュア日照り。

　ワジは女子たちにたくさんカーラーをつけられて、

「ねえ、これいつまでかかるんですか？」

　などとぬかして不安げな表情。このウスノロめ！　あと、ふわふわ巻き髪は天然ものに限る！　とみずからのエッチ味覚を再確認したところで奴に見切りをつけた。

　やっぱり正統派美青年サンガさんだよな、と思って彼の姿を探すと、妻のショナにメイクされていた。しかもアイライナーを自分で入れてるし！　何か手慣れてるヤラシーヤラシー！　妻が化粧してるところをいつも邪魔して色々試してます的な感じがすけて見えてヤラシー！

　ヘイジンは、

「つけヒゲつけるのはじめてだから、何だか変な感じ……」

　といって口ヒゲをしごくヒゲボーイだし、美少年資源のコカツが血で血を洗う最終戦争をひきおこす日も近いな、とあきらめに似た感情を胸に抱いた。







　演劇大祭の規模から考えると、八はち高こうのロビーは入場待ちの観客を収容する場として狭すぎるようだった。

　芝居の宣伝スペースとして僕たちに与えられた第二寮塔前にも人々の喧けん騒そうが聞こえてきた。校門のロータリーもたいへんな人出らしく、自動車のクラクションがひっきりなしに鳴っていた。

　外がい環かん路ろを時計の文字盤になぞらえると、十二時の位置に講堂（中にロビー）があり、そこから時計回りに迎げい賓ひん塔とうおよび第一から第十二の寮塔が建っていることになる。六時の位置に舞台が設けられ、三時と九時を結ぶ直線で区切った下の半円が観客席として開放される。椅い子すは置かれず、来場者は敷物を持参するか、芝生しばふの上に直接腰をおろす。

　芝居に出ない学生は案内係としてロビーや外環路の内側に立った。僕たち出演者は外環路で来場者を出迎え、自分たちの芝居を宣伝した。

　八高演劇大祭はホームカミングデーを兼ねていて、来場者はＯＢが中心である。場を仕切る学生防衛隊の合図につづいてロビーから外環路にあふれ出た人々は、その大半が慣れた様子で外環路を歩きはじめた。

「一年十一組『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』、本日大トリでございます」

　こちらにやってくる人の群れにネルリが矛を振りまわしてアピールした。

　クラスメイトたちもつづいた。

「『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』、今日唯一のミュージカルです。よろしくお願いします」

「コーチキン氏原作『耳刈ネルリ』、夜十二時開演」

「おどる、うたう、たのしいですよ～」

　調子にのったネルリは「大ネルリ！　ご期待ください！」といって道行く人に襲いかかった。カメラを手にした五十代くらいの男性が「オゥ」といって跳びのいた。

「はじめまして、大ネルリ役のネルリです。いらっしゃいませこんにちは」

　男性は「オゥ」と声をあげてネルリの武装を見まわした。

「ネルリというと、我が国でいうところのネリリですか？」

「お国にもネルリが？」

「ええ。小さいころ母がよくいっていました。『いうこと聞かない悪い子のところにはネリリが来るよ』とね」

「それは立派なご母ぼ堂どう」

　とネルリはうれしそうにいった。でもたぶんそれ妖怪扱いされてる。耳刈ネルリの被害にあった歴史のある国なんだろう。

　次なるターゲットの前に、ネルリは勢いよく出没した。

「大ネルリ、それは永遠の輝き！」

　年配のご婦人二人組が足を止めた。

「まあ、かわいいお侍さむらいだこと」

「その長いのは本物？　危なくないのかしら」

「本物ですが儀ぎ式しき用の本物です。危なくありません。ネルリはネルリが演じる本物のネルリです」

　ネルリは矛を小脇に抱え、先端を二人に見せた。

「まあまあ、こんなに重いものを持って大変でしょうねえ」

「あなたはどのお芝居に出るんだい？」

　ネルリはさしだされたプログラムをのぞいた。

「ここにはのっていません。ですが大トリで出ます。お見のがしなく」

「場所はどこだね。いまいましい塔の上ではないだろうね？　この歳になると、あの長い階段をのぼるのは骨ですよ。もっと他のことで学生気分にもどりたいものさ」

　ネルリは舞台で上演されることを伝えた。二人は、あなたに演劇の神さまのご加護があらんことを、といって去った。

　ネルリは人を呼んだ。

　外環路がふさがってしまうくらいの動員を記録した彼女はリクエストにこたえてなつかしのポピュラーソングまで歌ってみせて喝かつ采さいを浴び、おひねり（飴あめ）までもらったが、通行のさまたげになったため防衛隊に解散させられた。

「我が校の先輩諸氏と話せたことはまことに有意義であった」

　といってネルリは飴を口の中でころころ転がした。

　ナナイ・イ＝ウ・カミレの花婿三人娘も次第にギャラリーを集めはじめていた。幅広い年齢の女性がその中心だった。多くはカメラ持参だったが、ただ役者を撮影したり、いっしょに写真に収まろうというのではなくて、プロのカメラマンのように注文をつけた。

「三人もっと寄りそって。男同士なんだから肩なんか抱いちゃって。そうそう、いいわよ」

「イ＝ウさん、ナナイさんと見つめあってくださる？」

「イ＝ウさん、ナナイさんの思いに気づきながらも気づかないふりでじらすような笑みをうかべてくださる？」

　芸術を愛する貴婦人たちの要求はどれも難解で、それに応じる三人はあわただしさに目を白黒させた。







　僕の頭がのぼせてしまったのは単に初夏の日ざしの下に長くいたためではなかった。来場客のあまりの多さもその理由のひとつだった。

　ロビー近くでよそゆきの格かつ好こうをした人たちが仮装した学生をとりかこんでいた。僕たち学生には普段あまり用事がないところなので、そこがこのように人で埋うまるのはめずらしいことだった。

　僕はやっぱり祭りが嫌いだ。僕はただ静かに自然に平常どおりにくらしていたい。

　ヘイジンの家族がやってきた。両親と中学生の弟に囲まれた彼は、ぶっきらぼうに家族を僕たちクラスメイトに紹介した。彼の弟はネルリ以下仮装クラスメイトたちにたじろぎ、その中でサヴァイヴしている兄貴を完全リスペクトの目で見た。

　ひとりでやってきたサンガさんのお母さんは息子に似て快活でエネルギッシュな感じの女性だった。サンガさんはいつもどおり紳しん士し的に「校内を案内しますよ」といって彼女をエスコートして去った。妻ショナから聞いた話によれば、サンガさんのお父さんとミッカのお母さんは出家して半隠いん遁とん生活に入っているのでこうした晴れの場には出てこないのだという。一方のサンガ母は福祉・教育団体の要職にあって多忙な日々を送っている。ミッカ母とサンガ母の関係はどうなっているんだろう。考えただけで何か変な吹き出物が出そうなストレスフルな家庭だ。ただのお気楽ボンボンに見えるサンガさんにも意外とややこしい背景があるみたいで、僕らに見せる彼のいつもかわらぬ明るさが小さな奇跡のように感じられた。

　イ＝ウのところはお母さんと二人の「お父さん」が来た。三人ともこの学校の卒業生だ。彼女の国は一妻多夫制ではないが、実の父の友人をも「父」とうやまう慣習がある。そうした「父」の共同体が子どもの文化的教育をになっているとのことだ。娘と同じ◇頭ず巾きんをかぶったイ＝ウ母はどこかよそよそしかったが、「父」二人は娘を抱きしめ、その衣装をほめそやした。

「とてもすてきだよ、私たちのいとしい小船。男の子の役をしてもお前は世界一かわいい娘だよ」

「お前が女の子で本当によかった。こんな美しい少年が私たちをおいて婿に行ってしまうなんて、想像しただけでも胸が張りさけそうだ」

　彼らはイ＝ウと手をつないで観客席へ向かった。

　ネルリの国の在本地大使が参上して、ネルリの大ネルリ役を祝福することばをのべた。ネルリは王女太子として威厳ある態度で彼の足労をねぎらったが、ふざけたピエロ面で台無しだった。

　僕の兄はいまだ到着しなかった。ロビーの方からやってくる人の中にその懐かしい顔がないかと、僕は視線を走らせていた。そこで奇妙な二人組を発見した。八高の制服を着た女子が、禿はげあがった頭に白いひげの老人に寄りそって歩いてくる。どこの瘋ふう癲てん老人ダイアリーだよ、と僕は思ったが、周囲の人たちはその老人を（僕のしたように）うらやまけしからんという目では見ていなかった。

「こっちに歩いてくるの、コーチキン氏じゃない？」

　カミレがささやいた。

「チェリ・チェリョームハ！」

　とネルリが叫んだ。ギャラリーは耳刈ネルリの決めゼリフか何かとかんちがいしたのか、「オオー」と声をあげた。

　年のころ六十近い爺じいさんと腕を組んで僕たちに近寄ってきたのはチェリ先輩だった。

「あらみなさん、なかなかすてきな衣装だこと」

　彼女は特にネルリに目をやりながらいった。ネルリは矛の尻しりで路面をカツンと打った。

「紹介するわ。こちら、コーチキン先生。先生、この方たちがお話しした一年十一組のみなさんよ」












　えっ？　やっぱりこのエロタコジジイがコーチキンなの（「エロ」の部分は僕の想像だが）？

　先輩のことばに僕たちは面食らって、初対面のあいさつをすることも忘れた。

「はじめまして。みなさんのお芝居には期待していますよ。とてもユニークな解釈で『動乱』をとりあげてくださったそうですね」

　我らが文化英雄は僕たち全員と握手してくれた。思いのほか肉厚なてのひらだった。

「コーチキン先生はむかし私の父の家庭教師をしてくださっていたの。それに私の名づけ親でもあるのよ」

　先輩は甘えるような仕草でコーチキンの肩に頭をのせた。コーチキンは目を細めた。

　あ、始まる前から勝負は決まってたってわけね。何だ、人生といっしょじゃん。

　デレデレ文化英雄はネルリを見て「あなたの耳刈ネルリを楽しみにしています」とかいってるが、八高の花と称される美少女を脇にはべらせているので「うるせーエロッパゲ」という感想しか抱けない。いっそネルリが矛でつかないかな、と思った。

　チェリ先輩は余裕の笑みをうかべている。いいですなあ、おえらいさんにコネがあって。僕は自分のことを棚にあげて思った。

　そう、僕にもコネがあったのだ。できれば関わりたくないコネが。

　▽とシナリオ談義をするコーチキンの背後から呼びかけるものがあった。

「コーチキン先生、ごぶさたしております」

　聞きおぼえのある声だった。ずっとむかし、こんな騒がしくないどこかで僕の名を呼んだ声だ。

　コーチキンがふりかえった。

「こ、これはカリク・カリガネフ……。久しぶりだね。まさかこんなところで君に会おうとは」

　彼が握手した相手は僕の父だった。

　もう五年以上家に帰らない父が僕の目の前に立っていた。背広を着て、襟えりには中央活動委員会のバッヂが光っている。あまりに長いこと会っていなかったので彼の外見にかわったところがあるのかどうかもわからなかった。

「八高自治委員会に招待されたのです。来らい賓ひんなんてがらでもありませんが、まあ、せっかくの機会ですし」

　父がにこやかにいって、僕に一いち瞥べつをくれた。僕の思い出の中に、こんなに優しげな表情をうかべる父はいなかった。

「先生、お仕事の方は最近どうですか」

「いや君、ぼちぼちさ。都みやこグネドコの現状については君の方が詳しいはずだがね」

「いえいえ、私も地方まわりが多いもので、とてもとても。ですが先生の新作を待っているものは大勢おりますから」

「うむ。なるべく期待にそえるよう努力するよ」

「うれしいお言葉をちょうだいしました。本地の文学も近ごろは停滞気味ですから、先生にはぜひ新潮流を起こしていただきたいものです」

　父の声は大きくて、内容のわりにちっとも卑ひ屈くつに聞こえない。

　僕は眼前で行われていることが信じられなかった。

　家に寄りつかない父が演劇大祭のこの日、姿を現した。その彼が文化英雄に親しげにお世せ辞じをいっている。コーチキンの方も父に社交辞令を返している。蚊か帳やの外に置かれたチェリ先輩が不思議そうに彼らを見ている。

　こういうことが起こるのが祭りってわけか。何だか祭りの威力を過大評価してしまっているようで気にくわない。

　コーチキンは、では会場で、といってチェリ先輩とともに立ち去った。彼を見おくった父はネルリに向きなおった。

「はじめまして、二世ネルリ・ドゥベツォネガ王女太子殿下。中央活動委員会文化保全室のカリク・カリガネフと申します」

　深々とお辞じ儀ぎする父に、ネルリは姿勢を正した。

「お会いできて光栄です、委員殿」

「国王陛下ならびに王妃陛下にはおかわりございませんでしょうか。両陛下が本地においでの際、あるパーティの席上で親しくお声をかけてくださいましたことを昨日のことのように記憶しております」

「両陛下におかれましてはつつがなくすごしておいでの由よし。貴殿のお気遣いに、両陛下にかわって御礼申しあげます」

　芝居がかってる、と僕は思った。衣装や化粧や、そもそもクラスみんなで耳刈ネルリの芝居をやること自体が、子どもだましの悪ふざけに感じられて恥ずかしくなった。

「大ネルリに扮された殿下のお姿を拝見しておりますと、『ネルリ十勇士』に胸おどらせた少年時代を思い出します」

　父がいうと、ネルリは「ほほう」と声をあげた。

「『ネルリ十勇士』！　本地にも紹介されていましたか」

「はい、殿下。色あざやかな挿さし絵えのついた『ネルリ十勇士』の本が幼いころの宝物でございました」

　二人はよくわからない固有名詞をいくつもあげて、ゆかいそうに会話した。

　何だろう、このみっともなさ。サブカルチャーを語る父親って、見ててスゲーみっともない。息子としていたたまれない。早くどっか行ってくれないかな。

　父はネルリ以外にもマルマイチ王国旧王妃ショナをはじめクラスメイトたちに如じよ才さいなくあいさつした。彼が立ち去ると、カミレがやおら僕のかたわらに寄った。

「レイチ、あの人、文化保全室って……」

「うん。でも知らない人だな」

　そう答えたのは、他言無用という父の命令に従ったのではなくて、早く会話を打ちきりたかったからだった。

　忘れよう、あんな人のことは。自分が何のために、誰のために舞台に立つのか、肝かん心じんなところを見うしなっては駄だ目めだ、とみずからにいいきかせた。

　僕の愛する本当の家族は汚いカバンを背負ってやってきた。

「おう、レイチ。みんな時代物の格好なのに、どうしてお前だけ私服なんだ」

　僕は彼にいいかえした。

「これ衣装だよ、お兄ちゃん。義勇兵の役なんだから。そっちこそ、その髪型何だよ。女みたいだ」

　僕と兄は、いつもどおりの軽口でお互いひねくれものであることを再確認して、抱きあった。

「元気そうだな、レイチ」

「お兄ちゃん、来てくれてありがとう」

　久しぶりに会う兄は髪を長く伸ばしていて、よれよれの服に不ふ釣つりあいなボウタイなんかしめて、いかにも都会の大学生といういでたちだった。こんな格好で故郷に帰ったら目立って仕方ないだろう。

　彼がクラスメイトにひととおりあいさつしおえると、僕は彼を案内して観客席の方へと歩きだした。父が来ていることを伝えると、彼は驚いて足を止めた。

「親おや父じが？　マジで？」

　僕は、父の電報のこと、コーチキンと旧知の仲であるらしきことを話した。

　兄は顔をしかめて、てのひらで目をこすった。

「まったく……何考えてんだ、あの人。おじいちゃんが死んだときも帰ってこなかったのにな」

　それから僕らは口をつぐみポケットに手をつっこんで、似たような歩き方で歩いた。父のことで会話がとぎれるのはいつものことで、僕にはこの気まずい雰ふん囲い気きが懐かしく思えた。

「そういやコーチキンってさ――」

　兄は近くの寮塔を見あげた。「何か評判悪いよな。小説詳しい奴にきいたら、最近小説の方は全然書いてなくて、政治論文出そうとして発禁くらったらしい。反活動系の団体に肩入れしてるってうわさもあるし。よくそんなのを審査員として呼んだな、ここの学校」

「変なとこなんだ、ここ」

　僕はこの学校に進むことが決まったときのことを思いだした。中学を卒業したら伯お父じさんたちの畑を手伝って働こうと思っていた僕のところに父から手紙が来て、八高に入学するように告げてきたのだった。兄二人はそれに異を唱えた。特に下の兄は、僕のやりたいことをやらせるよう中央活動委員会気付で父に何度も手紙を書いてくれた（それが父に届いたのかどうかはわからない）。

「何というか、ここは息苦しいよ。入り口の警備とか、高い塀へいとか、このうっとうしい塔とかさ。それに見てみろ、俺たち以外はお高くとまった奴らばっかりだ。住む世界がちがうって感じじゃないか」

　僕らの前を、黒いスーツの男たちにとりまかれた恰かつ幅ぷくのいい紳士がステッキ片手に歩いていた。兄は悲しげな顔をした。

「俺も兄貴もお前のことを心配してる。こんなところでお前らしさがおしつぶされていやしないかって」

「それなりに自由にやってるよ。だいじょうぶ。何とかなるもんだよ」

　僕は笑って答えた。それから、もう花は終わってしまったけれどはじめて大規模に植えた都みやこ菖蒲あやめや、いろいろ手伝ってやらないといけないひょうたん畑やぶどう畑のことを話した。

　観客席は埋まりつつあった。すでに座っている人たちのしゃべる声が塔の間に響いて、まるで通り雨の下にいるかのようだった。彼らの頭の向こうに舞台が建っていた。稽けい古こに使っていたときよりもずっと大きく立派に見えた。

「じゃあ、ここで。ありがとう」

　兄は区画分けをするロープを指でもてあそんだ。「出番まで何をして待つんだ。ずいぶん長いだろ。最後の稽古か」

「うん、稽古と……あとは、そうだな……とりあえず、クラスのみんなといるよ」

　僕たちは握手をして別れた。

　十一組の宣伝スペースにもどるため外環路を歩きながら、僕は罪悪感とも解放感ともつかぬ心の騒ぎをおぼえていた。

　兄は僕の最高の友達で相談相手で――特に下の兄は年も近く、どんなことでも話せる仲だったのに、僕は彼にかくしごとをした。

　かくしごとといっても別にたいしたことではなかった。ぐちみたいなものだ。ケンカ売ってくる先輩がいるとか、寮塔の階段ウゼエとか、男の子だってホントはキレイになりたいんだょとか。そんな細かい不満を兄にいいたくなかった。たぶん、いえと命令されても口を割らなかっただろう。

　おかしなことに、あのクラスメイトたちにならうちあけられるような気がしていた。

　彼らに対して兄以上に親しみを感じているというわけではない。兄といると心から安らげるし、何だか楽しいことが起きそうでわくわくする。

　でも彼には僕の成功している部分だけを見せたいと思った。それが彼の優しさに対する答えであるべきだった。逆にクラスメイトたちには僕のダメさ加減を知られてもだいじょうぶな気がした。兄とクラスメイト、どちらかが大事でどちらかが大事じゃないとか、態度をうまく使いわけようとか、そういうことではない。「ありのままの僕」「本当の自分」なんてものを理解してもらいたいという期待へのさえざえとしたあきらめが心にうかんでいるだけだった。

　クラスメイトたちのもとへもどると、ちょうどカミレの家族が到着したところだった。彼女は親きょうだいのキス攻めにあっていた。周囲の目を気にして彼女は身をよじり、逃れようとした。その姿はいつものとりすました様子からは想像もつかないおかしなものだったが、僕はそれをからかう気になれなかった。







　観客席には在校生用の区画も用意されていたのだが、ネルリの「出番までなるべく姿を見られたくない。謎なぞめいた存在でいたい」という要望を受けいれ、僕たちは教室塔にのぼり、窓から観劇することにした。

「イ＝ウが全然見えないじゃない。オーケストラピットを前に出しなさいよ」

　○が僕の双眼鏡から目を離して、あきれたように首を振った。

　演劇大祭最初の演目は舞ぶ踏とう隊たいの人民舞踏『青銅の女王』であった。チェリ先輩が踊るその後ろでイ＝ウがチェロを弾いているのだが、照明も当たらない舞台奥にいるので、その姿を確認することはできない。楽がく人じん所どころが奥まったところにあるのは本地式舞台の伝統だ。

　およそ本地の舞台芸術は全ての人民に教育が行きとどいていなかった時代に、よりよい社会の建設をめざす活動の精神をひろめる目的で進化してきた。舞台のデザインもそれを受けたものになっている。上手の張りだした「舞台」は物語の主筋がどこで展開されているか明確に示すためにある。下手の狭い「回かい廊ろう」は登場人物の移動や場面の転換、あるいは汚職官僚の悪だくみなど、主人公にとってマイナスの事態が起こる場所と定められている。そうしたことを頭に入れていたので、はじめて人民舞踏を観る僕でもストーリーの大筋をつかむことができた。

　チェリ先輩が町を牛ぎゆう耳じる青銅の女王とカードバトルするシーンでは、セリフがないのに二人の白熱した応おう酬しゆうが聞こえてくるようだった。これは彼女の表現力によるものだろう。

　ネルリはお菓子を食べながら窓から身を乗り出し、食いいるように舞台を見つめていた。謎めくんじゃなかったのか？

　僕は双眼鏡で客席を観察した。舞台正面の来賓席にコーチキンのハゲ後ろ頭が見えた。その一列後ろには父の姿があった。

　舞踏が終わり、拍手の音が鳴りひびいた。舞台上に整列したキャストたちの中から一歩進み出てお辞儀するチェリ先輩に「ブラヴォー」という声がかけられた。

　ネルリはことこまかに舞踏隊のプログラムを批評した。

「群舞のレベルが低かったのは残念。ひとりひとりが自分のパートを踊るのでせいいっぱいだから、全体のことを誰も考えられない。これは演出家に問題がある」

　僕は人民舞踏に詳しくなかったし、楽人所からもどったイ＝ウも他のクラスメイトも似たようなものだったから、ネルリの評価に口をはさめるものはいなかった。

「まあ、チェリ・チェリョームハはよかった。あれのおかげで演劇大祭の前座としては何とか及きゆう第だい点てんを与えられるといったところであろう」

　彼女はえらそうにいうと、イ＝ウの労をねぎらってお菓子をすすめた。







　黒板の上のスピーカーからアナウンスのチャイムが鳴った。

「一年十一組レイチ・レイーチイチ、至急委員会塔受付に出頭せよ。くりかえす。一年十一組――」

「落としものでもした？」

　イ＝ウの問いに僕は頭を振った。

　何となく静かになってしまったクラスメイトたちに対し、僕はことさら何でもない風をよそおって教室をあとにした。

　食堂のオープンテラスは次の演目が始まるのを待つ人たちで混雑していたが、委員会塔の一階には受付カウンターに常じよう駐ちゆうするはずの委員すらいなかった。

　ただひとり父だけが、カウンター脇の掲示板に向かって立っていた。こちらに気づくと彼は僕がいま入ってきた扉を指さした。

「カギをしめてくれ」

　僕はカギを回し、かんぬきもかけた。委員会塔は委員会が闘争（スローガンに使われる常じよう套とう句くの「闘争」ではなく、切った張はったのガチバトル）のための組織だったときからの伝統にもとづき、非常時にはたてこもって持久戦ができるような造りとなっている。

「今日は締め切りのようだ。委員会塔委員にたのんでカギを貸してもらった」

　父はポケットに手を入れた。

「何の用？」

　僕がたずねると父は、上で話そう、といって階段に向かった。

　二、三階を占める大会議室の明かりはスイッチを入れても点灯するまで時間がかかった。高い天井から冷たい空気がゆっくりとおりてきて、僕の頭からつまさきまでを撫なでおろした。

　父は机の間の階段をおりていき、演えん壇だんを見あげた。

「立派な議場だな」












　そういって僕にふりむいた。返事を期待しているような顔つきだった。

　僕たちは一番低い段の席に少し離れてついた。黄色がかった光の下で父の白髪しらがが目立った。前に会ったときにはもうすでに総白髪といっていい状態だったが、ふだんは八高自治委員でいっぱいになるこの場で見る父の白い頭には、なぜか胸をつくものがあった。

　この大会議室の椅子に座るのはおよそ二ヶ月ぶりだった。入学当初、僕は自治委員会に所属していた。そして一週間でクビになった。そのきっかけとなったもめごとは父の耳に入っているのだろうか。そのことで父に叱しかられても一切反省しない自信はあった。そもそも父に叱られた経験がないので、それが恐ろしいのかどうかもわからなかった。

「おもしろい題名だな。『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』か……」

　父は背広の内ポケットから演劇大祭のパンフレットを取り出してひろげたが、すぐにしまった。僕たちの演目はそこには記されていない。

「お前が考えたのか？」

　僕は頭を振った。

「うちの脚本家が」

「お前の同級生か？」

「うん」

「さっき会った中にいるか？」

「逆三角形の飾りがくっついている鉢はち巻まきみたいなのをしてた女子」

　父は、ベイン教徒だな、とつぶやいた。

「コーチキンの原作をとりあげることにしたのは彼女の発案か？」

「いや、誰がいいだしたということでもなくて……何となく決まった感じ」

「誰かがコーチキンの知りあいということは？」

「ない……と思うけど」

　何だか変だ。

　五年ぶりの親子対面だっていうのに、まるで尋じん問もんみたいだ。

「チェリ・チェリョームハと親しくしているものはいるか？」

「いったい何の話をしてるんだ」

　僕の声はこっけいなほど天井に響いた。怒りよりも悲しみの方が大きかった。どうして僕の話を聞いてくれないんだ。どうして質問と意見を発するばかりなんだ。

　父は黙ってこちらを見つめていた。彼が僕に恥をかかせようとしているのがわかった。早合点で勝手に興奮していることを、冷静さを失って活動委員との会話を途と切ぎれさせたことを、僕に反省させようとしている。父はひとりごとのようにいった。

「コーチキンが演劇大祭のさなかに、ある計画を実行に移そうとしている。たいしたことではないが、ある種の人々を困らせることになるような計画だ」

「計画……？　何の？」

「機密なので答えられない」

　冗じよう談だんみたいな生き真ま面じ目めさでもって父は答えた。

「父さんは計画の内容を知ってるんだね」

「答えられない」

「僕たちに関係してるのか」

「答えられない」

「何も答えられないのなら、なぜ僕をここに呼んだんだ」

「何か知っているかと思った。今日のプログラムの中であやしいのはチェリ・チェリョームハの三年一組とお前のクラスだ。チェリ・チェリョームハはコーチキンと親交があるし、お前のクラスが大祭の最後をかざるのは不自然だ」

　中央活動委員会は連邦で行われる全ての行事に目を光らせているんだね。ご苦労なことだ。

「もしコーチキンが接触してきたら教えてほしい。できれば彼が事を起こす前に止めたいと思っているんだ。私が身元を明らかにしてここにやってきたのもそのためだ」

　身元を明らかに？　僕の父であることも明らかにしていないのに？　何が明らかなんだ。何もかも秘密のままじゃないか。

　僕が黙っていると、父は、もう行くよ、といって立ちあがった。

「来賓というのは面倒なものだな。こういう晴れがましい場は好きじゃない」

　彼は僕にも移動をうながしたが、僕は席を立たなかった。すると彼はカギの束を投げてよこした。

「帰るときにしめろ。忘れずにな」

　カギは床に落ちた。

「父さん、僕らの舞台を邪魔したら許さないから」

　僕がいうと、父は再びあわれむような顔をした。

「そのことばをそっくりそのままお前に返すよ、末っ子レイチ」

　父が去ったあとも、僕はただじっとカギを見つめていた。

　コーチキンの計画。父の対策。知らないうちに仕組まれていた陰いん謀ぼう。拒絶する理由としてはそれだけで充分すぎるくらいだが、僕はさらにつけくわえよう。

　僕らは耳刈ネルリと七人の花婿。耳刈ネルリさまに片耳つままれちまってる。芝居が終わるまでこのあからさまな呪いはとけない。







　だから僕はいってやった。呪いの根源に。僕らを「計画」や陰謀や俗世間から疎そ外がいするスティグマ星人に。

「ネルリ、今日は僕がずっと君のそばにいる。出番が一番少ないからな。脚本助手あらためネルリ助手だ」

　ネルリは、

「大ネルリは猿さるの手も借りたいほどいそがしい方だったというし、いいのではないか」

　といって骨つきの肉にしゃぶりついた。

　カラスと机は煮こめば食えないこともないところが似ている――ネルリの国のことわざである。好き嫌いはやめよう、という意味だと思う。たぶん。

　本番前の緊張から食べものがのどを通らないクラスメイトたちをよそに、ネルリとその家臣は食堂で大量のメシをたいらげた。

　僕もたらふく食べた。大家族の過酷な生存競争をくぐりぬけた胃袋はやわじゃない。

　腹ごなしを兼ねて、予備音楽室でリハーサルを行った。

　かつてあれほど厳しかったネルリの稽古も、このときはなごやかムードだった。大ネルリ化しているネルリにとって共演者がトチることなど瑣さ末まつな問題だったのだろう。

　それが一段落すると、みんなトイレに行った。

　僕たちの学校にはトイレが男女各一ヶ所しかない。ネルリ助手の僕はネルリとともにロビー東にある女子トイレに向かった。だがあいにくプログラムの合間に当たっていたのでトイレの外まで長ちよう蛇だの列ができていた。

「あとにしよう。本番まではまだ時間がある」

　せっかち王女ネルリの提案で、僕たちは第一教室塔にひきかえした。途中、彼女は突然立ちどまった。

「いや、待て。こういうとき、大ネルリならどうしただろう。ナナイ、わかるか」

　急にふられたナナイはことばにつまった。

「え……あの、わかりかねます」

「レイチは？」

　脚本助手でありネルリ助手でもある僕にとっては愚ぐ問もんであった。

「答えは野の。野で済ませる」

　僕が答えるとネルリは手をたたいて喜んだ。

「よくぞ申した。大ネルリにとっては思いたったがトイレタイムである」

　彼女はその場で騎馬民族ズボンをするりと脱いで、生理的欲求むきだしの営いとなみをシャーッとやった。僕はその光景を目に焼きつけようとしたが、ナナイの三日月蹴りをアバラにくらってダウンを喫したのであえなく失敗。そしてなかば失神。

「余計なことをお耳に入れるな」

　といいながら僕の襟えり首くびつかんで連行するナナイに、

「役作りには欠かせないだろ」

　と心の旅先（おしっこ白びやく夜や行こう）から返信しておいた。

　しかし実際の戦場ではそのあたりどう処理していたんだろうね？　たとえば女の子だけの竜騎兵団パンツアードラグーンがあったとして、馬上でおしっこしたくなったらどうするの？　すぐ脱げるように一見パンツのようなズボンをはくの？

　このアイデアをぜひ具体化したいと思っていたところにコーチキンがやってきたのでノベライズを依頼しようかとも考えたが、こんなジジイに書かせたらせっかくのパンツ竜騎兵にダッセエかぼちゃパンツはかされそうなのでやめた。

　文化英雄は胸にかざった花の香を気取った仕草で嗅かいだ。黄色い蓬ほう萊らい香こうの花だった。

「ネルリ殿下はこちらにおいでかな？」

　とたずねてくる文化英雄に、はい、おしっこです！　と元気に答えようとした僕の機先を制してナナイが、鹿しかを狩りに、とみやびやかな隠いん語ごでごまかした。

「鹿狩り」をスッキリ済ませてもどってきたネルリに、コーチキンは頭をたれた。

「殿下、あらためまして今回の『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』の御上演をお祝い申しあげます」

「ありがとう、英雄コーチキン」

　野ネルリはスッキリすました顔で手をさしのべ、コーチキンに口づけを許した。

「殿下にお願いしたいことがございます」

　我らが英雄はネルリの手を取ったままいった。

「何でしょうか」

「どうか少しの間だけ私のために大ネルリを演じていただけませんか。おろかな老人の願いをなにとぞお聞きいれください」

「いいでしょう」

　ネルリは手鏡を取り出し、みつ編みの角度をちょっと直した。

「本地民よ、私に何の用だね」

　コーチキンはなりきり耳刈ネルリの前にひざまずいた。

「おお、大ネルリ陛下。お会いできて光栄です。遠く後の世からずっとお慕いしておりました」

「私も汝に会えてうれしく思う」

　と成なり切きりネルリ。正直あまり普段とかわらない気がする。

「胸のすくような陛下のご活躍から私は勇気をさずかりました」

「圧政に苦しむものよ、困ったときには我がもとに参るがよいぞ」

　さすれば耳を刈ってやろう、と心の中でセリフを補足しておいた。それにしても、こんな反体制的な即興劇を他の誰かに見られたら非常にまずい。たとえば自治委員とか。僕の父とか――。

「コーチキンさん！」

　僕は耳刈ネルリにすっかりお熱の文化英雄にかけよった。

「あなたの『計画』とはいったい何だ。ネルリに関係することなのか？」

　コーチキンは、誰？　って顔でネルリを見た。

「これはネルリ助手である」

　とネルリは説明した。

「何かをたくらんでいることは知っている。僕たちの舞台の邪魔をするつもりなのか？」

　僕はいらいらしていた。耳刈ネルリをあがめたてまつる父もコーチキンも、あがめたてまつられてデレデレしている成切ネルリことネルリも、何もかも気にくわない。みなさん、このネルリはフィクションです。実在の人物・団体・ネルリにはいっさい関係ありません。

「私は亡ぼう命めいを希望している」

「亡命……？」

　ネルリが目を丸くした。

　僕は驚きのあまり失禁しかけた。亡命って……。そんなに真剣な「計画」だったの？　ネルリに卵をぶつけるとかネルリの蒲ふ団とんに顔をうずめるとかネルリを七人集めて野武士を撃退するとか、そういう文化的で英雄的なパフォーマンスじゃなかったの？

「連邦文化英雄のあなたがなぜ亡命など……」

　素すネルリにもどったネルリがたずねた。

「連邦に言論の自由はもうありません。中央活動委員会は求心力を失い、連邦諸国をつなぎとめるのがやっとのありさま。何とか不満をおさえこもうとして、批判するものへの弾圧を強めています。恣し意い的な検けん閲えつを批判した私は、小説を発表することができなくなりました」

「あわれなるかな、本地民」

　ネルリは袖そでを顔に当てて、よよよと泣き真似をした。「かごの中の小鳥。行きどまりの相撲すもう取とり。自由を奪われ、苦しかろう。我が軍団が健在ならば、耳刈って無理にでも連れ去るものを」

「ああ、私は生まれる国をまちがえた。そうでなければ生まれる時代を。大ネルリの乱に遭あっていたなら、みずから耳を刈ってその軍に身を投じていたものを」

　耳刈王女と文化英雄は詩し吟ぎんのようなものをうなりあって悦に入っていた（ナナイの解説によれば耳刈ネルリをたたえる頌しよう歌かだという。いっそのこと二人でミュージカルやってりゃよかったんじゃねーの？）。

「陛下、永ながのお別れです。私は名づけ子チェリの芝居が行われている間にこの場を脱け出します。陛下の竜りゆう顔がんを拝するのはこれが最後となります」

「どうか息そく災さいで、英雄コーチキン」

　ネルリはハゲ額にキスをした。

　そうはいかない、と思った。

　そううまくいくはずがない。「計画」は外部にもれている。父が何かを知っている。

「コーチキンさん、実をいうと僕の父は――」

　全てぶちまけてやろうと思って口を開いたが、結局いえなかった。それをうちあけたところで何にもならないし、僕には何もできないし、それに――父のことをネルリに知られるのが怖かった。僕を平気で無視するような父のことを。

「実は、その……父があなたの大ファンで……サインしてください」

　僕がさしだした大祭パンフレットの表紙に、文化英雄は気前よくサインしてくれた。計画のことをどこで知ったのか問われたので、チェリ先輩とスキャンダラスな関係にあることをほのめかすことでごまかしておいた。ウソ丸出しモテモテ詐さ欺ぎをはたらく僕をナナイが冷たい目で見ていた。







　沈みきらぬ太陽が、この短い季節だけの気まぐれで、夜空をえもいわれぬ灰緑色に染めあげた。

　寮塔の影が規則正しく並び、チェリ先輩の立つ舞台を守護するように光をさえぎった。

『動乱』の主人公オリガを演じるチェリ先輩の登場を観客は拍手で迎えた。

　十一組の面々は教室の窓から彼女に手を振った。舞台からはこの電灯のともった窓が夜空にうかんで見えただろう。

　オリガは気立てがよくて働きものでおっぱいが大きくて、古きよき本地民の理想的女性像を体現していた（最後の項目に関してはチェリ先輩は少しがっかりな感じだったので、僕はイ魔マジネーションで脳内魔改造しておいた）。

　オリガはおなかを空すかせて倒れていた巡礼を助けた。巡礼を演じるのは例のとりまきヴェーラだ。オリガは自分の着ていた皮衣まで巡礼に与えた。

「あ～、ダメだ私。巡礼の困ってる話とかツボだわ～」

　▽がハンカチで目頭をおさえた。

　僕の横でお菓子食ってる奴のご先祖さまによっておっぱじめられた戦争がやがて平凡な村娘オリガの日常にも影を落とす。

　都グネドコから派遣された本地防衛隊のネルリ追つい討とう軍ぐんが村に駐ちゆう留りゆうする。青年士官リューリクとオリガは激しい恋に落ちる。いつ出撃命令がくだるかもわからない状況で、リューリクはオリガと将来を語りあう。

　男前な先輩（彼女アリとのうわさ）演じるリューリクが「舞台」の中央でオリガを抱きしめた。

「この戦争が終わったら結婚しよう」

「彼き奴やつらの恋愛など冥めい土どの土産みやげ！」

　とコメントしたのは冥土に送る側目線のネルリ。

　第二幕は耳刈ネルリの乱によって人民がこうむった被害についての描びよう写しやで始まった。

　ネルリ軍の兵に扮ふんする人たちは皮のプロテクターを着けてヒャッハーな感じで舞台をかけまわり、さらには観客席にまで飛び出した。ダイナミックな演出だ。

　ネルリは、

「大ネルリの兵は史上もっとも軍規の整ったものたち！　耳を刈られた戦せん奴どは大ネルリ近この衛え軍ぐんに後ろから狙われていたので、ああした無法な真似はしなかった！」

　と歴史的観点から抗議した。

　耳刈ネルリを迎えうった我らが本地防衛隊は案の定あっさり負けて、捕ほ虜りよになった将校たちは「舞台」に連行された。命いのち乞ごいする彼らは問答無用で死刑を宣告され、「回かい廊ろう」で首を吊つられた。

　だが最後に残ったリューリクは耳刈ネルリに悪態をつきつづけた。

「待て！」という声がかかって、ネ軍の兵士はヒャッハー行為を中断した。

　異国風のきらびやかなよろいを着て悪魔のような仮面をかぶった武者が「回廊」を歩いてきた。

「大ネルリ！　待ってました！」

　とネルリが声を張りあげた。彼女と同じ意味で待っていた人は他にいなかっただろう。

「その方、本ほん地ち民みんにしてはなかなか骨がある。気に入ったぞ。我が配下に加われ」

「誰が貴様の手下などに！」

「いつまで強がっていられるかな？　こやつを牢ろうにつなげ。いずれ耳を刈ってやろう」

　以上のようなやりとりがあって男前リューリクは見事ブタ箱送り。ヒャッハー！　待ってました！

　場面はかわって村のオリガ。「回廊」の欄らん干かんにもたれかかって婚約者に思いをはせる。

「ああ、あの方は無事かしら。耳刈ネルリにつかまって耳を刈られていないかしら」

　さすがチェリ先輩。恋する乙女おとめの真に迫る表情。観客席は静まりかえり、彼女の一挙手一投足をかたずをのんで見まもっていた。

　意を決して村を飛び出し、防衛隊の陣地に走るオリガ。当然のごとくネルリトゥルーパーズにとっつかまり、投獄される。耳刈ネルリの前に引き出されるオリガ。もはやこれまで、と（原作から入った僕たちネルリスト以外の）誰もが思ったそのとき、

「お前はあのときの村娘！」

　耳刈ネルリが仮面をはずした。その顔はかつてオリガの助けた巡礼。あの巡礼姿は戦に敗れた耳刈ネルリが再起のときをうかがうために身をやつしていたものだったのだ。

　情けは人のためならず！　ということでオリガとリューリクはともに解放されてめでたしめでたし。

　かと思いきや、村にもどったオリガは耳刈ネルリとの内通を疑われて、今度は活動委員会に逮捕されてしまう。

　いったいどうなる、というところで第二幕終了。魅みせてくれるぜコーチキン。

　そして第三幕。

　オリガは都みやこグネドコに連行され、活動委員会の尋問を受ける。オリガのいいぶんは聞きいれられない。耳刈ネルリのところにいたヒャッハーマンのひとりが証人になってオリガと耳刈ネルリの仲をもっともらしく語り、オリガは有罪に。スパイはもちろん死刑である。

　まっくらな獄に放りこまれたオリガにスポットライトが当てられた。活動委員の厳しい追及に疲れはてて床に横たわっている。ややあって彼女は鉄てつ格ごう子しにつかまり、かろうじて身を起こした。……って、あれ？　鉄格子が見えない。僕は双眼鏡で彼女の手元を注視した。やはり何もない。だが彼女の手は何かをつかんでいるとしか思えない様子でふるえているし、体は壁に寄りかからなければ維持できない角度で持ちあげられている。

「すごいな、あれパントマイムだ」

「パントマイム？　そんなわけないじゃない」

　とカミレが冷笑するので、僕は双眼鏡を手渡した。

「ウソ……。何もないところに寄りかかってる。どうなってんの」

　彼女はおのが目を疑うように双眼鏡を目に当ててははずした。クラスメイトたちが我先に双眼鏡を奪いあい、それぞれに驚きの声をあげた。

「そんなものに頼らなくても見える！」

　下僕から双眼鏡をすすめられた野生王女ネルリは意味のわからない意地を張った。

　舞台上のオリガが身をすくめ、襟元をかきあわせた。牢ろう獄ごくの冷気が伝わってくるような仕草だった。八高全体が死の家と化したかのように静まりかえっていた。

　オリガが重たい足どりで獄舎の奥へと歩みはじめた。

「あっ……」

　彼女は蹴つまずいた。床を手さぐりし、何かを拾いあげる動作をする。

「何かしら、お皿……？」

　○が双眼鏡から目を離した。「そうか……他にも囚しゆう人じんがいるのよ、きっと」

　オリガは雑居房の隅にようやく居場所を見つけた。「隅」といっても舞台のまんなかなのだが、座りこむオリガの両側に、ないはずの壁がありありと見えるのだ。膝の間に顔をうずめていた彼女が体を緊張させ、顔をあげた。

「……何をやったか、ですって？　私は何もしていません」

　牢名主か世話焼きババアか何かが新入りに声をかけてきたのだ。わかってるよ、ここに来たものはみんなそういうのさ。

「いいえいいえ、神に誓って私は潔白です。私はただ、この身に降りかかったことを正直に活動委員の方にお話ししただけです。それが罪となるのなら、活動委員会は私よりも重い罰を受けるべきですわ」

　激しい調子のオリガに、新入りを軽くビビらせてやろうとした相手がかえって怖おじ気けづく。あんた、声が大きいよ。看守の耳に入ったら独房行きだよ。

「かまいませんわ。私は自分の正しいと思うことを行うだけです。神さまが私に勇気を与えてくださるでしょう。……まあ、これを私に？　どうもありがとう」

　オリガは一枚の毛布を与えられる。それを手に取り、彼女は一瞬顔を背ける。囚人の使い古した汚い毛布なのだ。だが寒さには勝てない。彼女はおそるおそるそれを体に巻きつける。

「ああ、リューリクさま……。きっとあの方も耳刈ネルリにつかまって、このようなつらい思いをなさったのね。神さま、これもあなたのお考えなのですね。ならば私はこの苦しみを甘んじて受けましょう。いつかあの方と再会できることを信じて」

　照明が少しずつしぼられ、やがて舞台に闇が降りた。

　一瞬の静せい寂じやくの後、割れんばかりの拍手が起こった。まだ芝居が終わっていないのに、客席の盛りあがりはクライマックス状態。塔の上から観ている僕らも思わず拍手。

「いやあ、引きこまれた」

「すげえ。牢屋の中が見えたよ」

「あ～、ダメだ私。女子刑務所ものとかツボだわ～」

　ネルリだけが不満げに頭を振った。

「あんなものは器用貧乏の最たるもの！　よくできたトリック！」

　ほめてんのかけなしてんのか。

　客席の騒ぎが収まらないので舞台の照明がもどらず、おぼろげな残光にうかぶ雲が地上のうなりにかきまぜられて逆巻いた。

　僕は来賓席に双眼鏡を向けた。コーチキンの姿はもうなかった。







　リューリクは婚約者の潔白を中央活動委員会に訴えるため、都グネドコに向かう。しかしそこで彼を待ちうけていたのは官僚主義の厚い壁だった。

　窓口をたらい回しにされるリューリク。

　疲れと不安で道ばたに座りこんでしまった彼に、ひとりの老人が声をかける。

「どうなされた、お若いの」

　リューリクはこれまでのいきさつを老人に語る。オリガとの出会い、耳刈ネルリにとらわれたこと、オリガに助けられたこと、オリガがスパイの疑いをかけられて死刑を宣告されたこと、彼女を助けるすべがないこと。

「あなたの正しいと思うことをつづけなさい。活動の精神が導かんことを」

　謎の老人はそういって去った。

　あくる日、リューリクは中央活動委員会本部に出頭を命じられる。そこに赴おもむいた彼が見たものは中央活動委員長の席に座る昨日の老人だった。

　委員長の公正な取り調べによりオリガの無罪が判明する。彼女の勇気、リューリクの忠節に対し、勲章が授与されることとなった。

「ご都合主義ここに極まれり、ね」

　窓枠に肘をついた○がつぶやいた。でもコーチキンは委員会の決定が場当たり的なものであることをいいたかったんじゃないだろうか。

　オリガとリューリクが手を取りあって「舞台」に登場した。その後ろで人々が歓声をあげ、飛びはね、踊った。

「何があったのですか」

「防衛隊が耳刈ネルリの首を取ったのです。本地は守られました」

　これを聞いたオリガとリューリクは抱きあい、喜びを新たにする。

　平和がふたたび訪れた。

　若い二人の行く先にどんな試練が待ちうけているのか、それは誰にもわからない。だが彼らが活動の精神を心に抱きつづけるかぎり、悪あしきものは必ずや退けられるだろう。





動乱　了






「大ネルリは本地の軍などに負けなかった。もし敗死したというのなら、いまある王国は、この二世ネルリは何なのだ！」

　アイデンティティの危機に直面するネルリは無視して、僕は先輩たちの演技に拍手を送った。あくまでフィクションだからね。

「プレッシャーだわ。私、彼女とくらべられるのよ」

　そうショナがいうと、サンガさんが肩を抱いて励はげましのことばをささやいた。僕も誰かに心身ともに激励してもらいたい……。ショナはチェリ先輩と同じ村娘役だからいいけど、僕なんか原作に登場しないオリキャラだぜ？　どんなに好演しても原作信者にぶったたかれること必至。

「すげえな。拍手が鳴りやまないや」

　机に腰かけ、足を窓枠にのせたヘイジンがつぶやいた。

　スタンディングオベーションの波がひろがり、眼下の観客席は夜の川面みたいに暗くうねった。舞台にたくさんの人たちがかけより、チェリ先輩をはじめとする三年一組の面々に花束を渡した。

　ネルリが「ふん」と鼻を鳴らした。

「何だか怖くなってきた。私たちもあの舞台に立つんだよね」

　イ＝ウがクラスメイトたちの顔を見わたした。舞台の照明を背にした彼女の表情にはいつもの明るさがなかった。

　ワジが、あんなもんたいしたことない的な強がりをいい、ナナイにたたかれた。カミレはしきりに髪をいじっていた。ミッカはカーテンを体に巻きつけ、じっと舞台を見つめていた。

　正直、僕も怖かった。いますぐお客が全員帰らないかな、と思った。

「だいじょうぶ、たくさん稽古してきたじゃない」

　▽が僕たちを鼓こ舞ぶするように跳びあがり、奇妙にねじくれた格好で手を打った。

　○がそれにつづいた。

「そうだよ。みんなで力を合わせて――」

　彼女のことばはネルリの「ふん」という鼻息でうちけされた。

「力を合わせるだと？　力を合わせる必要などない」

　クラスメイトたちの目が一斉に彼女に注がれた。彼女は教卓の上に立っていた。靴くつはちゃんと脱いであった。こういう妙なところで育ちのよさを見せるのがネルリだ。

「舞台には私の力が存在するのみだ。王である私の力が。汝らは奪われた花婿として、村娘として私を畏おそれ、そして――」

　彼女はカーテンにくるまったミッカに目を向けた。「侍じ女じよとして私をうやまえばよい。簡単な話だ。どうして緊張などする必要があろう」

　演説をぶつネルリはとろんとした目でトランス状態にあった。すっかり大ネルリに入りこんでいる。あるいは大ネルリに入りこまれている。要するに快楽物質が通常の二倍ドパドパ分泌されちまってる。

「我々の芝居の美しさ、豊かさ、正しさは私が保証しよう。私が舞台の屋台骨、月より明るい光源、歌声を運ぶ風となろう。汝らは心おだやかに舞台ですごせ」

　僕たちはあっけにとられて立ちつくした。外の拍手も、教卓の上に立つ寝言スピーカー少女に向けられたもののように聞こえた。

　ショナが机の間を進み、教卓の前に立った。

「ネルリ、あなたはいつも私たちを励ましてくれるのね。本当に優しい王女さまね。ねえ、その恐ろしい恐ろしいお顔にキスさせてちょうだい」

　彼女が手をさしのべるとネルリはお辞儀するようにゆったりと腰を折った。その頰にショナが口づけた。

「臣わたくしどもはいつもどおりに振る舞うだけでよいことになりますな」

　そういってナナイがワジの背中をたたいた。ワジが前のめりになりながら笑った。

「それなら楽勝だ。緊張はしてるけど、殿下の御前で緊張するのは普通だし、いいことだ」

「クソ度胸」

　カミレがつぶやいた。「本当にクソ度胸。耳刈ネルリにぴったりね」

「すげえなネルリ。即興劇でもいけるぜ」

　ヘイジンが窓枠を蹴って回転し、体をネルリの方に向けた。

「ネルリ、かっこいい。わたしも、がんばる」

　ミッカがカーテンをばさりと脱ぎすてた。

　イ＝ウが胸の前で両手を握りあわせた。

「やれる気がしてきた。私たちのお芝居をみんなに見せたい」

「見せてやろうよ、本物の耳刈ネルリを」

「ネルリアリズム！　二百年ぶり二度目！」

　気合を入れる○と▽の姿に、サンガさんが苦笑した。

「ハハ、みんな熱くなりすぎ。君たちはホント好きだよな、そういう一体感とか挑戦とかさ」

　彼はそういって、あふれる涙を袖でぬぐった。

　結局僕らはネルリの激しい感情に踊らされてしまう。歌まで歌わされちまう（このあとすぐ！）。ネルリは心がありあまってる。僕はことばがあまっている。あまったことばで僕は水をさすことしかできない。

「その前にお茶でも飲まないか」

　僕はつとめて静かな声を出した。「そのあと振付のチェックをして、それから本番だ。本番がやってくるんじゃない、こっちからのりこんでやる」

　ネルリは「ナラー」と叫んで教卓から飛びおり、チョークをつかむと黒板に文字列を走り書きした。

「ものども、これを胸に刻め！」

　彼女はゲンコツで黒板をたたくと、クラスメイトたちを引きつれて教室を飛び出していった。

　ひとり遅れた僕は彼女の檄げき文ぶんに直面した。あちらの国のことばだったので何を書いてあるかはわからずじまいだった。







（幕の間）




　コーチキンの手記




　六月四日







　第八高等学校に向かう汽車の中でこれを書いている。

　もう引きかえせない。




　この年になると旅はつらい。

　二十一歳からの十年間を収容所で過ごした。

　その後遺症がいまになって体のあちこちに表れている。

　私の骨はボロボロだ。

　医者によれば日光に長いこと当たらなかったことが原因だという。

　収容所で同じ房だった男は一日中南の国の話をしていた。

「暖かいところさ。クソ暖かいのさ。俺はあそこに行ってもどってきた。

　つかまったのはそのせいさ」

　のちに私は彼のことを小説に書いた。

　読者はあの作品をコメディと受けとった。




　八高の演劇大祭に耳刈ネルリの子孫が出るという。

『動乱』の耳刈ネルリ役でだ。

　私の処女作『耳刈ネルリの乱』を思い出す。

　あれは検閲でずたずたに切りさかれてしまった。

『動乱』を書いたのはその意い趣しゅ返がえしだった。




　生きたネルリに会いに行く。

　初恋の人に再会する気分だ。

　作家としての私にとって、初恋の相手は耳刈ネルリだった。

　連邦の大敵、耳を刈る悪魔、屍しかばねの女王――

　禍まが禍まがしく、美しい。

　血の自由・血の調和・血の博愛。













　楽屋で一番リラックスしていたのはおそらくモリー先生だったろう。

「あいさつ回りは疲れますね。学生時代は舞台に夢中でしたから、先生たちが裏で色々な人と会っているなんて知りませんでした」

　いつもとちがってお役人みたいな上下そろいの服を着た先生は、楽屋に置かれたテーブルに頰ほお杖づえついて、ためいきまでついた。弱音をはく大人の女性っていいよなあ、と僕は思った。

　テーブルにのる台本やら大工道具やらを乱暴にどかして、ワジがティーカップを置いた。

「お茶が入りましたよ」

　先生が礼をいうとワジは、ごゆっくりどうぞ、といってさがった。

　ごゆっくり、じゃねえよ！　こっちは開演時刻二十分オーバーしてんのになぜか出番を待たされてピリピリしてんだよ！

　クラスメイトたちは舞台見取り図をのぞきこんで最後のうちあわせをしていた。ネルリはひとり離れて椅い子すに座り、毛糸を編んでいる。集中力を高めるのに効果ありとのこと。

　僕たちの楽屋は舞台の裏に立てられたテントであった。むかしのえらい人が「舞台とか楽屋とか、仮設だからいいんじゃねーかバカ」みたいなことをもっと難しいことばでいったのが起源らしい。そうした伝統は、あらゆることに効率が求められる現代でもさまざまな形で僕たちの行動を規定している。ネルリが自前の汚いろうそくを道のまん中に立てて火をつけようとしたのもその例だ。学生防衛隊に見つかって注意されると彼女は、

「幸さい先さきを祈るのに火を用いぬものがあるか！」

　といいかえした。だが「火気厳禁」一点張りでゆずらない防衛隊員と、なだめるクラスメイトに、ネルリは折れた。それで心も折れたのか、彼女は急にそわそわしだし、かぶとの緒をゆるめてみたり、空あくびをしたりした。彼女も彼女なりに緊張しているようだ。

　僕が声をかけると、彼女は、手をつないでほしい、といってきた。何コイツ意外と恋の獅し子し心しん王おうじゃん！　と思って手をつないでやったらサンガさんにも同じことをいったので何コイツ恋の都ネルリングラードじゃん！　と驚いている内にクラス全員＋ブラスバンドの計二十人が一列になって手をつないでいた。

　腕章をつけた学生がやってきた。

「開演のベルを鳴らします。準備はいいですか」

「いつでも」

　ネルリは落ちついた声で答えた。

「臣わたくし、先生に知らせて参ります」

　ワジが楽屋のテントに入り、すぐにひきかえしてきた。

「先生は眠っておいででした」

「そりゃ眠いよね。もう夜中だもん」

　▽がいうとネルリは、

「我が国ではみんな起床してラジオを謹きん聴ちようしているところ！　誰も寝てはならぬのだ！」

　といった。自分のことばで緊張がぶりかえしたのか、彼女は空あくびを二度した。

　ショナとサンガさんが抱きあった。

「早く迎えに来てね。私をひとりにしないで」

　そういってショナは夫にキスをした。村娘の初シヨ名ナを演じる彼女はこの芝居の最初の登場人物である。

　サンガさんも恋する讃サン賀ガになりきって恋人の頰をいとおしげに撫なでた。

　彼らは別れた。ショナはひとり上かみ手てに、サンガさんと僕は下しも手てに向かった。僕と同じく耳みみ刈かりネルリ軍のよろいを着たナナイ・ワジ・カミレもいっしょだった。

　舞ぶ台たい袖そでから見ると、舞台上はまっくらだった。緞どん帳ちようのない本地の舞台では闇やみだけがスタンバイする役者をかくす。衣ずれの音だけさせて上手袖から出てきたショナが所定の立ち位置である「舞台」中央に立った。下手の僕らは彼女の姿を「回かい廊ろう」の柱や欄らん干かんごしに見た。白夜の光にうっすらと照らされる彼女の姿は彫像のようだった。

　サンガさんが僕たちと握手をした。別れのあいさつだ。彼とは少しの間、敵同士になる。

　開演を告げるベルが打ち鳴らされた。

　ショナにスポットライトが浴びせられた。

　うつむいて立つ初シヨ名ナは人待ち顔。退屈しのぎに、あるいは早はや鐘がねを打つ胸をしずめるためにかハミングする。『愛の一生』の一節だ。

　サンガさんが暗い「回廊」にすべり出た。

「初シヨ名ナ、初シヨ名ナ……」

　彼のささやきに、初シヨ名ナははっと顔をあげた。

「讃サン賀ガさま？」

　讃サン賀ガはしのびより、初シヨ名ナに抱きついた。

「初シヨ名ナ！」

「讃サン賀ガさま……」

　か細い光の中で抱きあう二人。

「誰にも見つからずにおいでになれまして？」

「だいじょうぶ。兵舎は眠りの神が支配するところとなっている。君の方は？」

「私は平気」

　初シヨ名ナが恋人の顔を見つめた。「こんな夜中にお話とは、いったい何ですの」

　讃サン賀ガは初ショ名ナの肩をつかみ、体を引きはなした。

「実は……出陣命令がくだったのだ」

「まあ！」

　初シヨ名ナは口を押さえた。

「明日の朝発つ。耳刈ネルリを討とう伐ばつするんだ。奴はもうすぐそこまで来ている」

「あまりに急なこと……。心の準備もできませんわ」

「すまない。本当は何日も前にわかっていたことなんだ。だがこれは防衛隊の機密だった。それに……つらかった。君に別れを告げることが」

「別れだなんて……」

　初シヨ名ナはその場にくずおれた。「行かないで、どうか。あの恐ろしい耳刈ネルリと戦って無事にもどったものはないわ」

「行かなきゃならない。僕はもう十六だ。銃じゆうを取れる年だよ」

　讃サン賀ガは膝ひざを屈して初シヨ名ナの肩にそっと手を置いた。「きっともどってくる。約束する」

　楽がく人じん所どころから管楽器の切ない音色が聞こえてきた。耳刈ネルリが二百年前に作った（とされる）曲『渡り鳥のつがい』を二世ネルリがアレンジ・作詞した『涙のセヴンティーン』のイントロだ。

　初シヨ名ナが立ちあがって歌いはじめた。








　　ねえシックスティーン

　　一人前だといいはるあなた

　　私から見ればまだまだ子ども

　　戦いなんかに行かないで

　　あたら命を散らさないで









　讃サン賀ガも歌で返す。








　　ねえセヴンティーン

　　君は年上風吹かすけど

　　僕だって十六　何だってやれる

　　男になって帰ってくるぜ

　　ネルリの首が手て土産みやげさ









　二人は手に手を取って見つめあった。響きわたるリアル夫婦のハーモニー。








　　ねえ恋人よ

　　仮の別れというならば

　　いっそ笑顔で別れよう

　　離れていてもお互いの

　　笑顔を思い出せるように









　讃サン賀ガは手をさしのべ、名残なごり惜おしそうにふりかえりながら「回廊」を歩んだ。








　　ねえセヴンティーン――









　袖にさがる彼を見おくる初シヨ名ナはみずからの肩を抱いた。








　　ああシックスティーン――









　暗転。

　観客席からは拍はく手しゆが巻きおこった。

　しかしネルリはどんな顔してこの歌詞を書いてるんだろうね。どう見てもロマンチストって顔じゃないぜ、と思っていたら背後の闇の中でそのネルリが白粉べったりの古典主義面をうかべていた。

「サンガ、見事であったぞ」

　そう声をかけられても、サンガさんは素潜りからもどってきた人みたいに激しくあえいでいて返事ができなかった。それを見ていたら舞台にあがるのがさらに怖くなった。

「さあ、我が健こん児でいたち、雄お々おしき露払いどもよ。思う存分働いてこい！」

　ネルリ・ジ・エンプロイヤーが僕たちの尻をたたいた。僕たちネルリ兵は独特のとんがりヘルメットをかぶって戦闘態勢に入った。ネルリ軍に加わっているところを見られたらまずい（ダブルキャスト的に、そして世間的に）ので、ひさしからさしこむ形の鼻金で顔をかくしている。

「合図、ミッカの、合図」

　侍じ女じよ役のミッカがジャーンジャーンと銅ど鑼らを乱打した。

　頭がまっしろになる。

　突撃するのにもってこいの気持ち。

　舞台が一転まばゆい光に包まれる。

　わけのわからないわめき声とともにナナイとワジが剣を振りあげ、飛び出していく。

　僕も行かなきゃ。置いていかれたくない。

「回廊」を全力でかけぬけた。観客席に目をやる余裕はなかった。

　僕たち四人は舞台上で平行四辺形のフォーメーションをとった。観客席に一番近い頂点にはナナイがいる。僕は彼女の動きに合わせることだけを考えて踊おどった。曲は二世ネルリのペンによるこの夏最大のフロア・アンセム『ネルリ行進曲』である。特徴はとにかくＢＰＭが速いこと。演奏するもの踊るもの全てが泣きを見るこの曲は、本地防衛隊とネルリ軍の激しい戦闘の様子を表現している。

　進軍楽章のステップ＆跳躍から交戦楽章の剣舞へと移る。それが終わるとふたたび銅鑼が鳴り、下手からネルリがのっしのっしと歩いてきた。

　不敵な笑みをうかべて観客席をながめわたす耳刈ネルリ。その目にはおそらく配下の軍勢で埋うまる戦場の光景が映っているのであろう。

　耳刈ネルリは、王に敬意を示して剣をささげもつ僕たちの中央に立ち、

「いざ、追撃じゃ！」

　と号令をかけた。

　長くて重い矛ほこを持ちながらも、耳刈ネルリは縦・横・蜘く蛛も手で・十文字にかけまわり、さんざに突いて無数の見えない敵を討ちとった。その切れ味鋭い動きに客席から「オオー」と歓声があがった。

　ここで曲がかわって『いくさっていいな』。歌うは耳刈ネルリ＆ウォーリアーズ。








　　（ネルリ）　　　　　　　（コーラス）

　　いくさっていいな　　　　　ウォー　ウォー

　　いいな　いくさって　　　　　　フォーユー

　　行くならいくさ　　　　　　　ウォー


「いまこそ！」









　　いくさは自由　　　　　　ラン　ランララランランラン

　　どこへ行くにも　　　　　ラン　ランラララン

　　何をするにも　　　　　　ランラン　ランララランランランラン

　　殺すも奪うも　　　　　　ララララランランラン

　「思いのまま！」




　　おやつの時間も　　　　　ランランランランラララララ

　　お風呂に入るのも　　　　ランランランランラララララ

　　自分で決めていいんだよ　ランランランララランランラン

　　だっていくさだもん　　　ランラララン

　　ＡＬＬ　ＴＩＭＥ　　　　ラン　ラーン




　　いくさっていいな　　　　　ウォー　ウォー

　　いいな　いくさって　　　　　　フォーミー

　　行くならいくさ　　　　　　　ウォー


「行こうよ！」









　　いくさのすごさ　　　　　ラン　ランララランランラン

　　勝てば官軍　　　　　　　ラン　ランラララン

　　負けても我慢　　　　　　ランラン　ランララランランランラン

　　いちかばちかの　　　　　ララララランランラン

　「大一番！」




　　戦い終わり　　　　　　　ランランランランラララララ

　　戦士たち眠る　　　　　　ランランランランラララララ

　　平原に降る星　　　　　　ランランランララランランラン

　　そっと輝いて　　　　　　ランラララン

　　ＡＬＬ　ＮＩＧＨＴ　　　ラン　ラーン









　最後に肩を組んだ四人の兵士の上にネルリが飛びのってポーズ。拍手をもらって彼女は一礼した。

「待たれよ！」

　下手の「回廊」に立ちはだかったのは、ヘイジン扮ふんするつけヒゲ武者であった。時代劇でおなじみのまっかな「銃士服」を身にまとっている。

　耳刈ネルリは舞台におりたった。

「何者じゃ」

「それがしは本地防衛隊銃士の平ヘイ人ジンと申すもの。そこにあらせられるは耳刈ネルリ陛下とお見うけするが？」

　平ヘイ人ジンの問いにうなずく耳刈ネルリ。

「いかにも」

「ならば武士の情け、それがしと手合わせ願いたい。負けいくさとはいえ、雑ぞう兵ひようの手にかかるは銃士の名折れ。武名高き陛下がお相手とあらば、たとえ討たれても悔いはなし」

「その意気やよし。いざ参れ！」

　耳刈ネルリが矛をぐるりと回して兵たちをさげ、一騎討ちの舞台を作った。ぐいと片かた肌はだ脱ぎ、上段に矛を振りかぶる。

　平ヘイ人ジンはサーベルを抜くと「舞台」にふみいった。

「感謝いたす。やはり国はちがえど名を惜しむ武人の心は――」

「やれ！」

　能書きたれる平ヘイ人ジンを、耳刈ネルリがさえぎった。

　やれって何を？

　立ちつくす僕たち雑兵に耳刈ネルリはしびれをきらしたのか、跳びあがって怒鳴った。

「そやつを討うちとれ！　全員でかかるのじゃ！」

　ナナイとワジが平ヘイ人ジンをはさみうちにした。遅れてとびかかったカミレが三人を押したおした。

　僕はそこに加わらなかった。脚本にない場面だったし、そもそも良心がそうした卑ひ劣れつな行為を許さなかった。汚い社会オトナに加担する歯車になってたまるかよ！　そんなレイチ・アゲインスト・ザ・マシーンのケツをネルリが矛でついた。

「息の根を止めよ！」

　やむなく僕はダウンしているヘイジンに馬乗りになり、パウンドを連打した。こらえてつかあさいこらえてつかあさい。

　袋叩き暴力団をバックにして、ネルリは客席に内緒話のようなトーンでいった。

「本地の武人はいくさのやり方を知らぬようじゃ」

　卑ひ怯きような耳刈ネルリに観客からブーイングが起きた。しかしそれは盛大な拍手にかきけされた。王国民が多い席ではこういうネタがうける。

　ナナイに矛をあずけ、ネルリはアカペラで歌いだした。








　　不意討ちキッス

　　恋はいつでもアンブッシュ

　　気づかずにいた　あなたの思い

　「見てたよ、ずっと。君のことを」なんて









　女王さまは大はりきりで歌っているが、僕たち兵士の仕事はこれでおしまいだ。あとはこのあわれな捕虜を上手袖に連行しないと。

「手ェ離せ！　何すんだよいきなり！」

　暴れるヘイジンを袖に放りすてて、僕たちネルリ兵は一息ついた。

「こんなの台本になかっただろうが！」

　ヘイジンは怒り心頭でかぶとを床にたたきつけた。

「仕方ない」

「だって殿下が……」

「ネルリが……」

「このご時勢が……」

　四人の兵士はそれぞれのやり方で情じよう状じよう酌しやく量りようを求めた。

「顔なぐったの誰だ！　うおっ、ちょ……マジかよ」

　ヘイジンがヒゲに触れた。「鼻血出てる。うわ、やばいって、これ」

　鼻から流れる血を袖でぬぐおうとした彼を▽が止めた。

「ちょっとやめて！　それ、演劇隊からの借りもの」

　だがすでに襟えり元もとに血が何滴か落ちて染みになっていた。

「乾く前なら落ちるからだいじょうぶ。水でもみ洗いよ」

　カミレの指示で○は最も寄よりの水道を探してかけていった。

「急いで衣装チェンジ！　ほら、行った行った」

　▽に背中を押されて僕らは移動を始めた。

「今日の舞台……荒れるぜ」

　ヘイジンのことばにふりむくものはいなかった。僕だってそれくらい感づいている。この舞台は戦場だ。ネルリという名の実弾がビュンビュン飛びかっている。油断してたら死ぬ。マジで。

　舞台裏に急行した僕らを待っていたのは、花婿役の衣装と、穴のふたつ空いた板――ナナイ特製の手て枷かせだった。演技中にはずれたりしないよう、がっちりカギがかけられる。そのため自力でははずせない無駄にリアルな作り。

　僕はプルオーバー型のネルリアーマーを脱ぎ、腰に巻いてあった布を取り去ると、防衛隊の古着から作った上着をはおった。

　ナナイはつばの大きな帽子をかぶり、ワジはスパッツ姿になった。

「はやく、はやく」

　下手袖から加勢に来たミッカがカミレに手枷をつけた。

　とらわれの花婿に扮した僕たちは下手袖にそろいぶみした。

　すでに一度登場したサンガさんがイ＝ウに何かアドバイスしていた。両者とも手枷はめられ済み。

　歌いながら上手にはけたネルリが暗転の間に舞台裏をダッシュで回って下手に来た。

「みんなここまでよい出来だ」

　彼女は息をはずませながら、次に出番の来るミッカをまねきよせて耳打ちをした。拍手の音が大きくて、普通の話し声では通じなくなっていた。

　ミッカは銅鑼の提さげ緒おに手首を通した。

「では、行ってきます。お兄さまも、がんばって」

「もしセリフを忘れてしまったらネルリにまかせるんだよ。いいね？」

　サンガさんが妹の手を取った。

「せりふ、ぜんぶ、おぼえた。バッチリンコ」

　ミッカはネルリ式婦人服の長い袖に手をひっこめた。

　舞台が明るくなった。

　ミッカはしずしずと「回廊」を進んでいった。ジャーンジャーンと銅鑼を鳴らしながら。

「耳刈ネルリ陛下のお帰りじゃ」

　彼女は「舞台」中央に置かれた椅子のかたわらに立った。

　矛を持ったネルリが「回廊」を急ぎ足にかけぬけ、客席の方を向いて椅子にどっかり腰をおろした。手にしていた矛を侍女にあずけようとする。

　そのとき、だぶだぶの袖のせいか、銅鑼がじゃましたのか、ミッカは矛の柄を握りそこねて落としてしまった。床に当たって大きな音が響いた。サンガさんの息をのむ音が聞こえた。

　ネルリが厳しい顔でミッカをにらみつけた。

　ミッカはゆったりと矛を拾いあげ、落としましたが何か？　という風に首をかしげてみせた。

　そのとぼけた仕草に場内から笑いが起きた。彼女が矛を片づけにいったん上手袖にさがったところで、気がゆるんだのかサンガさんは座りこんだ。

「ああ、危なかった……。何とかしのいだ」

「あの子、意外と度胸あるのね」

　カミレが感心した様子でうなずいた。

「セリフも稽古よりよくなってる」

　イ＝ウがいった。えらそうに評論してるけど僕らはとらわれの身で、ネルリはおろか侍女よりさらに格下だ。

　その侍女の銅鑼が打ち鳴らされた。耳刈ネルリが花婿候補たちの顔を見たいとご所しよ望もうだ。

　ナナイを先頭に、僕たちは袖から飛び出した。背後から誰かにつきとばされたようなパントマイムを入れる。「回廊」に並んだ僕らに耳刈ネルリの声がかかった。












「ひとりひとり我がもとに参り、名を申せ」

　ナナイがまず進み出た。

「傭よう兵へいの南ナ鳴ナイでございます」

　客席に向かって名のる南ナ鳴ナイの前に耳刈ネルリの手がつき出された。南ナ鳴ナイがその手の甲にキスをすると、客席から黄色い悲鳴があがった。

　捕虜たちは次々に耳刈ネルリと観客の前に立った。

「防衛隊従卒、倭ワ士ジと申します」

「防衛隊銃じゆう士し、平ヘイ人ジンである」

「義勇軍司令官、意イ＝云ウと申す」

「その子分、麗レイ智チ」

「同じく華カ観ミレ」

　ネルリの手にキスをして「回廊」にもどる僕のあとを、侍女が追ってきた。

「まあまあ、よくもそろえたよき男。六人ともに美しい」

　彼女は南ナ鳴ナイの腕を撫でた。「これだけおればおこぼれを、期待するのが人のさが」

　耳刈ネルリは立ちあがり、二人をひきはなしにかかった。

「駄目じゃ駄目じゃ。これはみな私の花婿。汝などには分けてやらぬ」

　耳刈ネルリは南ナ鳴ナイの手を引き、「舞台」へとまねいた。六人の花婿候補たちは耳刈ネルリの椅子のまわりに立たされた。

　楽人たちの演奏に合わせ、耳刈ネルリは歌いながら捕虜たちの間を経へめぐった。








　　女の子に狩られた　男の子って

　　シュンとしてるけど　そこがかわいいの

　　ねえ胸を張って

　　だいじょうぶ

　　私が結婚してあげる









　耳刈ネルリは南ナ鳴ナイの帽子を取ってかぶった。客席から黄色い悲鳴があがった。








　　女の子だからって　バカにしないで

　　勇気を出せば　弓だって引ける

　　あなたの心に　ささった矢は

　　真実の愛の

　　メッセージ









　耳刈ネルリは眼力のみで意イ＝云ウをリモート愛あい撫ぶした。見つめられた意イ＝云ウは恥ずかしげに顔を背けた。








　　ずっとあこがれてた

　　甘い生活

　　神さまにだって　邪魔させないわ

　　満月の夜に　光る刃やいばは

　　だれかれとなく斬りさくから









　耳刈ネルリは華カ観ミレの首っ玉にかじりついた。そのまま体をあずけて強制お姫さま抱っこに移行しようとしたので、華カ観ミレはバランスをくずし、枷のはまった手でネルリのケツを持ちあげることによりかろうじて体勢を保った。その華カ観ミレのケツにつきとばされて僕は舞台から転げおちた。

「あれ、陛下。いまひとり」

　下手を見つめる侍女が声をあげた。「いまひとり捕虜があるとか」

「連れて参れ」

　逆ハーレム満喫中の耳刈ネルリの命令で下手袖にさがる侍女。彼女が連行してきたのは讃サン賀ガだった。

「やや！　これまた美男」

　耳刈ネルリは彼の袖を引いた。「こっちへ参れ。かわいがってやろう」

　その手を讃サン賀ガは振りはらった。

「やめろ！　僕には婚約者が――」

「無礼者！」

　侍女が銅鑼のバチで彼の背中をぶったたいた。彼はその場に倒れた。

「逆らっても無駄じゃ、我が虜とりこの花婿たちよ。明日は婚礼。楽しみにしておれ」

　耳刈ネルリは華カ観ミレの腕の中から飛びおり、高笑いとともに上手に去った。侍女もそれにつづいた。

　讃サン賀ガにスポットライトが当てられた。

「ああ、どうしてこんなことに……。初シヨ名ナ、君に会いたい……」

　サンガさん、妹にかなり本気でたたかれたこともあって悲痛な演技が決まっている。彼の口く説どきで会場がしんみりしたところで暗転。

　拍手の中、僕たちは袖にさがった。次に出番をひかえるものは急いで衣装がえしなくてはならない。ナナイとワジは手枷をはずし、ふたたびネルリ軍のよろいをつけた。

　僕は水筒の水を飲んでしばし休憩……と思ったが誰かに背中をたたかれた。

「問題発生」

　▽が丸めた台本を手に立っていた。「ネルリが次の歌で客席に出たいって」

「何で？」

「お客さんとふれあいたいって」

　あいつムチャクチャしてくれんな……でもそれを却きやつ下かして臍へそ曲まげネルリに進化されても困るし……いや、ネルリをいいわけに使うのはよそう。僕自身そのムチャクチャの中に飛びこんでムチャクチャされたくなっていた（ふまれるとか）。僕は脚本助手だ。舞台を支えるためなら何だってやる（女子にふまれるとか）。それにネルリ助手でもある（デニール数大きめの黒タイツをはいたネルリにふまれるとか）……ん？　いま妄もう想そうが現実を追いこしたような感覚に襲われたが、気のせいか。

　僕は上着を脱いだ。舞台に出ていたのはわずかな時間だったのに、すっかり汗まみれになっていた（ところで黒タイツは靴の中で蒸れて少し汗ばんだくらいがベスト。黒以外だとそれが見た目に出てしまうんだよね。その点、黒だと外観を損なわずに、そのしっとりとした温かさを堪たん能のうできるというわけ）。

「わかった。ネルリの好きにやらせよう。僕がそばにつくから」

　僕は○に黒っぽい衣装を用意するようにいいつけて、舞台裏に移動した。

　ネルリとミッカは客席の見取り図をひろげて見ていた。僕が黒子として同伴することを説明するとネルリは、

「好きにせよ」

　と冷たくいいはなった。こいつマジほろにがチョコレート・ディスコミュニケーション・プリンセスなのな。

　僕は○の持ってきた黒マントをはおって黒子に変身した。

「……で、ライト届かないから、ここから先には行かないようにして――」

「わかっておる」

　ネルリは▽のアドバイスを聞きながし、舞台からさげられた椅子に座った。「光は王を照らすためにある」

「もう、行ってよい」

　ミッカが▽を袖で追いはらった。

　人がせっかくアドバイスしてやってるのに、こいつら……。僕の心が闇属性に一ポイント傾いた。

　僕は区画整理用のロープをくぐって観客席に出た。みんな舞台に注目していて僕のことなど見ない。舞台上では讃サン賀ガ行方不明の報に接して村を飛び出してきた初シヨ名ナがナナイ・ワジの演じるネルリ軍兵士につかまっていた。

「耳刈ネルリ陛下は男でも女でもおかまいなしなのじゃ」

　というナナイのセリフは、そのあとにつづく、耳刈皆兵――耳を刈ればみな兵士とのお考え、という補足説明がなければ上演禁止レベルの代しろ物ものである。▽の意見に反対し、これをつけくわえられたことは、僕が脚本助手として行った仕事の中で最良のものだったと思う。

　初シヨ名ナがひったてられて舞台をあとにすると、場内は拍手に包まれた。それを合図としたかのようにネルリとミッカが僕の前に現れた。ネルリはそれが自分に与えられた喝かつ采さいであるかのように、満足げにあたりを見わたした。

　観客席の通路に立った彼女は、光あれ、とつぶやいた。するとはかったように寮塔に設置された光源からスポットライトが浴びせられた。

「奏でよ」

　そういってミッカが銅鑼をジャーンとたたいた。楽人所から『好きなものが好き』が流れだす。

　グロロ……コイツラ、スゲエちから、モッテル……と言語能力まで闇のモンスターに近づいた僕だったが、ぼんやりしているわけにはいかなかった。彼女たちの進路を確保しなければ。

　ネルリが歌いはじめると、客席からは手拍子が起こった。








　　好きなものが好き

　　まわりに何をいわれても

　　好きなものは好き

　　他にことばはいらないわ

　「嫌いなものは嫌い」

　　あなたはいつもそういうけれど

　　気づいているの？

　　私の好きな男ひ性と









　歌っているネルリに目を奪われた。もちろん暗視能力的な意味で。スポットライトに目を向けてしまうと、客席がまっくらに見えてしまう。








　　好きなものが好き

　　いえるって思ってた

　　好きなものは好き

　　かわらないって信じてた

　「好きでも嫌いでもないわ」

　　心にもない返事

　　ずっと好きだったのに









　よし、ここまで歌ったところで舞台正面の来らい賓ひん席せき前まで来ていればまずまず順調……と思ってふりかえったら、ネルリは観客から握手攻めにあって足止めをくっていた。その肉体は無数の手に引っぱられ、客席になかば取りこまれかけていた。

　グロロ……オデ、ねるり、タスケル……！

　僕は闇のモンスターパワーを全開にして急いでとってかえし、客とネルリの間に割ってはいった。

「ゴアッ！　グモッ！」

　お客さんたちから素手、肘ひじによる打撃をたくさんちょうだいして、僕は悲鳴をあげた。

　グロロ……ニンゲンドモメ、チリニカエレ！　ともはや闇そのものと化した僕は、客席からネルリに手をさしだす人類グラウンドウオーカーどもにやつあたりをくりかえし、血路を開いた。ネルリたちとともに何とか来賓席まで行きついたところで、父と思いきり目が合った。

　やあ父さん、僕は元気でやってます。

　その隣にはコーチキンの姿もあった。そう、ひとりの英雄のかげには僕のように光の当たらない存在が何千何万と……あれ？

　このジジイ、亡ぼう命めいしたんじゃないの？　どうしてのんびり座ってんの？　心なしか表情がくもっているような……。ネルリに服従していたときのスケベスマイルはどこへやら、我らが文化英雄はうなだれてハゲちらかしていた。

　一方の父は、見たことないような満面の笑みでネルリの歌に手拍子を送っている。

　あ～、ひょっとしてこの構図は、コーチキンの計画バレちゃった？　堕おちた英雄あえなく御用、お手柄レイチ父ってこと？　父におめでとう、コーチキンにさようなら？

　僕は何をすればいい？

　舞台をおりて、何者でもないことを示す衣装をまとった僕に何ができる？

「好きなものが好き！」

　客席の間の通路を闊かつ歩ぽしながらネルリが――悪の権ごん化げ・耳刈ネルリがその胸の内を観衆にうちあけた。

　そうだ。

　いまの僕には遠くの亡命英雄より近くの本命女王だ。彼女を助けないと。

「好きなものはたくさんあるのじゃ」

　ほら、もう何か小芝居始めちゃってるし。

「見目よき男おのこは？」

　侍女が客席にいた三歳くらいの男の子を抱きあげた。

「大好きじゃ」

　耳刈ネルリは男の子の鼻び梁りようを指でつっと撫でた。男の子はギャワーッと泣きだし、ミッカの腕の中で馬ば蹄てい形けいにそっくりかえった。

「では陛下、着かざることは？」

　侍女は男の子をおっぽりだすと（僕はその子のお母さんに土ど下げ座ざ）、近くに座る紳しん士しのかぶる中折れ帽をひったくった。

「何より楽しい」

　耳刈ネルリはかぶとのツノに帽子をひっかけた。

「花などはいかが？」

　侍女が袖口から手品みたいに花を取り出した。

「花？」

　手渡された耳刈ネルリは顔をしかめた。「花は嫌い」

　彼女はその花を帽子につけて紳士に返した（僕は平謝り）。

「やはり陛下は花より肉ししむら」

　侍女は弓を引くかまえをした。

「それも野生の獣けものじゃぞ」

　耳刈ネルリは両の拳で胸をたたいた。どんな野獣を想定しているのかは不明。

「でも何より好きなのは――」

　主従は顔を見あわせた。

「歌！」

　ゆったりと流れていた音楽がふたたびテンポアップする。








　　好きなものが好き

　　好きなだけいいたい

　　好きなものが好き

　　好きなの　忘れないで









　ネルリはターンをくりかえしながら通路を進んでいく。それを追う僕は観客の邪魔にならないよう中腰でラッシュの塹ざん壕ごう戦せん状態。

　歌いおえて照明が消されたあともファンと交流しようとするネルリをむりやり引っぱって舞台裏にもどった僕に▽は、

「はい、これつけて。すぐ出番」

　と手枷をはめた。拘こう束そく→労働→拘束というあからさまな奴ど隷れいサイクル。

　七人の花婿たちは暗い「回廊」に投げ出された。







「舞台」の初シヨ名ナにスポットライトが当たった。








　　離れていてもおたがいの

　　笑顔を思い出せるように――









　アカペラで歌う初シヨ名ナ。それを聞きつけて讃サン賀ガが起きあがる。

「初シヨ名ナ？　君なのか？」

「その声は讃サン賀ガさま？　あなたなの？」

　讃サン賀ガは牢の格子に見たてた「回廊」の欄干に顔をおしつけた。

「初シヨ名ナ！　無事か！」

「讃サン賀ガさま！　あなたこそ！」

　運命の皮肉――恋人たちが再会をはたした場所は耳刈ネルリの監獄であった。

　他の花婿たちは不ふ貞て寝ね中。冷たい床に横たわり、自分と関係ないところで物語が進行していくのを聞いていると、思い出すなあ、ひらめ時代……。

　目の前にはナナイのケツがある。僕は寝返りをうつ演技をまじえながらそちらに転がっていった。もし声をあげられたら「失礼。母が恋しくて、つい……」というとっておきのいいわけをリリースする覚悟だったのだが、異変を察知したナナイに思いきり蹴られたので切り札を温存することができた。

「どうした？」

　ナナイがささやいた。女子のお尻に関する僕の所信表明はまたの機会にゆずり、さっそく本題に入った。

「さっき来賓席の前を通ったんだけど、例の『計画』は失敗したみたいだ」

「それはよかった」

　ナナイは不気味な笑みを闇にうかべた。「中央活動委員に通報しておいたんだ。お前も昼間会っただろう、来賓のカリガネフ氏。彼にコーチキンから聞いたことをあまさず伝えておいた」

　ナヌッ？　それって僕のパパのことじゃん。どういうこと？　ナナイが新しいママなの？

「通報って……」

「文化保全室という名を聞いたことはないか？　本地の情報機関だ。我がシャーリック王国親衛隊とは非常に良好な関係を保っている。カリガネフ氏はそこの職員だ。彼らに貸しを作ることができてよかった」

　こいつ……やってくれたぜ……。

「それはネルリの考えか？」

「殿下のお考えはお察しするのもおそれおおいが、我が王国と本地との間に交わされた条約などを考慮に入れれば、反対はなさらないだろう」

「そっか……」

　ネルリのあれは芝居だったのか……。耳刈ネルリを演じていただけだったのか。情熱的な告白をしたコーチキンも、それに対して不快感をおぼえていた僕も、この演劇大祭の夜に見た夢のようなものだったのか。残念だ。何か信じたくないな。誰だってウソはつくだろうし、他人を特別に高く（あるいは低く）評価することもあるだろう。でも僕はそういうことと無縁な人を心に思いえがいてしまう。正直にいってしまえば、そういう女の子を想定して好きになってしまう。現役女子のみなさんには「夢見てんじゃねーぞ」っていわれるだろうし、女心に精通したモテ男子諸君には「そんな女いねーし」と笑われちゃうだろうし、中央活動委員会女性問題事務局の局員には「マンマのおっぱい吸ってろやボケ」と糾きゆう弾だんされかねない。それでも僕の好きな女の子は世界一正直で世界一優しい子であってほしい。本人が否定しても「いや、君は世界一正直で世界一優しいんだって！」と力説したい。死ぬ気で説きふせたい。まあ、世界一正直で世界一優しい女の子が僕を好きになってくれる可能性はゼロなんだけどね……。

　ん？

　何か変だぞ。

　それとこれとがどうしてつながるんだ？

　どうして僕がネルリにがっかりしなきゃならないの？

　好きな女の子としてネルリを想定しちゃってんの？　僕はネルリが好きなのか？　なぜ？　どうして？　キーワードは「おっぱい」？　……いや、それはないな。

「そんな……あなたが耳刈ネルリの婿におなりだなんて……」

　初シヨ名ナが「舞台」で身もだえした。讃サン賀ガはうつむいて唇くちびるを嚙かんだ。

「もしそうなったら、僕は自害するつもりだ」

「およしになって！　考えただけでも恐ろしい。何か手があるはずだわ、耳刈ネルリも人の子だもの……そうだわ。風のうわさに聞いたことがある。耳刈ネルリは歌が好き……。ねえ、讃サン賀ガさま。あなたとともにつかまった方たちを起こしてくださらない？」

「それはたやすいが、いったいどうしたというのだね」

「いい考えがありますの」

　はたして初シヨ名ナの秘策とは……？　ひらめ状態の花婿候補たちはそのままに幕。







　暗転ののち袖にもどると、クラスメイトたちは観客に負けないくらい大騒ぎしていた。

「よかった。実によかった」

　ネルリがショナを抱きしめて、キスの雨を降らせた。

「よかった、よかった」

　ミッカもそこに加わる。さらにサンガさんもキスＮＧで参加して、なめあい擬ぎ似じ家族を形成していた。

　▽がワジの手枷をはずした。

「みんなの分はあなたがはずして」

「ナナイ、衣装確認！」

　○が紙と鉛筆を手に怒鳴る。「訓練着、帽子。準備は？」

「すでにマントの下に」

　ナナイは自由になった手首を回しながら答えた。

「カミレは上手に、ショナは下手に移動して衣装がえ。ワジとヘイジンはここで着がえる。急いで！」

　衣装担当の○は目を血走らせていた。ここから早がわり系の衣装チェンジが多くなるので、その準備でおおわらわなのだ。

　ネルリが僕を手まねいた。

「コーチキンのあれは何だ」

「え？」

　僕は彼女の顔を見た。額の白粉が汗で流れかけていた。

「妙に殺気立ったものたちに囲まれていた。計画が露見したか」

「気づいてたのか」

「うむ」

　ネルリは肩で息をしながらうなずいた。「あれの様子を見に客席へ出たのだ」

　僕は舞台裏を通って上手に移動するネルリにつきしたがいながら、コーチキンがつかまったことを説明した。ナナイが密告したことについては伏せておいた。

「そうか、活動委員会の手に……」

　ネルリは姿見をのぞいて手早く化粧を直した。「汝、行って何とかせよ」

　あっさりと無茶な命令をくだしやがった。

「は？」

「コーチキンを解放せよ」

「無理だ」

「知らぬ。とにかく何とかせよ」

　からかってんのかとも思ったが、ネルリの目は本気だった。そもそも僕の方を見ていなかった。自分の出ていく舞台を見つめて、深呼吸していた。

「何とかって……何をするんだ」

「知らぬ。汝が何とかせよ」

「本当に何とかしちゃっていいのか？」

「かまわぬ」

　ネルリは舞台に椅子を置きに行く▽の背中を見つめた。「ふところに飛びこんできた手負いの鳥を見すてるわけにはいかぬ。ネルリの名折れじゃ」

　うわ、こいつ初代ネルリに憑ひよう依いされちゃってるよ。まあいいけどね。大ネルリも好きだし（死んでるとことか）。ツンツン女王さまキャラと天然キャラの二重人格とか最高のとりあわせじゃん。

「おまかせください、ネルリ陛下」

　と答えちゃったけど、マジどうしよう。よく考えたら、その二重人格、女王さまキャラのときだけ魔力が使える設定とかじゃないと物語として成立しない。医師の治療が必要な人のエピソードになってしまう。

　僕が動くしかないのか……。下手にひきかえしながら僕は、窮きゆう地ちに追いこまれたコーチキンの秘められた力が発動しますように、と現代学園異能の神さまに祈った。







　ジャーンと銅鑼が鳴らされて、耳刈ネルリが朝食を済ませたところから最終第三幕は始まった。

　侍女のささげもつ手水ちようず桶おけを使ったネルリはふりかえり、「回廊」に並ぶ僕たち七人の花婿候補をながめた。

「さて……いよいよ時が来た」

　彼女は立ちあがり、舞台の縁まで進むと、観客に両手をかざした。

「約束どおり、汝らとの婚礼を執りおこなう！」

　この結婚に異議を唱えるものがあれば何らかの魔弾で射殺しかねない勢いであった。

　そこへ進み出たものがひとり。

「陛下――」

　讃サン賀ガが「舞台」に足をふみいれた。「七人の花婿候補を代表しまして、陛下にお願いしたいことが」

「何じゃな。申してみよ、我が夫たるべき人よ」

　いかにも上機嫌の耳刈ネルリに讃サン賀ガは平伏した。

「武勇を好まれる陛下におかれましては、歌にもまたご趣味をお持ちだとうかがっております」

「そうじゃ。私は歌が大好き」

「そこで我ら七人、おそれおおいことではございますが、陛下に歌をたてまつりたく存じます。つたないものではございますが、かえって陛下に我らの人物をお伝えできるのではないかと存じます」

「なるほど。歌でみずからを語ろうというわけか。おもしろい。ではさっそく聴かせておくれ」

　耳刈ネルリは椅子にもどった。

　讃サン賀ガと入れちがいに南ナ鳴ナイが「回廊」から進み出た。

「まずは私がつつしんでつかまつります」

　彼へのスポットライトを残して、舞台の照明は消された。







「みなしごだった私は、とある騎士団に拾われ、その一員として育てられました」

　南ナ鳴ナイはマントを脱ぎすてた。下に着ていたまっしろなノースリーブのシャツがひきしまったボディラインを強調する。客席から黄色い悲鳴があがった。

　彼はズボンのポケットからベレー帽を取り出し、かぶった。このときすでに僕は闇に乗じて袖にひっこんでいた。楽人たちが奏でるのは南ナ鳴ナイのテーマソングと呼ぶべき『戦争の仔こ犬いぬたちのワルツ』であった。

　舞台が明るくなると、下手から南ナ鳴ナイと同じ格好をしたヘイジン・ワジ・ショナが一列になって行進してきた。彼らが「回廊」を出ると、南ナ鳴ナイはその最後尾についた。

「全体、止まれ！」

　先頭を行くヘイジンの号令で、四人は客席の方を向いて整列した。

　上手から鬼教官に扮したカミレが登場すると、ヘイジンは、気をつけ！　と怒鳴った。

「ふざけるな！　誰が足を止めろといった！」

　教官カミレは全員にビンタをおみまいした（アドリブ）。「かけ足！　かけ足！　かけ足！」

　カミレ教官にケツ蹴っとばされて、四人は南ナ鳴ナイを先頭に走りだした。舞台上を一周するたび、教官に尻をたたかれる（アドリブ）。

「走れ！　走れ！　走れ！　我らが騎士団に走れないものは必要ない！」

　彼らは速度をあげた。

「ひよっこども！　うじむしども！　もっと、もっとだ！」

　音楽が速くなる。「ひよっこども」はそれに踊らされるかのようにペースアップした。

「もう限界か！　貴様らはそんなものか！　タダメシ食らいども！」（アドリブ）

　狂ったような旋律についていけなくなったものたちがあごをあげ、膝をつき、うずくまった。南ナ鳴ナイだけが黙々と走りつづけた。教官の、よし、という合図で、彼らはふたたび整列した。

「今日の訓練はここまで。当番のものは歩哨に立て」

「はい、教官殿！」

　教官が去ると、エキストラ訓練生たちは下手にさがった。

　上手袖に近づいたナナイに僕は木銃を手渡した。彼女はたくさん汗をかいていたが、息を乱してはいなかった。

「がんばれ。かっこいいとこ見せてこい」

　僕がささやくと、彼女はウィンクした。

　軍事教練用のにせものの銃ではあったが、彼女がきびきびとした動作で取りあつかうとやはりさまになった。パトロールに出る彼女が顔をあげたのを合図に、曲調が変化した。勇ましいメロディが彼女の蹴りあげる足に躍やく動どう感かんを加える。高らかな靴音を立てながら舞台をおりると、女子たち狂喜！

「ナナイーッ！　こっちに来て！」

「私を占領して！」

「南ナ鳴ナイさま！　サーチ＆デストロイ！」

　一部のファンが暴走してたいへんな騒ぎになっていた。

　ナナイは観客席の通路を闊歩した。彼女の緊張を解くために僕があみだした方法、それは骨ほねの髄ずいまでしみこんだ軍隊式アクションの中で歌わせることだ。








　　いざ起たてよ

　　我ら戦争の仔犬なり

　　牙きばをむけ！

　　大義にそむくものたちに

　　食いやぶれ！

　　けだものどもののどぶえを

　　まもろうぞ！

　　我らがまもるべきものを









　彼女は手を振る観客たちに敬礼で返した。そのりりしい姿に黄色い悲鳴があがった。緊張がほぐれてきたのか、意外なサービス精神を見せている。








　　我がいくさ

　　神にかわりて悪を討つ

　　我が剣

　　悪しき心をつらぬく

　　我が魂たましい

　　気高き騎士団のために

　　我が誓い

　　それは大事な仲間のために









　年長の貴婦人たちからおひねりの雨を浴びせられている南ナ鳴ナイに、舞台上から集合の合図がかかった。鬼教官カミレが叫んでいる。

「集合！　集合！　騎士団長の閲えつ兵ぺいだ！」

　南ナ鳴ナイはポケットを紙し幣へいでいっぱいにして舞台にもどってきた。舞台は暗転し、「ひよっこども」の列の端についた南ナ鳴ナイだけが照らし出された。

　ジャーンジャーンと銅鑼が打ち鳴らされた。

「回廊」にスポットライトが向けられ、ニセ騎士団長耳刈ネルリと侍女が姿を現した。南ナ鳴ナイのところまで進んだ耳刈ネルリは敬礼をした。

「それでそれからどうなったのじゃ」

　南ナ鳴ナイは胸を張って敬礼を返した。

「やがて我々に初うい陣じんのときが来ました」

「舞台」中央に立つ旗に光が集まる。架か空くうの騎士団の紋章が染めぬかれた大きな旗だ。

「いいか、貴様ら――」

　マントをはおったカミレが旗はた竿ざおをつかんだ。「この軍旗を守るのが貴様らの役目だ。死守！　死守だ！　わかったな！」

「はい、隊長殿！」

　マント姿の「ひよっこども」は全員で一本の旗竿を握りしめた。

「来たぞ！」

　南ナ鳴ナイが叫ぶと、彼らはおたけびをあげ、闇の中に飛びこんでいった。

　戦闘が始まったのだ。

　一方、舞台裏も戦争状態。▽が大砲がわりの大おお太だい鼓こをたたき、僕は鋼管をぶつけあって剣けん戟げき風ふうの効果音を出した。○は空の灯油缶に爆竹を放りこんで銃声を作りだし、ネルリは馬のいななきを口真似した。楽人所もヒステリックなメロディで戦場の混乱を倍化させた。

「そろそろ！」

　袖から舞台を見ていたミッカが叫んだ。

　○が爆竹をほぐして作ったリンゴ大の特製火薬玉を灯油缶の中に設置した。

「いま！」

　ミッカの合図で○が点火して、缶のふたを閉めた。

　轟音とともに、小さな火柱があがった。思いのほか早く、そして激しく爆発したので、逃げおくれた○はびっくりして転んだ。「風来たよ、風！　ブワッて！」

　▽が缶にかけより、大きな穴の空いたふたをかかげてみせた。ネルリが異常に興奮して缶の中をのぞきこんだ。僕はそういうの燃えカスとかでも怖いタイプなので、出番に備えて下手袖に移動した。

　舞台上では南ナ鳴ナイが先ほどの○による「砲撃」でたおれた仲間たちを介抱していた。

「みんながんばれ、すぐに助けが来る！　安心しろ、我らが軍旗は無事だ！」

　爆発の余よ韻いんからようやく目がさめたかのように、トランペットがナナイのモチーフを奏ではじめた。








　　争いの種は

　　この世に尽くることなし

　　争いについえる命

　　また数知れず

　　その運命さだめ

　　いずれ我にもふりかかろう

　　いまは眠れ

　　我が戦争の仔犬たちよ









「仲間たちはみな死にました」

　光の下で南ナ鳴ナイはベレー帽を脱いだ。「私にとっての故郷、家族、過去は全て戦場に消え去りました。この戦いで深手を負った騎士団は解散を余よ儀ぎなくされました。私はさらなる戦いを求めて傭兵となりました。私にとって戦う理由はありません。しかし戦いをやめる理由もないのです。死んだ仲間たちと同じく、私もまた戦い以外の生き方を知らぬ仔犬なのです」

　彼は床に落ちていたマントを身にまとった。

　ジャーンと銅鑼が鳴らされ、明かりがもどった。耳刈ネルリは椅子に座っている。花婿候補たちは、袖で待機していたものも、さっきまで南ナ鳴ナイの同僚だったものも再集結して「回廊」に並んでいた。

　耳刈ネルリの拍手が響いた。

「見事であった。私は歌が大好き。よき歌を歌った汝にほうびをさずけよう。望みのものを何なりと申すがよいぞ」

　南ナ鳴ナイは平伏した。

「では陛下、天下一の武人・耳刈ネルリ陛下と立ちあう機会をお与えください」

「ならぬ！」

　耳刈ネルリは飛びあがるように椅子から立った。「妻と夫が干かん戈かを交えるなどということは許されぬ！」

　キレ気味の暴君に南ナ鳴ナイは臆おくした様子もなかった。

「では陛下、陛下より一いつ筆ぴつ賜たまわりたく存じます。私、南ナ鳴ナイが陛下も認める天下一の武人であると」

「いいだろう」

　耳刈ネルリはほっとした表情で席にもどった。「夫が一流の武人たることは世の妻全ての願いじゃぞ」

「私はその免状を持って修行の旅に出ましょう。天下一の武人であることを証明するために」

　花婿候補のことばに耳刈ネルリはふたたび激げつ昂こうした。

「ならぬ！　汝は我が花婿であるぞ」

「陛下は天下一の武人を飼い殺しにされるおつもりか！」

　南ナ鳴ナイの一喝に、さしもの耳刈ネルリもひるんだ。「そんなことでは、口さがない都のわらわべに『耳刈ネルリは座ざ敷しきの狆ちんを天下一の猛犬じゃというて喜んでござる』と笑われましょう」

「こやつめ、ぐぬぬ……」

　やりこめられた耳刈ネルリは歯ぎしりをしている。無礼者、といって侍女が南ナ鳴ナイをバチでたたこうとした。

「もうよい！」

　耳刈ネルリは王者の貫かん禄ろくを取りもどそうと、ことさらにいかめしい顔を作った。「汝の好きにするがよい。えい、さがれさがれ。私には花婿がまだ六人もおるのじゃ」

　剣のつかに手をかけていた南ナ鳴ナイは侍女をひとにらみして、「回廊」にさがった。かわって倭ワ士ジが進み出た。

「私の故郷には『王』と呼ばれる一族がおりました。私はその『王』の領地に住む貧しい粉引きの息子でございます」







　ワジに向けられたスポットライト以外の光が消された。僕たちは袖にさがった。待ちうけていた○と▽がナナイをかたく抱いた。

「ナナイ、稽古の成果が出たね。がんばったもんね」

「盛りあがった。お客さん喜んでた。こっちにも伝わってきたよ」

　感極まってるクラスメイトたちに対し、ナナイは、もう終わりか、あっという間だな、とあっさりコメント。だが汗まみれのその顔には満足の色がうかがえた。

　そこへネルリがやってきて、僕に声をかけた。

「次の登場の準備をする。早く参れ」

　彼女はナナイの方をちらりと見た。

「気をぬくべからず。芝居はつづいているのだぞ」

　ナナイはねぎらいのことばをかけてもらえると思っていたのだろう、とても驚いた様子で、とっさに気をつけをした。「はっ、申しわけございません」

　ネルリはふりかえり舞台裏にもどろうとしたが、ふと足を止めた。

「稽古のときよりもずっとよかったぞ」

　主君のムチ＋飴あめの合わせ技をくらってナナイぼろ泣き。

「あ、ありがとうございます……」

　それを見たネルリは「ナラー」と跳とびあがった。

「もう！　泣くべからず！」

「はい……申しわけ……」

　ナナイを抱きしめる○と▽まで泣きだして、見てるこっちも泣きそうになる。僕は涙をこぼしてしまう前に、本気で怒ってるっぽいネルリをうながして歩きだした。







　イ＝ウが演じる「お姫さま」は元気いっぱいの女の子で、その遊び相手をつとめる倭ワ士ジは振りまわされっぱなしだった。

「何じゃ、ここまでついてこられたのはそなたひとりだけか」

　イ＝ウは木の枝に見たてた「回廊」の欄干に腰かけて、足をぶらぶらさせた。

「はい、姫さま」

　ボロを着たワジがその隣に座っている。

「他のものたちのように、木のぼりは危ないからやめろ、とはいわぬのか」

「はい、姫さま、おいら……じゃなくて、わたくしは姫さまのおそばにお仕えするよう、いいつかっておりますので」

　どんくさそうな倭ワ士ジがそういって頭をさげると、姫さまはつまらなそうに顔を背けた。

「ふん、かってにせい」

　そういわれても倭ワ士ジはニコニコ笑っている。

　ワジのリクエストによって決まった持ち歌『いつかお姫さまが』の甘あま酸ずっぱメロディがほんわかムードを強化する。








　　いつかお姫さまが

　　おいらのところにやってきて

　　優しく優しく教えてくれるだろう

　「なかよくするって大事なことよ

　　ケンカしないって約束して」









　ちなみにこの曲、本物の耳刈ネルリが作ったオリジナルバージョンでは十七番まである。何でも、法律を普及させるための数え歌だったとか。

「やはりこのシナリオはおかしい。私はあんな木のぼりするようなお転てん婆ばではなかった」

　舞台の屋根裏にのぼったネルリさん（イ＝ウ扮する「姫さま」のモデルとなった人物）が脚本助手の僕に抗議してきた。僕としてはワジから聞いた「ネルリとはじめて会ったときの話」を忠実に再現したつもりだったのだが……。歴史観の相違というやつだろうか。

　僕とネルリとミッカは舞台の梁はりの上で待機していた。耳刈ネルリはここから唐突に芝居に割りこむ段取りになっていた。

　下を見るとさすがに怖い。ぶどう棚とはくらべものにならないほどの高さがあった。ネルリは頰をぷうとふくらませて心の準備をしていた。ミッカは銅鑼を落とさないようにしっかりと胸に抱いていた。

　倭ワ士ジの歌が終わった。

　僕が目で合図すると、ミッカが銅鑼をジャーンと鳴らした。

　ネルリは梁に足をかけて、逆さにぶらさがった。

「それでそれからどうなったのじゃ！」

　天井から突然現れた蝙こう蝠もりネルリに、客席から「オオー」と歓声があがった。

「私と姫さまはやがて成人を迎えました」

　倭ワ士ジのセリフで舞台上暗転。

　いやホントこれからどうなるんだ？　芝居もそうだけどコーチキンの運命は？

　さっきのひとことのためだけに決死のアクロバットを試みたネルリは、僕とミッカの手を握り、必死の形ぎよう相そうではいあがってきた。

　舞台上、上手より「姫さま」イ＝ウがよろいを着て現れた。ネルリのとはちがって紙と布で作られたハリボテだが、耳刈ネルリの軽騎兵装備とは対照的に重騎兵の全身装甲であった。やはりお姫さまにはフルアーマー……それが答えですわな、と僕はエッチ舌つづみを打った。よし、次の「ネルリ大移動」では直接答えを聞きに行こう。コーチキンのところへ。

　下手から、ちょっぴりこぎれいな格好になった倭ワ士ジが勢いこんでやってきた。

「姫さま、どういうおつもりですか、ご出征なさるとは」

「耳刈ネルリ討伐の軍に加わるつもりだ。お家のために」

　姫さまがいうと、倭ワ士ジは彼女の足元で土下座した。

「お願いです。どうかおともさせてください」

「そなたは騎士の訓練を受けておらぬ。足手まといだ」

　姫さまは倭ワ士ジに背を向けた。「それよりも私の戦仕度を手伝え」

　倭ワ士ジは主に這はいより、そのよろいに触れた。








　　いつかお姫さまが

　　おいらの前からいなくなって

　　おいら　もとの粉屋の息子

　　わかっていたよ　そんなこと

　　夢は必ずさめるものさ









　姫さまはピストルを取り出し、倭ワ士ジにさしだした。

「騎士は無理でも、弾込めくらいはできるだろう」

　おそるおそるピストルを手に取る倭ワ士ジ。

「ええ……できます。できますとも」

　姫さまはほほえんだ。

「足手まといになるなよ」

「はい！　ありがとうございます、殿下！」

　その場でぬかづく倭ワ士ジを暗い「回廊」から見ていた僕は舌打ちした。あいつ、いつものくせで「殿下」っていっちゃったよ。

　ジャーンジャーンと銅鑼が鳴った。

　場面はふたたび耳刈ネルリの御前に転じた。

「見事であった」

　耳刈ネルリは手をたたいた。「私は歌が大好き。よき歌を歌った汝にほうびをさずけよう。望みのものを何なりと申すがよいぞ」

　倭ワ士ジは土下座したままである。

「では陛下、戦場で別れ別れになってしまった姫さまのところへ私を帰してください」

「ならぬ！　汝は我が花婿となるのだ！」

　耳刈ネルリの髪は逆立ち、まなじりは裂けんばかりであった。

　従卒は面をあげ、敵将をにらみつけた。

「いかに陛下が偉大なお方とて、私の主は姫さまただひとり。それ以外のものからの命令は受けいれられませぬ」

　耳刈ネルリは彼に歩みより、優しくささやいた。

「私の夫となれば、金でも名馬でも書物でも、ほしいものは思いのままじゃぞ。汝が望むなら世界の半分を与えてもよい」

　彼は答えない。

「陛下、そのものは忠義の士です」

　侍女が進言した。耳刈ネルリは苦々しげに倭ワ士ジを見おろしていたが、やがてきびすを返した。

「もうよい！　汝の好きにするがよい。えい、さがれさがれ。私には花婿がまだ五人もおるのじゃ」

　ほっとした顔の倭ワ士ジと入れかわりで、平ヘイ人ジンが進み出た。

「それがしの父はキャラバンを率いる商人で、共和国中を旅して回っております。馬の背をゆりかごがわりに、それがしは育ちました」







　暗転のすきに、僕とネルリとミッカは舞台裏に回った。

　客席の間に網の目のごとく張りめぐらされた通路に外環路から侵入したネルリ率いる肉弾三勇士トリプル・ビーフ・ケーキだったが、それに気づいた観客にとりかこまれた。進路をふさがれそうになったところをネルリの飴ばらまき政策で何とか平定して、来賓席の真後ろにつくことができた。

「合図、ミッカの、合図」

　耳元でドジャーンと銅鑼を鳴らされて、来賓たちは飛びあがった。

「それでそれからどうなったのじゃ！」

　ネルリは自分のいいたいことだけいうと、ミッカをともなってそそくさと舞台にもどっていった。残された僕は立ちつくした。あっけに取られてこちらを見つめる顔の中に父がいて、コーチキンがいた。

「コーチキンさん、楽しんでいただけていますか？」

　僕の問いかけに、文化英雄は小さくうなずいた。

「みなさんは？」

　彼のまわりに座る背広連中はネルリのいうとおり妙に張りつめた顔をしていた。

「芝居にもどりたまえ」

　父がいった。「威厳」ってこういう様子をいうんだな、と僕は頭のすみっこで思った。

「では最後までごゆっくり、英雄コーチキン」

　コーチキンの視線が揺らぎ、暗い地面に落ちた。僕は一礼してもと来た方をふりかえった。

　クソッ。

　やっぱり彼はつかまったんだ。

　僕は光に引かれる虫のように舞台に向かって歩きだした。

　見えてしまった。コーチキンの手首にはまった手錠が。

　見てしまった。ふりかえる老人の膝からずりおちた膝ひざ掛かけの下に。隣の男があわてて引っぱりあげるまでのわずかな間に。

　本当に彼はつかまったんだ。

　どうすりゃいい。何とかするにはどうしたらいい。

　敵は何人いる？　見る限りではコーチキンの両隣にひとりずつ、後ろにひとり、そして父。

　七人の花婿でかかれば少なくともコーチキンのまわりにいるものは排除できる。でもなあ……。できれば平和的に解決したい。武器をちらつかせて恫どう喝かつするとか、大人数で圧力かけるとか、そういった外交努力で穏おん便びんに済ませる方法はないものか。

「舞台」では平ヘイ人ジンと耳刈ネルリの応おう酬しゆう。

「では陛下、それがしが旅の人生を送ることをお許しください。武の道への夢が断たれたいま、それがしに残された希望は、心の向くままに共和国中を流浪することでございます」

「ならぬ！　耳刈ネルリの進攻はつねに一直線なのじゃ！」

「ならばそれがしはごいっしょできません。目的地の決まった旅などつまらぬものです」

「ぐぬぬ、この風来坊め。もうよい！　汝の好きにするがよい。えい、さがれさがれ。私には花婿がまだ四人もおるのじゃ」

　生乾きの銃士服をまとった平ヘイ人ジンは「回廊」にもどり、かわって意イ＝云ウが耳刈ネルリに対たい峙じした。マントを脱いだ彼はベイン教国のかざり帯を締めていた。







「私の父母はかつて共和国義勇軍に所属し、ともに帝国主義者と戦いました」

　意イ＝云ウがアカペラで歌う、史上もっとも愛された活動歌に、観客たちは立ちあがって唱しよう和わした。








　　古き支配の　終わる日が来た

　　若人たちよ　立ち上がれ　いま

　　敵の暴ぼう虐ぎやく　恐るるに足らず

　　たぎる心こそ　我らがつるぎ

　　いざ打ち倒さん　眼前の敵を

　　自由！

　　調和！

　　博愛！

　　活動の精神よ　永遠なれ









　僕は舞台通用口でふりかえり、観客席を見わたした。きっと彼らは現在進行しているミステリアスな事態に気づいていないんだろうな。そう、先ほどの耳刈ネルリＶＳ平ヘイ人ジンのシーンで花婿が六人しかいなかったのだ（要するに僕が間に合わなかった）！　でもこの盛りあがりを見れば、みんな気にしてないみたいだね。むしろ僕ぬきの方がいい感じ？　そういうのよくあるんだよな……。僕が行かないときに限って天気がよかったり、僕の生まれていない時代に限って夜よ這ばいの風習があったり、夢のない人に限って人の夢をあざわらったり――。

　観客席の最前列に、立ちあがりも歌いもしない集団がいた。むしろ後ろの大合唱を迷惑げにチラチラ見ている。槍やりのような長い竿を舞台に向けている人もいる。穂先にふわふわしたカバーがついている。ネルリがいっていたラジオ中継のスタッフだと気づいた。彼らもたいへんだ。すいませんマイク入ってませんでした、なんてことになったら関係者の耳が飛ぶ、恐怖政治のお国である。死なない程度にがんばってください、と霊的なメッセージを送信しておく。

　そのとき、霊的なメッセージの神さまから特別なおしらせ。

「人は槍、人は弩いしゆみ、人は弾た丸ま」（ＦＲＯＭ耳刈ネルリ＠あの世）

　そうだよ、ウチんとこだって恐怖政治じゃ負けてない。つまり人ヘイ数タイ集めろってことだろ？　やってやるよ。







　意イ＝云ウがサンガ演じる父親とその妻演じる母親の間に入り、手をつないだ。

「大きくなったら、僕、義勇軍に入るんだ」

　意イ＝云ウは両親と握りあった手を勢いよく振った。

　彼の母は笑った。

「坊や、義勇軍はもうないのよ。帝国主義者は滅びてしまったもの」

「でも、もしも共和国に敵が攻めてきたら？」

「そうしたら、お父さんたちはお前を義勇兵として送り出すだろうな」

　彼の父はいった。「でもそんなことは起こらないのが一番だ」

　親子三人は「回廊」を通って去った。

　そこでスポットライトを浴びたのが、観客席と舞台の間を、身長の五倍はあろうかという巨大竹馬に乗ってのしあるく耳刈ネルリ（＝共和国の敵）。

「それでそれからどうなったのじゃ！」

　舞台の屋根より高い位置から大だい音おん声じようを発するネルリに客席から拍手が起きた。もう何がなんだか……。目立てばそれでいいのか？　注目を浴びていないと停止してしまう注目電力発電所なのか？

「我が祖国に耳刈ネルリが侵入してきました。私は義勇軍に参加することを決めました」

　下手袖から登場した意イ＝云ウは詰襟の戦闘服に身を包んでいた。彼は「回廊」を通りぬけてふりかえった。

「お父さん、お母さん、行ってきます」

　袖から彼の両親が身を寄せあって歩み出た。

「おお、意イ＝云ウ、私たちの小さな誇り。どうしても行くというのだね」

「ええ、お父さん。僕は行きます」

「いまの義勇軍は委員会に支配されて、かつての自由な組織とはまったく別のものになってしまったと聞くよ」

「ええ、お母さん。それでも僕は行くのです。子どものころからのあこがれでしたから」

　意イ＝云ウはずた袋を肩にかけ、歩きはじめた。

「さようなら、お父さん。どうぞお元気で。さようなら、お母さん。必ず無事でもどってきます。活動の精神が導かんことを」

　彼はうつむき加減に、しかし力強い足取りで進んだ。その小さな背中を後押しするかのように、あの勇ましい調べが舞台上を風のごとく吹きぬけた。








　　悪しき企み　ついに破れる

　　若人たちよ　立ち上がれ　いま

　　奴らの屋敷を　壊して燃やせ

　　金銀財宝　奪って配れ

　　理は我らにあり　臆するな

　　自由！

　　調和！

　　博愛！

　　活動の精神よ　永遠なれ









　場内大合唱で、この日一番の盛りあがり。出番の近い僕は袖で聞いていたけど、ひどい歌詞だなコレ。

　意イ＝云ウは歌いながら舞台を一周した。

「ずいぶん歩いたな。もう日もすっかり落ちた。そろそろどこかに旅籠はたごでも……おや、あんなところに明かりが」

　下手袖にぼんやりとした光がうかぶ。意イ＝云ウは舞台からおりて「回廊」の欄干に近づいた。

「もしもし、おたずねします」

　彼が欄干をこつこつノックすると、袖からワジが現れた。

「へいへい、これは旅のお方。どうなされた」

「ここらで宿をとりたいのですが、よい家を教えていただけませんか」

「それなら手前の店をお使いなさい。しがない酒屋だが、旅するお客に部屋も貸しておりやす」

「ではご厄やつ介かいになりましょう」

　意イ＝云ウはひょいと「回廊」に飛びのった。どうぞどうぞ、とワジは「舞台」へ客を案内する。

　店内には先客が二名。

　ひとりはカミレ。そしてもうひとりは僕。椅子に座って食事をするパントマイムをしているが、緊張でいまにも吐きそう。

　席につき、夕食を注文した意イ＝云ウに旅籠の主人ワジがたずねる。

「こんなところに何の御用で、旅のお方？　耳刈ネルリがやってきて、えらく物騒になっておりますのに」

「耳刈ネルリですと？」

　意イ＝云ウが椅子から飛びあがった。「僕はその耳刈ネルリを迎えうつ義勇軍に参加しようと、はるばるやってきたのです」

「義勇軍だって？」

　旅籠の主人は腹を抱えて笑いだした。「ハッハッハ、こいつはおかしい。ワッハッハ」

「何がそんなにおかしいのですか」

　意イ＝云ウが心底意外そうにたずねた。

「だってあんた、その義勇軍は耳刈ネルリの軍勢を見て、戦わずに逃げてしまったそうじゃないか」

「何ですって……義勇軍が……」

　ことばを失う意イ＝云ウを見て、主人はさらにゆかいそうに笑う。

「ハッハッハ、悪いことはいわん。いくさがしたけりゃ防衛隊に入ることだ。耳を刈りたきゃネルリ軍だ。いずれにせよ義勇軍にだけは加わらない方がいい。臆おく病びよう者ものの集まりで、ともに戦えば命を落とすし、生きて帰っても笑われる」

「貴様！」

　意イ＝云ウは主人につかみかかった。「義勇軍を侮ぶ辱じよくするな！　義勇軍が臆病でなどあるものか！」

「だが現に逃げてどこかに行っちまったじゃないか」

「僕は逃げない！　逃げた奴らは義勇軍ではない！」

　激しくやりあう二人をよそに酒を飲んでいた眼帯の男が、突然杯さかずきを床に投げすてた。

「もうやめろ。つまらんぞ。酒がすっかりまずくなった」

　明らかにヤクザな雰囲気を漂わせた男は、悠ゆう然ぜんと立ちあがり、いいあらそっていた二人に近づいた。

「ああ、まずい酒を飲んだ。こんなまずい酒に払う金はない。おやじ、勘かん定じようをタダにしろ」

「そりゃあ困りますぜ、お客さん」

　主人は首を振った。「いいがかりにもほどがある。商売あがったりだ」

「ほう、いいがかりとな……」

　ヤクザ男はにたりと笑うと、刃の湾わん曲きよくした蛮ばん刀とうをぬいた。「ならばこいつにものいわせようか。白黒つけるにもってこいの、切れ味鋭い代物よ」

　主人は目をひんむいて下手へと逃げていった。ヤクザは刀をさやに収めると、意イ＝云ウの肩を抱いた。

「飲みなおそうや、お若いの。気分を直して、さあ一杯」

　二人は椅子を並べて座り、主人の運んできた酒で乾杯した。

「俺の名は華カ観ミレ。都グネドコじゃ知らぬもののない悪党よ。ネルリとやらの首級をあげて、名をあげようとやってきた」

「僕の名は意イ＝云ウ。義勇兵……になるつもりだったんだけど、肝かん心じんの義勇軍が……」

　肩を落とす意イ＝云ウ。華カ観ミレは主人に酒を注がせて、それをぐびりと飲んだ。

「意イ＝云ウよ、あんた義勇軍義勇軍とさっきから何度もいってるがね、俺が思うに、人が武器を持って立ちあがったらそれが義勇軍なんだよ。どこぞの陣地に顔を出せば一人前の義勇兵、っていうんじゃあ、逃げ出した奴らとかわりゃしねえ。大事なのはあんたの気持ちさ」

「気持ち……」

　意イ＝云ウは手の中の杯をじっと見つめた。「そうか……僕の気持ち……。正義のために戦いたいというこのおさえがたい気持ち。いま僕のするべきことは義勇軍を探すことではない。僕の義勇軍を作ることなんだ」

「そうだ！　よくいった！　おやじ、酒だ！　酒持ってこい！　義勇軍総大将の門かど出でだぞ！」

「そうだ、早く持ってこい。義勇軍総大将とその一の子分の命令だ」

「一の子分？」

　華カ観ミレが目を丸くした。「俺が？」

　意イ＝云ウはうなずいた。

「そうだよ。僕はあなたが気に入った。いくさに出るならあなたといっしょがいい。ともに来てくれるね？」

　突然の告白に、これまで威勢のよかった華カ観ミレは急にしどろもどろになって、あ、別にいいけど的なことをぽつりとつぶやいた。なぜか客席から黄色い声援があがった。

　ここで非常に遺い憾かんながら、僕の出番が来た。二人の会話に割りこまなくてはならない。僕が席を立って彼らに歩みよると、観客席から「男同士のワクワク空間に土足であがりこみやがって」という冷めた視線が浴びせられる。おかしいよね、僕、男の子なのに……。

「あの……自分、さっきからお二人のお話、あっちで聞かせてもらってて……その……」

「何だよ、あんちゃん。さっさと用件をいいな」

　華カ観ミレが杯を片手に僕をにらみつけた。僕は縮みあがった。

「あの……お二人の挙兵に僕も参加させていただけないかと……」

「おお、あなたも志のある方でしたか」

　意イ＝云ウは空の椅子を引きよせた。「さあ、どうぞおかけください。ともにネルリ征せい伐ばつの門出を祝いましょう」

　華カ観ミレが僕をにらみつけた。

「おいおい、こんなうじうじした野郎も連れていくのかよ」

「悪に立ちむかう人を義勇軍は歓迎する。彼はともに戦うに足る人だよ」

　すっかり総大将の貫禄を身につけた意イ＝云ウは、華カ観ミレを澄んだ目で見つめた。華カ観ミレはうつむいて、あ、意イ＝云ウがそういうんなら……いいよ的なことをつぶやいた。客席から黄色い声援があがった。

　僕はひざまずいた。

「ありがとうございます。総大将」

「ハハ、仲間同士、かたくるしいのはよそう。僕は意イ＝云ウ。こちらは一の子分、華カ観ミレだ」

「私は麗レイ智チと申します。実は私も意イ＝云ウどのと同じく義勇軍に参加しようと故郷から旅してきたのですが、その義勇軍がもういないと聞いて落らく胆たんしていたところなのです。あなたに会えて本当によかった」

「ほらな、俺のいったとおり、誰かが声をあげれば人は集まってくるものよ。おいおやじ、酒だ。じゃんじゃん持ってこい！」

　ワジの注いだ酒で僕たちは乾杯した。

「我ら義勇軍の勝利を祈願して」

「ここに出会えた幸運に」

「さあ飲みあかそう。歌いあかそうぜ」








　　俺たちゃ義勇軍

　　馬なんかなくっても

　　大砲なんかなくっても

　　心意気では負けないぜ

　　三人の義勇軍









　僕たちは浴びるように飲み、椅子を蹴とばし、剣を振りまわして大騒ぎした。

「おい、河か岸しをかえようぜ。こんなしけた家に長居する手はねえ」

「おお友よ、それがいい」

「そうしようそうしよう」

　酒屋を出た三人は千ち鳥どり足あしで林の中へ。

「何でえ何でえ、気のきいた店の一軒もねえのか。とんだ田舎いなかだな」

「ここは桃の林ですな。花の盛りならばさぞかし美しかったでしょう」

　僕はへべれけになった意イ＝云ウの手を引いた。

「花はなくとも……美しく見えます……いまの僕には……」

　泣き上じよう戸ごの意イ＝云ウは嗚お咽えつした。「僕は最高の仲間を得た……最高の夜だ」

「仲間っていうんじゃ、ちと弱い。いっそ義兄弟の契ちぎりを結ぼうじゃねえか」

「賛成です。総大将の意イ＝云ウどのには兄になってもらい、私は末弟ということで。実際兄が二人いるのです」

「ちょっと待ちねえ。俺には兄貴と姉貴が二人ずつあるんだぜ。だから俺が末っ子だ」

「よくわからない理屈ですが、いいでしょう。では意イ＝云ウどのが長兄、私が次兄、華カ観ミレどのが末弟ということで」

「さあ、兄あに者じや。誓いの杯をかわそう」

　二人の義弟に見つめられて、意イ＝云ウは涙をぬぐった。

「誓おう。二人を弟として、誰よりも愛し慈いつくしむことを」

「誓います。我ら三人、血よりも濃い絆きずなに生きることを」

「誓うぜ。兄者たちに手を出す奴は俺がぶっ殺す」








　　我ら義兄弟

　　生まれたときは　違えども

　　死ぬときは　できれば三人いっしょ

　　それが俺たちのＯＵＲ　ＣＨＯＩＣＥ

　　桃園のＰＲＯＭＩＳＥ









　歌いおえていざ乾杯というところで、下手から酒屋の主人がおおあわてで走ってきた。

「たいへんだ！　耳刈ネルリの襲撃だ！」

「何だと？」

　三人の義兄弟は、杯を取りおとした。

「やってやろうぜ！　俺たちの力を見せてやるんだ！」

　華カ観ミレが蛮刀を振るった。

「うむ。義兄弟の契りは初うい陣じんのあととしよう」

　意イ＝云ウも剣をぬいた。

「あの……僕の武器はどこに……？」

　僕は酒屋の主人が手にしていたお盆を奪って、盾たてにした。

「いざ行かん！　活動の精神に栄光あれ！」

　意イ＝云ウの号令で、僕たちはおたけびをあげ、下手に突撃した。







　ジャーンジャーンと銅鑼が打ち鳴らされた。

「……こうして我ら三人、陛下の虜となった次第でございます」

　回想シーン明けで土下座する僕たち三人の義兄弟を耳刈ネルリは拍手で迎えた。

「結果はどうあれ、我らが精兵にたった三人で立ちむかったその勇気はおおいに賞賛しよう」

　耳刈ネルリは余裕たっぷりにことばをたれて、短い足をひょいと組みかえた。「歌もまた、三人ともに見事であった。私は歌が大好き。よき歌を歌った汝らにほうびをさずけよう。望みのものを何なりと申すがよいぞ」

「では長兄の私から」

　意イ＝云ウが進み出た。「我ら三人、義兄弟の契りを交わす、その証人となっていただきたい」

「よかろう。ここに三人を兄弟と認め、そろって我が夫になることを許す」

　上機嫌の耳刈ネルリに、僕は奏そう上じようする。

「初陣のあわただしさゆえ、契りの杯をくみかわすことができませんでした。どうか我ら三人に酒盃を賜たまわりますよう、お願い申しあげます」

「よかろう」

　耳刈ネルリが手を打つと、侍女が杯を運んできた。

「末弟の華カ観ミレよ、汝の望みは何じゃ」

「はい、兄弟としての望みは兄二人が申しあげたとおりでございますので、私の望みを申しあげますと、夫思いで、我が兄に礼をつくす花嫁を賜りたく存じます」

「ならぬ！　汝は汝の兄二人とともに我が花婿となるのじゃ」

　椅子から体を起こした耳刈ネルリを、華カ観ミレの目が鋭く射た。

「では陛下におたずねします。陛下は我ら三人の妻として、暖だん炉ろの前の一番暖かな席を誰におゆずりになりますか。もし夫である私にゆずらぬというのであれば、そんな妻は薪ざっぽうでぶってやらねばなりません。もし私の大事な兄たちにゆずらぬということがあれば、そんな無礼な妻は追いだしてしまった方が家のためです。また兄たちの花嫁となる女がそのようなおろかものなら、その場合も私が出ていって三み行くだり半はんをつきつけましょう。さて陛下は良妻にやあらせられる、あるいは手を出さねばわからぬおろかな妻にやあらせられる」

　片膝立てて見得を切るヤクザな華カ観ミレに、耳刈ネルリはふるえあがった。

「ぶるる。もうよい。汝らはもうよい。そんな面倒なコブつき兄弟はこちらから願いさげ。汝らがいなくとも、最後のひとりは格別の美丈夫なのじゃ」

　ＤＶ男を退けた野蛮なる女王は、讃サン賀ガをさしまねいた。

「さあ聞かせておくれ、汝の歌を」

「はい、陛下」

「舞台」中央に進み出た讃サン賀ガはマントを脱いだ。彼の着る本地防衛隊の野戦服はのちに八はち高こうの制服のモデルになったものである。

「私の歌――それを歌うには、ある人のことをお話ししておかねばならぬでしょう。その人と出会ったのは、軍事上の機密ゆえ具体的な地名は申せませんが、我らが本地防衛隊中央方面軍第一歩兵師団第四歩兵大隊が駐留していた村でのことでございます。我らが大隊は、通りかかる全ての町や村で歓迎と壮行の宴うたげに遊んでまいりました。その間、私の心は楽しみませんでした。私は十六、このいくさが初陣でした。

「私はずっと人生について――正確には人生の終わりまでつづく兵役について考えていました。

「軍人であり、中央活動委員でもあった父のはからいで、私は生まれたときから軍に籍を置いておりました。そのため、十六で成人したときにはすでに軍歴十六年。基地に出頭した時点ですでに士官となっておりました。

「私があてどない考えにふける際の定位置は、歓待の宴の壁際でした。そんなにぎやかなところを選んだのは、兵舎の喧けん騒そうから逃れるためでした。みなが出払った兵舎の中では、私の内なる声が耳をふさぎたくなるほどに騒がしく響きわたりました。それにくらべて、着かざった男女でにぎわう宴席は私にとってはるかにこころよい静寂に満ちておりました。私は酔わない程度に酒を飲むことをならわしとしておりました。

「終わりのない戦いと敗北のイメージ、死への恐怖、未来への漠然とした不安が心にとりついて離れませんでした。戦場で敵弾に倒れるのも、年老いるまで軍人としてつとめあげるのも、どちらも同じ。私の心は冷たく硬くなっていく――」

　讃サン賀ガは杯を持って下手へと移動しはじめた。体を傾け、僕らには見えぬ宴の客をたくみにかわしていく。

「その夜も私は、話の輪にも踊りの列にも加わらずに、ひとり思いに沈んでいたのでした」

　彼は欄干に肘をつき、物憂げな表情で夜空を見あげた。




　僕たち三人の「兄弟」は舞台裏にさがった。楽人所ではバンドが「自由・調和・博愛」をラウンジ風のアレンジで演奏していた。

「緊張した～。最後の長ゼリフ、ちゃんといえてたかな」

　舞台上とかわらない声量でいうものだから、カミレのことばは塔の間にこだました。

「うん、よかったよ。迫力あった。ネルリがたじろいでたよ」

　僕は首筋の汗をタオルでぬぐった。ネルリとミッカが下手へ向けてかけていくのが見えた。

「これで最後なんだよね……」

　イ＝ウは袖で顔をおおった。「二人のこと、本当の兄弟みたいに思ってた。これで終わりなんてさみしいよ」

「終わってなんかない」

　カミレが剣帯をはずし、肩にかけた。「舞台はまだつづく。気をぬいてたらネルリに怒鳴られるよ」

「そうだよ」

　僕はタオルを首に巻いた。「それに、もしよければこれからも――」

　兄としていっそう僕をかわいがり、末っ子歴十六年の僕をして拙者の兄あに者じや人びとがこんなに可か愛わいいわけがないでござるといわしめたまえ、とおにいちゃん十二神将に願っているところへ▽がやってきた。

「はい、これ。チェリさんがレイチにって」

　手渡されたのは黄色い蓬ほう萊らい香こうの花一輪、それに手紙。困った奴だな、現場には来るなってあれほどいっておいたのに的なことをつぶやきつつ僕は手紙を開いて見た。




[image: ]




　走り書きされた文字をしばらく見つめていたが、内容は理解できなかった。

　思考回路のつながるきっかけとなったのは蓬萊香の花だった。コーチキンが胸のポケットにさしていた花だ。ということは、この「先生に変なこと」というのはモリー先生トばしすぎ！　とかいうことではなくてコーチキンのこと？　彼の前で「先輩との間にやましいことは何もありません」と清い交際アピールしたことか？　あれ聞かれてたの？　「計画」って例の亡命計画？　中止しないってどういうこと？

　マジでわけわからん。そもそも僕と先輩ってつきあってるんだっけ？　うそから出たまことってやつか？　オオカミが出たぞ！　って叫んでたら肉食系オオカミ少女と出会いがしらにぶつかって「ちょっとどこ見て歩いてんのよ」で始まるラブストーリー？

「先輩が来たのっていつ？」

「えっと……ついさっきよ。『ＰＲＯＭＩＳＥ』の二コーラス目のころ」

　▽の答えを聞いて僕は外環路に飛び出した。

　塔の森の間に暴力と破壊の予兆が揺らめいていた。具体的にいうと、どっかのバカがバンバンかがり火をたいていた。

　も、燃えてる……。

　鬼おに火び狐きつね火びあるいは古こ戦せん場じよう火びかよ、とそれ系の妖よう怪かいの名を列挙しつつ舞台袖にとってかえし、双眼鏡でもってあらためて依頼品を見てみると、現場は何と僕の住む第十寮塔前だったので驚きのあまり眼がん窩か底ていがバキバキになるかと思った。

　火気厳禁じゃなかったの？

　路上に置かれたかごの中で燃えているのを種火として、次々にたいまつがともされていく。それを手にするものたちのいでたちときたら、レザーにつぐレザー。要するにチェリ先輩のクラスの芝居に出演していた悪の軍団ゲルヒャッハーのみなさん。そしてもちろん先頭に立つのは八高に咲く可憐な花ことチェリ・チェリョームハさん。左手に燃えさかるたいまつ、右手には何らかの棍こん棒ぼうを持って、暗い客席をにらみつけている。

　お、ＯＮＩ……。僕は思わずつぶやいた。頭の中で警報が鳴っている。小乳房鬼子来了、小乳房鬼子来了（意訳：鬼が来た、鬼が来た）！　僕のメンタル防衛隊は恐きよう慌こうにおちいり、総くずれになった。

「レイチ、そろそろ出番」

　▽に声をかけられて、

「応おう！」

　と答えたつもりが、口から出たのは情けないため息みたいな音だけだった。

　だって考えてもみてほしい。目の届くところに火を見るよりも明らかな武装グループが集結しているのだ。「強そうだし」「何か来ても一撃だし」などといった漠然とした動機から武器を所持するのは、はっきりいって中学生までである。高校生ともなるとそうはいかない。いつどこでだれがだれをどうしてどうやってブチのめすか、ガッツリ把握してはじめて武器をとる。いまのチェリ先輩たちの場合、標的となるのはコーチキンの亡命を阻止するのがお仕事な人――端的にいってしまえば僕の父だ。さすがの僕も自分のパパスがケチョンケチョンにされて「ぬわーーっっ」ってなってるのをゲレゲレ笑ってみていられるほど外げ道どうではない。何とかしないと。誰かが何とかしないと（軽く他力本願）。







　讃サン賀ガと初シヨ名ナのなれそめ夢芝居はクライマックスを迎えていた。

　二人は円を描くステップで踊りながら歌いかけあう。








　　一生そばにいてほしい

　　手を取りあって

　　心をひとつに

　　心をひとつに




　　偕かい老ろう同どう穴けつ　古こ来らい稀まれなり

　　響きだけすてき

　　あなたの約束

　　あなたの約束




　　ことばがむなしくても

　　僕らは愛しあう

　　それが一生

　　愛の一生









　ジャーンジャーンと銅鑼が打ち鳴らされた。舞台の闇に巻かれて、恋人たちはひきはなされた。お互いに手を伸ばし、ひとつになろうとするが、女に光は届かず、そのまま上手へ姿を消し――男は両手で顔をおおって、その場にくずおれた。

　耳刈ネルリが拍手をしながら現れた。

「見事、見事。見事であった。私は歌が大好き。よき歌を歌った汝にほうびをさずけよう。望みのものを何なりと申すがよいぞ」

　讃サン賀ガは耳刈ネルリの足元に身を投げ出した。

「陛下、お願いです。陛下のお力をもって、私を初シヨ名ナのもとへ運び、彼女との結婚を許し、それを祝福してください」

　女王は頭を振った。

「またその手の願いか。いやじゃ、いやじゃ。もう受けつけぬ。その初シヨ名ナとかいう娘がこの場にひょっこり現れでもせぬ限りはな！」

「陛下」

　侍女が僕たち元花婿候補たちの前を通って登場した。「初シヨ名ナと申す本地の娘が陛下にどうしてもお目通りしたいと……」

　耳刈ネルリは「ナラー」と叫んだ。

　手枷をはめられた初シヨ名ナが下手の袖からおずおずと歩み出た。

「初シヨ名ナ！」

「讃サン賀ガさま！」

　二人は僕たちの眼前で抱きあった。

「初シヨ名ナ、君のいうとおりにやったら、うまくいったよ」

　そうささやいて、讃サン賀ガは婚約者の手枷をはずした。「あちらをごらん。あちらにおわす耳刈ネルリ陛下が君を僕のもとに連れてきて、君との結婚を許し、その結婚を祝福してくださるのだよ」

　初シヨ名ナは讃サン賀ガに調子を合わせる。

「まあ、本当に？　あの偉大な耳刈ネルリ陛下が許してくださるのならば、私たちの結婚は正当なものとなるわ。たとえ活動委員であるあなたのお父さまが反対なさったとしても、偉大な耳刈ネルリ陛下が祝福してくださるというのなら、私たちの前途は明るいわ」

　僕たち元・花婿候補たちはこの知恵者タヌキ顔ガールの猿芝居にのっかった。

「わあい、耳刈ネルリ陛下ばんざあい」

　一方、「舞台」にひとり残された耳刈ネルリは、上半身にスポットライトを浴びて立ちつくしていた。ツノかぶとが細く鋭い孤独の影を落とした。

「ああ、七人の花婿を得たと思って喜んでおったのが、いまではひとり残らずいなくなってしまったよ。鬼とうたわれるこのネルリとて、いくさが終わればひとりの乙女。恋も婿取りもしたいぞよ」

　ネルリはよよよと泣き真似をした。

　静まりかえる観客。

　息をのむ一年十一組の面々。

　ここは観客の笑いを誘うシーンのはずだが……。いったいどうなっているんだ……。僕は耳刈ネルリの捕虜・麗レイ智チというペルソナを脱ぎすて、脚本助手にしてネルリウォッチャー・レイチにもどっていた。

「何してんのよ……ここはネルリをあざけり笑うシーンだよ。笑え！　笑いなさい！」

　舞台袖の▽が目を三角にして指令を出すが、共演者たちはネルリを見つめるばかりであった。

　とりあえずネルリあとでコロス！　とんでもないアドリブ入れやがって、芝居もコーチキン救出作戦も台無しじゃねえか。ここで光がヒュッとすぼまって「もう婿取りはこりごりじゃよ」的なフィナーレに行くはずだったのに……。

　そのとき、僕の脳裏にネルリのことばがよみがえった。

　大ネルリを心で理解した――そうか、あれはこういうことだったのか。彼女が理解したのはハーレム気分じゃなくて、花婿を失う耳刈ネルリの心情だったのだ。確かにそれはリアルで切実なものだろうと思う。僕をはじめとする選りすぐりの美少年に囲まれるイケメンパラダイスから「いない歴＝年齢」地獄に堕おっことされたのだからその衝撃たるや想像するに余りある。だけどこの芝居、ネルリをめぐる悲劇じゃないんだよね。あくまで痛快コメディミュージカルなわけ。そこんとこかんちがいしてもらっちゃ困る。

　で、そのかんちがいの原因となったのはたぶん僕だ。僕の立てたネルリ逆ハーレム計画が彼女の想像力をまちがった方向に育ててしまったのだ。いやホントそんなつもりでやったんじゃないんだよ。「今度は私たちの方からレイチに告白してみようよ」っていう女子の側からのリアクション、いわば男女告白機会均等法の施行に期待してたんだよ。ヤバイ。マジで責任感じるぜ。ネルリのアホはともかく、クラスのみんなに申しわけが立たない。僕が何とかするしかない。あのちっぽけな耳刈宇デ宙ブ塵リを回収するのは僕の役目だ。

　僕がふみ出したのはわずか一歩だったが、舞台においては大きな距離だった。元花婿メンバーたちの並ぶ「回廊」が月より遠く感じられた。僕は指を鳴らしてクラスメイトたちに合図した。

「楽人所にリクエストだ。『愛の一生』をやってくれ」

「麗レイ智チ、何をする気？」

　義兄の意イ＝云ウから声がかかった。

「まあ見ていてください、義兄上あにうえ。私におまかせを」

　そう答えておいたけど、本当に僕にまかせてだいじょうぶなのかどうかはわからなかった。わかっていたのは、これが僕の晴れ舞台だということだけだ。見ていてくれ、みんな、お兄ちゃん、恋に恋する女の子、チェリ先輩（あとついでに父さん）！　という意味でオーディエンスに目をやると、トーチをささげもったスタッフたちが客席をねりあるき、幻想的な空間を創り出していた。わあ、ロマンチックな夜警……彼らは僕の父をつけねらう夜の大捜査線。ヤバイ早く止めないと。まずはネルリを止める。何なら息の根までも。

　ムードたっぷりのブラスバンドの演奏にのって、僕は大自然の中でつちかった体さばきでちょこちょこっとネルリに近づいた。空そら泣なきネルリは袖のかげからチラリとこちらを見たが、ふたたび顔をかくした。フフ……だがいつまでそうしていられるかな？　僕は十一種類の野鳥の求愛ダンスをＭＩＸした特殊舞踏でアピール、さらに農芸隊の畑でのときよりもいっそうセクシーなボイスで迫ってみた。








　　ことばは必要ない

　　僕らは愛しあう

　　それが一生

　　愛の一生









　これにつられてネルリは心の岩戸からちょろりと顔を出した。客席の注意もこちらに向けられているはずだ。だいじょうぶ、畑のときと同じようにやればいい。僕らを見てるのはじゃがいもやだいこんやかぶだ、とみずからに暗示をかける。土の中に生なるという理由で根菜を食わず嫌いしているネルリが知ったら怒るかもしれないが、知ったことか。僕はレイチ、ひねくれものの末っ子だ。そして恐れを知らぬ愛の歌い手、麗レイ智チでもある。

「陛下、どうかお手を」

「よかろう」

　ネルリは手をさしのべた。僕はそれをそっと握った。








　　ことばは必要ない

　　私と汝

　　ひかれあっている

　　ひかれあっている









　僕たちは踊りだした。もちろん前もっての振ふり付つけなど存在しない。全て即興である。ネルリはショナがやったみたいに僕に寄りそおうとするが、そのたびにかぶとのツノが僕の体にぶっささりそうになる。僕は蝶ちようのようにひらりひらりと彼女の突進をかわしながら、アドリブの歌詞で牽けん制せいした。








　　ネルリにはネルリの

　　世界がある

　　ネルリ憎けりゃ

　　耳まで憎い









　ネルリは形勢不利と見るや、楽人に手で合図して伴奏のテンポを落とし、僕の動きを封じた。彼女はじわりと距離をつめ、僕の指に指をからめてきた。ネルリの小さな手。でも力超強い。ぐい、とひねられ、たちまちの内に肘ひじ関かん節せつまで極きめられた。








　　ことばはすげなくても

　　心はすなお

　　歌いつづけよう

　　歌いつづけよう









　彼女の都合よすぎる解釈で、僕らは相思相愛になって抱きあう。

「麗レイ智チ――」

　ネルリの声がアバラから骨こつ伝でん導どうで耳に届き、いつもとちがった響きを残した。「レイチレイチレイチ、来てくれてうれしいぞ」

　僕は彼女の体をきつく抱きしめた。よろいやら何やらいろいろと着こんでいるせいで気づかなかったが、ネルリの体ほっそいナー。けど何や知らん、ケダモンのニオイしよる。よろいの下の衣が汗でびしょぬれになっていた。

「こういったものは、ひとりいれば充分である」

　そうささやいてネルリはツノ頭をあげた。泣いたネルリがもう笑った！　もとより白い肌が白粉であざといくらいまばゆく照りかがやいていた。

「そうだな。やっぱり花婿七人は欲張りすぎたな」

　僕は彼女を抱く腕をゆるめた。彼女はぴょこんと舞台に飛び出た。

「さあ、集まってくれたみんなに我らのことを報告しよう」

　僕とネルリは手をつないで観客と向きあった。








　　一生そばにいてほしい

　　手を取りあって

　　心をひとつに

　　心をひとつに









「我ら、国を建てよう。永く永くつづく国を。いくさはもうやめじゃ」

　ジャーンジャーンと力強く銅鑼が打ち鳴らされた。

「歌の力で結ばれた、二組の男女。やがて平和が訪れた」

　ミッカのまとめで、照明が全てつき、僕たち出演者は合唱を始めた。








　　古き支配の　終わる日が来た

　　若人たちよ　立ち上がれ　いま

　　敵の暴虐　恐るるに足らず

　　たぎる心こそ　我らがつるぎ

　　いざ打ち倒さん　眼前の敵を

　　自由！

　　調和！

　　博愛！

　　活動の精神よ　永遠なれ









　観客も総立ちで大合唱。僕は義兄弟二人に肩を抱かれて歌った。ネルリは舞台の縁まで出てぴょんぴょん飛びはねていた。

　僕らの歌で何が倒されたんだろう。芝居で負けたのは誰で、勝ったのは誰？

「ネルリ、まだ終わりじゃないんだ。もうひとつやってもらいたいことがある」

「何かね」

　ネルリは客席をあおるためのコブシをつきあげたまま身をすりよせてきた。

「コーチキンを舞台に呼ぶんだ。そしてここから君の国に直接送りこむ。中央活動委員会の手が及ばないように」

「我が王国を利用するのか！」

　彼女は跳びすさった。

「正確には君の国のラジオをな。この場で君がコーチキンの処遇を明言すれば、ここのお客さんだけでなく、君の国の人みんなが聞く」

　むむむとうなって考えこんだネルリだったが、

「大ネルリ東征は移動の自由の大いなる実践であり、その名を継ぐ私がそれを認めるのはもはや宿命というべきものである」

　とややこしいステートメントを発表した。つまりは入国のお許しが出たらしい。

「本日は八高演劇大祭におこしいただき、まことにありがとうございます」

　ＭＣネルリは客席にあいさつした。かってに大祭を閉幕させてそのままその長い歴史に終止符を打ちかねない唐突な司会っぷり。

「ここで本日の審査員をご紹介いたします。その名も高き連邦文化英雄、当代一のネルリ通、詩の父にして歴史の息子、作家のＡ・コーチキン氏です。どうぞ舞台へ」

　僕→▽→照明係と連絡に手間どったためタイムラグが生じたが、何とか来賓席のコーチキンにスポットライトを当てることができた。彼の姿が照らし出されると、さっきの歌で連邦万歳ムードが高まっていた客席からは盛大な拍手。

「よし、みんな！　英雄コーチキンを迎えに行こうぜ！　フォローミー！　とびだせ大作戦！」

　僕は舞台をおりて観客席に飛びこんだ。とらえどころのない動きと、不明な点の多い生態（幼生時代をどこで過ごしているのか、どこで産卵しているのか、など）によって観衆を遠ざけ、楽々通過。これぞ奥義レイチ・ダブルイール（ちなみに「イール」とはうなぎのこと。かばやきにするとうまいぞ）！

　チェリ先輩があの美しい背筋を見せつけるようにして来賓席の前に立っていた。わずかにふりむいたその横顔をたいまつから巻きあがる火の粉がいろどっていた。これが芝居の演出だったらどんなによかっただろう。

「レイチ、手紙に書いたわよね、あなたたちの邪魔はしないって」

　チェリ先輩は舞台のままの村娘スカートをつまみ、観客の間をすりぬけて接近してきた。たいまつから出る煙のえぐい臭いが鼻をついた。

「それなのにあなたは私たちの邪魔をする。これはいったいどういうことかしらね」

「邪魔をするつもりはありません。ただコーチキンさんをネルリの保護下に置こうと――」

「ふざけないで！」












　チェリ先輩はたいまつの火を僕の鼻先につきつけた。「コーチキン先生は私が守る！　誰にも邪魔はさせない！」

「守るって、どうするんですか。クラスの人たちに中央活動委員を襲わせて、それで彼を守れるんですか」

「先生の自由を奪うものは許さない」

　先輩の瞳は炎を映して異様に輝いていた。

「そうやってコーチキンを逃がしたあとで、先輩はどうなるんですか。活動委員に暴行をはたらけば、たぶん出席停止とかじゃ済まないでしょう。それでいいんですか。コーチキンがそれを望むと思いますか」

　チェリ先輩は答えなかった。一陣の風が僕の顔に黒煙を吹きかけた。涙がにじみ出た。

「ネルリにまかせてもらえませんか。ああ見えて彼女は誠実だし、面倒見がいいし、それに――」

　僕は袖で顔をぬぐった。「自分を慕したうものをけっして見すてたりしません」

「慕う？　コーチキン先生が？　先生がネルリを慕ってるって？」

「はい、そうです」

「そんなわけない。確かに作品のモチーフとして耳刈ネルリをとりあげてはいるけれど――」

「コーチキンの気持ちはこの際関係ないんです。ネルリが慕われていると感じればそれが全てなんです」

「それってただのかんちがいなんじゃないの？」

「いいえ、愛です」

「愛？」

　チェリ先輩が身を乗り出したので、その手にあるたいまつが僕の顔に迫ってきて、あやうく眉まゆ毛げを焼かれるところだった。

「実は、ネルリの正体って愛なんです」

「ハァ？」

　先輩はバカじゃねーのって顔で僕を見た。僕もバカだと思った。ネルリと同じで、芝居の役に心をのっとられちゃってる。耳刈ネルリの花婿役に。そうでなきゃ僕が「愛」なんてことばを口にするはずがない。

「先輩、コーチキンの作品に通底するテーマって何だと思いますか？」

「テーマ？」

　先輩はたいまつを持つ手をだらりとさげて考えこんだ。「それはたぶん、歴史の大きな流れと、それにあらがって生きる人々の――」

「いいえ、愛です」

「愛？」

「そうです。そして僕らの芝居『耳刈ネルリと奪われた七人の花婿』、そのテーマは何だと思いますか」

「それは……家族や祖国への愛――」

「そう、愛です」

　僕は先輩を指さした。彼女ははっとした顔で僕を見た。素のチェリ先輩ってやっぱカワイイ。ちなみにここまで僕の発言は全て出まかせ。先輩を勢いだけで論ろん破ぱすることしか頭にない。

「僕たちがコーチキンを助けるのは、愛ゆえです。人はなぜ生きるのか、それは愛ゆえです。僕と先輩がいまこうしているのも――」

　と愛の洗礼を施していたところで、突然背中からつきとばされて、僕はチェリ先輩の足元にぶったおれた。

「邪魔だ、どいていろ」

　ナナイが抜ぬき身みの剣を手に、先輩のかたわらを足早に通りすぎていった。

「レイチ、まだこんなところにいたのか」

　ワジが僕の体をまたぎこしていった。

「すご～い。きれい。何このサプライズ」

「ここで炎を持ってくるとはね。見事な演出だ」

　サンガさんがカミレの腰にそっと手を当ててエスコートした。あとで嫁さんにチクってやろう、と僕は口に入った草のきれっぱしをはき出しながら思った。

　チェリ先輩は僕を見おろしていた。

「これも愛ゆえのこと？」

「ええ、そうです」

　僕は立ち上がった。「地にまみれても、拘束されても、たたかれてひらめみたいにぺしゃんこになっても、愛ゆえに立ちあがるんです。耳刈ネルリの戦争も愛を求めてのことだったのです」

　ＬＯＶＥ史観ぶちまけながら、服についた土ぼこりを払う僕に、チェリ先輩は白いハンカチをさし出した。

「ねえ、あなたのいってる愛ってネルリのことじゃなくて、あなた自身の――」

「レイチ、どうしたの」

　イ＝ウが心配そうな表情で僕の顔をのぞきこんでいた。

「何でもないよ。さあ行こう」

　僕は来賓席に向かって歩きだした。

　先輩は道を明けてくれた。

「もう何をいっても無駄ね、あなたたちには」

「先輩これ、ありがとうございました。洗ってお返しします」

　ふりかえってハンカチを振ると先輩は、

「いいのよ。さしあげるわ」

　といってほほえんだ（そのハンカチの所有権をめぐって僕とヘイジンの間に名勝負数え歌と称される一連の衝突が生じることになるのだが、それはのちの話だ）。

　たいまつを手にした学生たちに囲まれて、来賓席はまるで第二の舞台ででもあるかのように明るかった。

　ナナイが長剣を振りかざし、来賓に向かいあった。

「先ほどの話はなかったことにして、コーチキン氏を引きわたしていただきたい。二世ネルリ殿下のご命令だ」

「コーチキンどの、ぜひ我々のもとへ。いまなら大ネルリの八人目の花婿になれますよ」

　といってワジが取り出したのは、舞台の小道具だった木の手枷。ちょっとしたパーティーグッズのつもりなんだろうが、この状況じゃ洒落しやれにならないっての。コーチキンの両手は膝掛の下にかくれたままで、おそらく手錠がはめられている。

　そこへ耳刈ネルリの衣装を身にまとった取とり巻まきヴェーラが夜や叉しやの形相でおどり出た。

「おどりゃクソ一ガ年キ！　※※※（注：聞きとれず）さかむけにしたるァ！」

　どうやら火を見ると別の人格が出てくるタイプの思春期を送っている人のようだ。手には無数の釘を打ちつけた角材を握りしめていた。

「いくさっていいな　ほほいのほいほい」

　舞台でネルリが歌っている。間奏曲のつもりか知らんが物騒だからマジでやめてほしい。

　ナナイがヴェーラの方に一歩ふみこんだ。

「同じことを二度いわせるな。これは勅ちよく命めいだ」

　閃せん光こうが走った。

　ナナイの剣による一ひと薙なぎでヴェーラの角材は両断された。

「邪魔をするな」

　彼女が剣をさやに収めるのとヴェーラが悲鳴をあげるのとはほぼ同時だった。角材は彼女の握り手のすぐ上で切りおとされていた。

　切った張ったのガチバトルが行われていることを悟られまいと、僕は声を張りあげた。

「みなさん、我らが連邦文化英雄を拍手でお迎えください！」

　期待をはるかに上回る、山津波みたいな拍手が塔の森を揺るがした。

　父がコーチキンの膝掛に手を伸ばし、さっと取り去った。手錠ははずれていた。まるでマジックみたいだったけど、これほど不ふ愉ゆ快かいそうな顔をした奇術師もいないだろうと父を見て思った。

　コーチキンは手首をさすりながら立ちあがった。

「さらばだ、カリク・カリガネフ」

　彼はふりかえりもせずにいった。父は彼の背中を見つめていた。

「どうかお元気で、英雄コーチキン」

「いつかまた会おう。この国の自由がよみがえったときに」

　チェリ先輩が彼の腕にすがりついた。

「先生、どうか最後までおともさせてください」

「ああ、行こう。でも最後ではないさ。きっとね」

　文化英雄はその腕に八高の花を抱え、テンション上がりきって抜刀したネル婿カーニバルに参加した。たいまつ集団が彼らの両側に並び、炎の柱廊を作った。

　ナナイは暴れるヴェーラを肩にかついでいた。

「チェリさま、助けて！」

　叫ぶヴェーラのお尻をナナイは平手で打った。とたんに客席から「ズルイ！」「何そのごほうび」「私にもちょうだい！」と黄色い悲鳴があがった。

　僕は光の奪われた来賓席に立っていた。舞台ではネルリが踊りまわっていた。僕もあそこにもどらなければならない。

　父はポケットに手をつっこんで立ち、僕を見おろしていた。

「いつか我々はこのことについて話しあわねばならないだろうな、末っ子レイチ」

「そうだね」

　僕も父を見ならってポケットに手を入れた。何かが指に触れた。

「これ、さっきの……」

　僕は委員会塔のカギをさしだした。父はうなずいて、ポケットからぬいた手をさしのべた。僕がカギを放ると、それは父のてのひらに吸いこまれ、鈴のような音を立てた。

「出るときにちゃんとしめたか？」

「自分で確認してきなよ」

　僕たちは舞台の歌も明かりも客席の手拍子もそっちのけでにらみあっていた。いつもこうだ。気まずい再会。お互いの役どころがよくわからないんだ。

「ダクー村のレイチ・レイーチイチ！　千両役者！」

　レイチコールで幕を閉じる演劇大祭、また次回お会いしましょう！　とお客さんの声援にこたえて心のナレーションを入れていたら兄に肩を揺さぶられた。

「お、お兄ちゃん……？　どうしたの」

「お前こそどうした。父さんとは積もる話もあるだろうけど、舞台でみんなが待ってるぞ。行ってこい」

　お兄ちゃん、その積もる話がないから困ってるんだよ。もしくは積もりすぎて処理しきれないんだよ。でも後半は超同意。

「じゃ、行くから。あとこれ、コーチキンのサイン。記念に持って帰ってよ」

「……ああ、ありがとう」

　僕と父は気まずいまま別れた。まあ、ある意味リアルだな、と思った。耳刈ネルリと国際結婚するなんていいだした日には気まずいどころじゃ済まない。勘かん当どうものだ。

　ああ、僕って親不孝者だな。父の仕事を邪魔して。昔話とかだと、末っ子が一番親孝行で、そのおかげで財宝ガッポリだったり恩返しの異類婚で胸キュンだったりするんだが、そういうのとは無縁の人生を送るのかな、僕……。せめてもの親孝行に孫の顔を早く見せて……って、いやいや、それは早すぎる。まだ女の子と屋上でお弁当食べたこともないんだぜ？　豪雪地帯だとああいうフラットな屋上ってめずらしいから、マジであこがれるシチュなんだぜ？

　僕はお客さんの間からぬるぬる這い出て、舞台にもどった。

　袖から白い大きな布が運びこまれた。食堂にあるテーブルクロスで一番大きなものを借りてきたのだ。耳刈ネルリの花婿候補という汚名を晴れて返上した男六人と甘い罠わなにはまった僕と初シヨ名ナと侍女と特別ゲスト・コーチキンとで布のはしを持って（それからチェリ＆ヴェーラのコンビにも持たせて）、その上に耳刈ネルリをのせた。

　僕たちは一斉に布を引っぱりあげた。耳刈ネルリの体が宙を舞う。

「ばんざい、耳刈ネルリばんざあい」












　心をいれかえた婚こん活かつ暴ぼう君くんを祝福する声が響きわたった。

　胴上げが終わると、耳刈ネルリは純白のテーブルクロスを頭からかぶり、僕とコーチキンに手を取らせた。

「コーチキンどの、ぜひ我が国に参られよ。詩と歌に満ちた美しい土地です。何ならこのあとすぐにでもよろしい」

　ネルリは甲高い声でまくしたてた。

「ええ、ぜひうかがいます」

　コーチキンはネルリと見つめあった。彼女のかぶった布もあいまって、花嫁と花婿みたいだった。

　僕たち三人を先頭に、出演者は「回廊」を通って袖にさがった。

　袖にもどったクラスメイトたちは、ネルリのかぶるテーブルクロスの下にもぐりこみ抱きあった。カミレが、踏ふんだら汚れるからといってテーブルクロスを引っぱっても、彼らはおかまいなしで柱や椅子を蹴とばしながらもみあいをつづけた。

　僕もそのネルリスクラムに加わろうと思い、布をぺろりとめくって飛びこんだところ、待ちうけていたのは、充満する青春の香気、熱を持った肉体、うっすら汗ばんだみずみずしい肌肌肌ツノツノヒゲ……（残念ながらネルリとヘイジンの間に入ってしまった）。

「やってくれたなネルリ」

　僕がいうと、ネルリは、何のこと？　といった風なとぼけた表情をうかべた。

「アレだよアレ！　最後のアレ！」

「あれは大ネルリの気持ち！　私なりの大ネルリ！」

　彼女は僕の耳元で叫んだ。

「ふ、ざ、け、ン、な！　もうちょっとで舞台に大穴空くとこだったじゃねーかバーロー」

　厳しく責める僕を懐かい柔じゆうしようとしてか、彼女は僕の頰に軽く口づけた。

　え、何？　今日って聖フランシスコ・キッスの祝日だったかしら……と動転して架空の聖人をでっちあげている僕を尻目に、ネルリはワジやナナイ、ミッカやイ＝ウと次々にキスの餌え食じきにしていった。

「ちょっと、ネルリ……僕の話聞いてんのか？」

　僕がいうと、彼女は、うんうんとうなずいて僕の頰にチュッチュッと口づけた。

　駄目だこれ、ひとの話聞く気ねーや。あとドキドキが止まらねーや。

　彼女はもう一度ワジにチュッとやって、「大使を呼んでこい！」と叫んだ。下僕は矢のようにかけていった。僕は本地キッス大使に就任した。あらゆる外交官特権を駆使して、キッスの普及に努めていく所存。

　頭上の布が取りのぞかれた。

　僕は空気の膜のようなものにあらためて包まれた。

　テーブルクロスを巻きとって脇に抱えこんだカミレが何かいっているが、聞きとれない。彼女は巻いた布を手近なテーブルの上に放ると、舞台を指さした。

　ミッカがかけていって、袖から顔を出した。彼女は僕たちに背中を向けたそのままの姿勢で僕たちを手まねいた。

　僕たちは彼女の肩ごしに舞台と客席をのぞいた。

　最初に目についたのは、全ての塔の灯がチカチカまたたいていることだった（教室塔や寮塔の窓から観ていた学生たちが拍手のかわりに電灯を明滅させていたのだということを後日知った）。

　客席で立ちあがり、手を振る人々の影が闇に踊った。空の薄明かりの下、揺れうごく客席は、塔の森の底をなめる黒い炎のようだった。拍手喝采は生木の爆はぜる音に似ていた。

　僕の高こう揚よう感かん、胸の高鳴りも、彼らの起こす響きによって生じているのだと気づいた。校内の空気が泡立ち、渦うず巻まき、うねり流れて、肌にぶつかってきた。腹の内、骨の髄ずいからふるえが来た。

　ミッカが「回廊」を通って「舞台」に出た。おどけた仕草で銅鑼をたたくが、その音は僕らの耳に届かない。

　ネルリと僕たち出演者が舞台にあがると、騒ぎはひときわ大きくなった。舞台に照明がもどり、客席はふたたび闇夜と見わけがつかなくなった。

　ネルリは身ぶり手ぶりで楽人所からバンドを呼びよせ、袖から○と▽をまねいた。全員でお辞儀して、手を振って拍手にこたえ、花をもらって握手した。一度袖にさがって、アンコールを受けてふたたびカーテンコールを行い、さらにもう一回出て、最後にはネルリだけ舞台と袖を往復した。

　拍手は次第に少なくなった。ネルリにおひねりを投げたい人たちだけが舞台のそばに集まるようになっていた。







　僕らの舞台は終わった。







「みんなさびしいのです、あなたたちの去ってしまうのが。もう二度とめぐりくることのない劇団ですからね」

　まだわずかに起こる拍手の音を耳にしてモリー先生がいった。すごくいいことをいってるっぽいけど、先生はフィナーレの拍手でようやく目をさましたそうだ。大歓声を受ける僕たちを袖から見て、寝すごしたことを後こう悔かいしたらしく、

「再演希望です」

　と真ま面じ目めな顔でいった。かわいくたのめばそれで通る人生を歩んできた人はこれだから……。

　よろいかぶとのすきまというすきまに紙幣をねじこまれて現世利り益やくのご神体みたいになってもどってきたネルリが在本地シャーリック王国大使を呼びつけ、

「汝の持つ一生分の外交官特権を使いつくしてでも英雄コーチキンを我が国にお連れせよ」

　と命令した。コーチキンには、

「我が国の憲法で認められている全ての自由をさずけるものとする」

　とえらそうに宣言した。我らが文化英雄は涙をうかべてチェリ先輩と抱きあった。

「勝った！　勝ったり！」

　大使に連れられた亡命英雄を外環路に見送ったネルリは叫んだ。

「芝居の内容、観客の反応、審査員への利益供与、全てが高いレベルで組みあわさった！　チェリ・チェリョームハめ、泣きを見るがよい。『動乱』の主人公はやはり大ネルリである」







　だが結果は彼女の思いどおりにはならなかった。

　僕たちのクラスはレギュレーション違反で失格となった（持ち時間超過、火薬・刃物の使用など）。

　優勝はチェリ先輩の三年一組だった。

　ネルリは泣いた。オイオイ泣いた。














　コーチキンはシャーリック王国滞在中に行方不明になり、その後、連邦のはるか東にある多島海国アーキベルクにひょっこり姿を現して、いまもそこで旺おう盛せいな創作活動を行っている（らしい）。向こうで出版される本を連邦内で入手するのは難しいのではっきりしたことはわからない。コーチキンの新作とうわさされるアングラ印刷物を見たことはあるが、本当に彼の手によるものなのか確かめようがない。

　最近、彼の未発表原稿や手記などをまとめた『連邦市民へ――コーチキンのメッセージ』という本が出版されてベストセラーになった。そこに収められた文書の中には、共和国が連邦制に移行したのは中央活動委員会がみずからの延命のためにとった策であると指摘するものもあったりして、物議をかもした。

　また、同じ本の中に、彼にとって本地ですごした最後の夜となった八はち高こう演劇大祭に触れた箇所もあった。彼は耳みみ刈かりネルリに「恋」をしていたらしい。彼がネルリの芝居を楽しみにしていたというのは本心だったようだ。

　シャーリック王国国王二世ネルリがこの本に序文を寄せている。







　コーチキンは我が国でもっとも愛されている本地民作家である。彼がシャーリックに紹介されたのは比較的最近のことだが、それはまさに大事件と呼ぶべきことであった。コーチキンの作品に感かん銘めいを受けた青年たちはシャーリック文学の夜明けを夢見て、前衛的な創作を行い、既存の文ぶん壇だんやインテリ層を激しく攻撃した。

　　〔中略〕

　我が国とコーチキンの関係を語る上でどうしても避けて通れぬのが「ドゥヴォバートの夏」とのちに称されることになる一連の事件である。コーチキンのアーキベルクへの亡ぼう命めいを我が国のメディアは本地の報道機関に先がけて報じた。

　シャーリックにおける言論の自由を求める動きは、やがて国内の言論状況、メディアのあり方、政府の施策などを問う活動に変化し、いくつかの悲劇的な流血、それにつづく新しい言論機関の勃ぼつ興こう、そして思想統制の徹底排除へとつながっていったのである。







　彼女が自国メディアの功績にしている「コーチキン亡命報道」は、彼女の芝居を生中継していたラジオ局に在本地シャーリック大使がポロリともらしてしまったことがきっかけであった。シャーリック王国はもともと言論の自由など毛ほどもない国だったのに、本地との対立の中でひっこみがつかなくなって「言論の自由」という看板をかかげるようになっただけのことである。歴史の舞台裏は思いのほかしょうもない。

　ネルリはこの序文を書くにあたって、僕に手紙を書いてよこした。コーチキンの思い出などあればしらせてほしい、といったような内容だった。

　その手紙のおかげで僕はいろいろなことを思い出した。彼女からあらたまった手紙をもらうなんて学生時代以来のことだったので、それに刺激されて記憶が堰せきを切ったようにあふれ出た。たとえば僕がコーチキンをただのスケベハゲだと思ってたこととか。もちろんこんなこと他の誰にもいえない。

　コーチキンに関する記憶で誰にもいえないことが、僕にはもうふたつある。

　ひとつは、父が出世して都みやこグネドコ勤務になったことだ（コーチキンを取りのがしたことをどうとりつくろったんだろう）。

　父は家を借りて、故郷の山村から母を呼びよせた。息子たちともいっしょに住もうと考えていたらしいが、上の兄は結婚して公営団地に入り、二番目の兄は友人たちとルームシェアしていたので、同じ都グネドコに住んでいながら両親とは同居しなかった。僕は高校を卒業してから新しい「実家」に住んだ。都グネドコの大学に進んだからだ。大学に入ってはじめて実家を出るというのはよくある話だけど、大学から実家ぐらしをするようになるのはめずらしいと周囲の人からいわれた。僕はしばらく「実家」ということばを使うことや、父と母と僕の三人で住む小さな家を「実家」と呼ぶことが何となく恥ずかしくて、なじめなかった。それでも僕たちは毎日顔を合わせることで次第に距離を縮めていった。あるいはその過程を「家族の修復」と名づけることもできたかもしれない。でも僕には理想の家族像なんてなかった。コーチキンの小説に登場するような古きよき時代の本地民家庭――彼が慈いつくしむような筆ひつ致ちで描き出す親子の絆きずな、きょうだいの愛あい憎ぞう、暗い因いん襲しゆうなどはとうのむかしに失われていた。僕らの家族にはモデルがなかった。僕らはただその場その場で役を演じるのみだった。父は父の役を、母は母の役を、そして僕は息子の役――家を離れた二人の兄を持つ末っ子の役を。思えばこれまでも同じだったのだ。父は不在ながらも不在の父として家の中で機能していて、残された家族にとってそれを受けいれるのは難しかったけれど、僕らはその困難を分けあい、絆にかえて生きてきたのだ。日常はクリエイティヴだ。何をしでかすかわからないネルリの芝居につきあうのと同じくらいに。

　そんなガラスの家庭を築くきっかけとなってくれたコーチキンに感謝。本当にありがとう。政治的に弾圧されてくれて、亡命を余よ儀ぎなくされてくれて本当にありがとうと公式に発表したら心ある連邦市民のみなさんに石を投げられたり家に火をかけられたりしそうなので、その感謝の気持ちは胸の奥にしまっておくことにする。ところでコーチキンって離婚歴四回で、うわさによると親子ほども年の離れたアーキベルク人女性と再婚したらしい。やっぱあいつエロッパゲのヒヒジジイ略してエロッヒヒなんじゃないのかな。







　演劇大祭が終わってからちょっとの間だけ、僕はあの『耳刈ネルリ』のキャストとして有名人であったのだが、その特別ご優待期間が幕を閉じると試験勉強が待っていた。七月の頭から二週間かけて期末試験を行い、さらに一週間の採点期間があって、一学期が終わった。僕は活動史のテストでちょっぴりやらかしたが、それ以外はそれなりの点を取った。

　短い夏に合わせて、夏休みも短かった。

　ネルリとその家臣団が帰省しないことに決めたのは、学校と母国を往復する汽車の旅だけで夏休みが終わってしまうことが判明したためであった。

　彼女たちと同じくらい遠い国から来ている○▽◇の三人は飛行機（！）でひとっとびだった。そこらへんの王族よりお金持ちだからできることだ。

　サンガさん一家は他の王族たちと同様に、車を校門につけさせて、ちょっとそこまで、といった風な軽い旅装で去っていった。カミレは大鉄道の「八高前」駅に向かう特別編成のバスに乗っていき、ヘイジンはひとり旅をするといってヒッチハイクで東へと旅立った。

　僕は都グネドコに家を見つけた父から帰ってくるよういわれていたが、何となくひとりで都会に出るのが怖く、それに何よりも演劇大祭の一件を父と話すのが嫌で、結局学校に居残ってしまった。

　僕ら以外にも、大学受験に備えて寮りよう塔とうや図書館にこもりきりで勉強する三年生がいたし、農芸隊には畑や温室に毎日インしなければ禁断症状を起こす農芸廃人も数人いたので、校内の人影が急に絶えるということはなかった。それにＯＢの大学院生が避暑がてらやってきて特別講義を持つことになっていた。僕は免めん疫えき学がくの講義に申しこみをした。夏休みだというのにいそがしくなりそうだった。

　いそがしいといえば、試験の前あたりからナナイが自分のぶどう畑で長い時間をすごすようになった。農芸隊の先輩にぶどうの伝染病について話を聞いたのがその原因だった。彼女は病気の恐ろしさよりも、植物も病気にかかるという彼女にとっての新事実に驚かされたらしい。急にぶどうに感情移入するようになり、ひまさえあれば虫や草を取ったり、病わくら葉ばをむしりとったりして、しまいには雨に打たれているのがかわいそうなのでぶどう棚に屋根をつけるといいだす始末だった。

　一方ネルリも、小さな白い花を咲かせたひょうたんに目を細め、

「これほど美しいものが他にあろうか」

　といい、花が散ると、

「美しいものほど、その命ははかないもの」

　とため息をついていたくせに、実がふくらみはじめると、

「愚ぐ者しやは花に気を取られ、君子は実を採る」

　と適当な格言をでっちあげた。

　夏休みの最初の日だった。

　強い日ざしが刈り取りの終わった麦畑に陽かげ炎ろうを立てていた。静かな空を滑るようにとんぼが行きすぎた。

　蹴しゆう球きゆう隊たいの練習がなくなったワジは畑のそばの木陰で昼寝をしていた。

　僕はネルリの鼻歌を聞きながら畑を手伝っていた。彼女はまだ雑草を引けるようにはなっていなかった。

　そこへチェリ先輩とヴェーラが姿を現した。彼女たちは大きな旅行かばんを提さげていた。

「ご精が出ますね」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな調子でチェリ先輩に声をかけられると、ネルリは目礼を返し、虫を殺す作業にもどった。先輩と僕らは演劇大祭以来、口もきかない気まずい関係だった。

「私たち、これから実家に帰るんだけど――」

　ネルリはいもむしを握りつぶした。

「ネルリ、あなたに贈りものがあるの。ヴェーラ、あれを」

　チェリ先輩にいわれて、ヴェーラはかばんから一冊の本を取り出した。

「コーチキン先生の『耳刈ネルリの乱』。一般にはもう手に入らないだろうから。ぜひあなたに読んでほしくて」

　急にあらたまった調子になったチェリ先輩に、ネルリはあわてて自分の手をのぞきこみ、

「失礼、いまちょっと、作業中で……」

　といって、お昼寝中の下僕を大声で起こして本を受けとらせた。

　このころすでにシャーリック王国で講演旅行中に姿をくらましたコーチキンの亡命説がささやかれはじめていた。図書館の蔵書から彼の著作は排除されていた。

「あなたの育てているのは何？」

　チェリ先輩がネルリにたずねた。

「何をかくそう、ひょうたんです」

　ネルリは胸を張った。「そうだ。このお返しに、あなたにもひょうたんの実をさしあげましょう」

　それを聞いたチェリ先輩はいたずらっぽく笑って、ヴェーラと顔を見あわせた。

「それじゃあ、ここからあそこまで全部ちょうだい」

　彼女はうねのはしからはしまでを指でさししめした。

「そんなには駄だ目め！」

　ネルリは跳とびあがった。「贈り先の予定はいっぱいなのだから」

「冗じよう談だんよ」

　チェリ先輩は白い歯を見せて笑った。

「あなたは何か作ってるの？」

　ヴェーラにきかれて、僕はまごついた。

「あ、あの……いまは畑を休ませてますが、春には都みやこ菖蒲あやめをやってました」

「まあ。私の大好きな花よ。いってくれれば見に来たのに」

「あ、それならドライフラワーを作ってるんで、よかったらさしあげましょうか」

「いや……そこまで好きじゃないんだけどね」

　はあ、そッスか……。どうして女子ってこっちが一歩ふみこむと二歩以上さがるのかね？

「あなたたちのお芝居、すごくよかったわ。耳刈ネルリが人間くさくて、私好きだわ」

　チェリ先輩は肥やしくさい野の良ら王女ネルリを見つめた。

「ありがとうございます。オリガもすごくすてきでした」

　とネルリはとってつけたようなお世辞をいった。チェリ先輩はほほえんだ。

「コーチキン先生はきっとあなたたちのお芝居の方を評価したでしょうね。あなたたちのお芝居は観客全員を楽しませたもの。先生は連邦文化英雄として、人々に喜ばれることを創作の目標としていた。でも私は先生のためだけに舞台に立っていた。私の姿を記憶に焼きつけてもらう、ただそれだけのために……」

「私もそうでした」

　ネルリは神妙な顔つきだった。「舞台の上には大ネルリと七人の花婿がいるだけでした。観客など目に入りませんでした」

　勢いこんでいうネルリを見て、チェリ先輩の瞳にいたずらっぽい輝きがもどった。

「でもまあ、それって役者なら誰でも体験することだけどね」

　彼女はかばんを持ちあげた。

「もう行くわ。あなたたち、来年も演劇大祭に出なさいよ。私、観に来るから」

　そんな、来年といわず、来月にでも来てくださいよ、といおうと思ったけど、そういう冗談は場ちがいな感じだった。

　それに、僕の心はもっと別の、激しい衝動に襲われていた。

　僕は目の前で鼻歌を歌いながら虫をぶちぶち殺しているこの王女さまが、手作りのひょうたんを贈るというその贈り先の奴らを全員ぶっつぶしてやりたいと思っていた。たぶんそいつらはネルリの母国のおえらいさんとか友好国のＶＩＰとかなのだろうが、全然関係ねえ、やってやろうじゃん、と意気ごんでいた。

　僕はネルリのひょうたんをひとりでフルコンプしたかった。生まれつき彼女につながるコネを持った奴全員を蹴おとして、僕が全てを手に入れたかった。

　こんなこと誰にもいえなかった。

　僕はネルリに恋していた。生まれてはじめての、本当の恋だった。

　世界は表情をかえた。まわりの全てが――僕の知らない人やものまでもが敵になった。あらゆる条件が僕の足を引っぱるために存在した。僕の理性や自尊心さえ、僕の試みを馬鹿にし、思いとどまらせようとした。僕は畑のまんなかで本当の孤独を味わっていた。七人の中から、とかじゃない。この広い世界の中で、僕だけがネルリに選ばれなくてはならない。ありえない。人類最強の男とか、そんなん目じゃない。僕とネルリ以外の全てを焼きつくさんとする世界最終戦争が世界一小さい規模で始まっていたのだ。彼女への思いに気づいたとき、これまでくらしていた牧歌的ほのぼの世界はがらがらどんと崩ほう壊かいして、僕はマンマの帰りを待つメーメー仔こ山や羊ぎちゃんから槍やりみたいな角を持った雄お山や羊ぎへと成長する必要に迫られていた。それはとても困難なことに思えた。でも本当に難しいのは世界と共存しながらネルリとふたりで生きていく、小ネルリ共きよう栄えい圏けんを築くことなのだった。

　そうした世界や家族の問題に僕が思いいたるには、いま少しの時間が必要だった。僕は演劇大祭の直前に誕生日を迎えて十六歳になったばかりだった。

　チェリ先輩とヴェーラが去ったあとのことだった。

「ネルリ、そのひょうたん、僕が全部もらうんでよろしく」

　僕がいうとネルリは驚いて跳びあがった。「全部だと？」

「うん、実はのっぴきならない事情があって……」

「それは何だね。申してみよ」

　人面目安箱ネルリちゃんは僕の提案に耳を傾ける意思を表明した。

「僕の村に古い池があるんだけど、そこに大だい蛇じやが住んでいて人を食うんだよね」

「ナラー、水のあやかし！」

　ネルリは虫の死し骸がいを投げすててひょうたんのかげにかくれた。「これだから本地に来るのは嫌だった！　油断もすきもない呪われた地である！」

「で、そこに毎年うら若き乙女おとめを人ひと身み御ご供くうとして放りこまないと、夏に雨が降らないんだ」

「本地では化け物からしてやり口が狡こう猾かつ！」

　ネルリはぶどう棚の方へ逃げていった。

「あるとき、旅のお坊さんがやってきていうことには『ひょうたんに服を着せてたくさん池にうかべておきなさい。大蛇は人と見まちがえてそれを呑もうとするがつるつる滑ってしまい、最後には疲れはてて死んでしまうでしょう』」

「えい、全部持っていけ！　そのけがらわしい蛇を根ね絶だやしにせよ！」

　ネルリはナナイのかげにかくれた。

「お待ちください。レイチの話には不可解な点がございます」

　ナナイが主君に問いかけた。「なぜいまひょうたんが必要なのでしょうか。退治する方法がわかったのなら、すでに行われているはずです」

　チッ、昔話にロジック持ちこんでんじゃねーよ。

「それが、教えてもらったのは去年の暮れなんだよ。今年は僕の姉が生いけ贄にえにされる番なんだ」

「お前んとこ兄貴だけだろ」

　とワジ。どいつもこいつも民話離れ起こしやがって……。センス・オブ・ワンダーってどこまでも飛んでいける心の翼なんだぜ？

「全てウソか！　ひょうたんほしさか！」

　ネルリは激怒し、護衛の持っていた熊手を奪って振りまわした。僕は手で頭をかばった。

「いや、待てって。それは別の話だ。実はな……本地の森には『森の人』と呼ばれる謎なぞの生物がいて、それが夜な夜なひょうたんを……」

「ナラー！」

　ネルリが熊手をかまえて突進してきたので、僕は逃げだした。長物が不利になるよう森の中に逃げこんだら、ネルリは森の人を恐れてか追いかけるのをやめ、あぜ道のかげに身をひそめて待ち伏せの体勢をとった。ビビらせてやろうと思って、やあ僕、森の人、完全な草食性だよっていって出ていったら熊手でつかれてあやうく死ぬところだった。

「こやつめ！　なぜウソばかりつくのだ！」

　巣に石をぶつけられたスズメバチみたいな勢いでネルリは単騎突撃してきた。僕は森のさらに奥へと走った。なぜ僕がウソばっかりつくかというと、それにいつもだまされるかわいいネルリと、だまされたことに気づいて怒るかわいいネルリを見たいからで、またウソでもつかないと「ネルリかわいい。ネルリ好きだ」しかいえなくて結局ウソだと思われてしまうにちがいないからだった。彼女のつつみかくさぬ残ざん酷こくさとあけっぴろげの優しさが僕は好きで、好きで好きで、ありのままでいられない自分が恥ずかしくて、走りだしてしまうのだった。待て待て、という彼女の声を置き去りにして僕は木の根を飛びこえ、地衣をふみつけ、鳥たちを驚かせて走りつづけた。光の乏とぼしい森の底で汗ばんだシャツが肌に冷たかった。夏はもう盛りをすぎていた。ネルリの節句がもうすぐそこまで来ていた。それを迎えてネルリは十六歳に、そして大人になった。そしてそのとき、ふたたび僕たちの前に大ネルリが姿を現したのだった。





耳みみ刈かりネルリと奪うばわれた七しち人にんの花はな婿むこ　了










　あとがき




　ミュージカル映画『略りやく奪だつされた七人の花はな嫁よめ』からタイトルを拝はい借しやくしたはいいが、一年十一組に男子が四人しかいないことをすっかり忘れていて、苦しまぎれの男装女子であった。

　他にもいろいろと苦しまぎれだ。

　人生とか。




　第四幕を書いているあたりで心が折れそうになった。そのとき救いになったのが映画『キャバレー』のサントラだった。

　ライザ・ミネリをライザ・ネルリに擬ぎネルリ化することで、何とか楽しい芝しば居い風景を書くことができた。

　このレコードを持っていることをもっと早く思い出していれば作中に「ネルキャバ」的なシーンを入れることができたのだが……。




　コーチキンの『動乱』はプーシキンの『大尉の娘』がもとになっている。

　チェリ・チェリョームハの芝居はそのあらすじをなぞったものだが、やっぱり起伏があって物語としておもしろい。それにくらべて私の書いたものは起伏どころかヤマなしオチなしつるぺた状態……。




　暗い話が続いたので、最後に明るい話題を。

『大尉の娘』を映画化した『テンペスト』では一瞬だけおっぱいが映るよ！

　おっぱい！





石いし川かわ博ひろ品し















著者

石川博品

Hiroshi Ishikawa




一九七八年、岩手県生まれ。『耳刈ネルリ御入学万歳万歳万々歳』で第10回えんため大賞優秀賞を受賞し、デビュー。小学生のとき、友人のつきそいで学芸会のオーディションに行って合格するというアイドルみたいな体験をしたことがあります。
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今回のお話は演劇ですね。私も小学生の時に、桃太郎や浦島太郎やらをミックスした、創作劇の舞台に立たせてもらったことがあります。役は浦島太郎でした。……ただ登場の時点で既に老化してたんですよ、この太郎。脚本はもっと当時の私のショタ成分を活かすべきだった。

http://blog.masa-sleep.but.jp/
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